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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第二十九話　疑惑の和樹さん










「夕ゆう菜な、こっちへいらっしゃい」


　宮みや間ま夕菜は母はは親おやに呼よばれ、「はーい」と返事をした。制せい服ふくをやや乱らん雑ざつに脱ぬぎ、着き替がえてから階かい下かへ向かう。


　母の宮間由ゆ香か里りは、リビングでソファーに座すわっていた。相あい変かわらずの和わ服ふく姿すがただ。


　そうしていると、どこから見ても「家か庭ていを守る古きよき日本女じよ性せい」としか思えない。表に出たりせず、内ない助じよの功こうに徹てつしそうなタイプであった。しかし由香里は、普ふ段だんはイタリアで暮くらし、ブローカーとして何人ものスタッフを使っている商売人である。精せい神しん、肉にく体たいとも大変にタフなのだ。現げん在ざいは娘むすめに会うために、一時帰国をしていた。


　夕菜は真ま向むかいに座った。テーブルの上には、湯ゆ飲のみと急きゆう須すがおいてあった。


「なんでしょう、お母様」


「夕菜」


　由香里は娘の名前をもう一度呼んだ。


「久ひさしぶりにあなたに会いましたが、成長ぶりにお母さんは満まん足ぞくしています。お料理もお洗せん濯たくもお掃そう除じも、きちんとしているようですね」


「はい。もちろんです」


　夕菜は即そく答とうした。この家で、彼女は家か事じの多くをこなしている。基き本ほん的てきに輪りん番ばん制せいなのだが、掃除洗濯が好きなのでかって出てしまうのだ（料理の場合はとんでもない下へ手たが一人いるため、やらざるを得ない）。それらは負ふ担たんではなく、むしろ「お世話ができて楽しい」とすら思っている。失敗をやらかしたことはなかった。


「もしかしたら育て方を間ま違ちがえたかと誤ご解かいしたこともありましたが……小さいころより、ずっと上じよう達たつしていました」


「お母様の言いつけを守ってました」


「宮間の女は、まず家事ができなければなりません。家庭が守れているからこそ、殿との方がたは外で安心して仕事ができるのです」


「はい」


「それに、家事が上手な女に男性は弱いものです。仕事や研けん究きゆうで疲つかれたところに家庭的なぬくもりがあれば、ころりと参まいってしまうものです」


　さすがブローカー。意い外がいと計けい算さん高かった。


「まあ、あなたは結けつ婚こんするまでは、そのようなテクニックを身につける必要はありません。いつも通り家事をしていれば十分です」


　由香里はそこで言葉を切った。ソファに座り直す。


「ところで……聞きたいことがあります」


「なんでしょうか」


「お祖じ父い様さまの願いもあって、夕菜が式しき森もりさんの妻つまとなることになりました。ですが、いくら家の名めい誉よがかかっているとはいえ、娘の意い志しを無む視しした決定。夕菜が嫌いやがるのならわたくしも反対するつもりでしたが、幸さいわい式森さんに好こう意いを持っていたとのこと。嬉うれしく思います。しかし……実じつ際さいはどうなのです？」


　母親の視し線せんが、じっと娘を捉とらえる。


「お母様、変なこと言わないでください」


　夕菜は口を尖とがらせて反はん論ろんした。


「和かず樹きさんを嫌きらいなわけありません。わたしの気持ちは小さいときから同じです」


「分かっています」


　と由香里は言った。


「ですが、肝かん心じんの式森さんとのことはどうなっているのです？　噂うわさを聞くと、まったく夫ふう婦ふとなっていない様よう子す」


「そんなことありません。夫婦……ですから」


「本当に？　式森さんを見ても、そうは思えませんよ」


「それは……」


「しかも、他の娘さんと同どう居きよしているのでしょう？　妻の座ざが危あぶないとは思わないのですか？　式森さんを奪うばわれたらどうするのです」


「…………」


　夕菜は押おし黙だまった。


　和樹をめぐっての争そう奪だつ戦せんは、現状でいったん休きゆう止し状じよう態たいとなっていた。ときおり角つき合わせることはあるものの、人間関係に変へん化かはない。もちろん不ふ満まんはあるものの、これはこれで楽しいので、そのままになっていた。


「だって……」


　小さい声で夕菜は言った。


「和樹さん、奥おく手てなんですもん……」


　奥手というより優ゆう柔じゆう不ふ断だんは、夕菜の悩なやみの種たねとなっていた。押すとそれだけ逃にげるのである。


　由香里はため息をついた。


「そんなことでどうするのです。だからといって、なにもしないのですか？」


「してなくないんですけど……」


「殿方が消しよう極きよく的てきなら、女が積せつ極きよく的になりなさい。それでも足りなければ、さらに積極的になるのです。わたくしたちは、代々そうして夫を得えてきました」


「はい……」


「わたくしも若いころは、あなたのお父さんを中ちゆう東とうからアフリカまで追いかけたものです。キリマンジャロで先回りしたときの、あの人の驚おどろきようったらもう。お祖ば母あ様も、お祖父様をエトロフの流りゆう氷ひように追おい詰つめて結婚を迫せまりました」


　まるで肉にく食しよく獣じゆうのような家か系けいであった。


「なのにあなたはなにをしているのです。それでもわたくしの娘むすめですか。逃げるなら追いかけなさい。押して駄目ならもっと押しなさい。宮間の女に撤てつ退たいの二文字はありません」


　はっきりと由香里は言い切った。


　和樹や父親の健けん太た郎ろうが聞いたら、心しん臓ぞう発ほつ作さを起こしそうな会話である。だが夕菜は母親の言葉に感じ入り、しょんぼりしてなにも言えなかった。


　一いつ般ぱん的に見れば、夕菜のアタックはかなり強きよう烈れつである。暴ぼう風ふう雨うの域いきに近い。しかし母親にしてみれば、成せい果かが出ていない以上、そんなのは甘あまいのであった。


　由香里は自分で自分のお茶を淹いれた。


「式森さんはどうなのです。態たい度どに変化はないのですか」


「ないんですけど……」


　軽く落ち込んだまま夕菜は言った。


「でも和樹さん結けつ構こう浮うわ気き性しようなんです。女の子にすごくもてる人ですから」


　和樹が聞いていたら「誤ご解かいだ」と叫さけんだであろう。しかし、あいにく彼はこの場にいなかった。


「浮気……」


　由香里の眉まゆがぴくりと動く。


「……あなたは浮気を許しているんですか」


「許してませんけど、でも……」


「夕菜」


　母親は強い調子で述のべた。


「式森さんもまだ学生。学校に通かよっていれば、綺き麗れいな娘さんたちに目め移うつりすることもあるでしょう。まして本当の結婚はできない年です。しかし気持ちは夫婦でなければなりません。夫に浮気をされるようでは、宮間の女とはいえませんよ」


「そうなんですけど……」


「夫に浮気を許すのも妻の落ち度です。わたくしもあまり大きいことは言えないのですが、なにがあっても夫を奪うばわれないようにするのです。そして浮気には全力で戦う。あなたはそうしているのですか？」


　夕菜の脳のう裏りに、爆ばく風ふうで飛ばされる和樹、炎ほのおにまかれる和樹、濁だく流りゆうに飲み込まれる和樹が、次々と浮うかんでいった。


「努力はしてるんですけど」


「それでも式森さんは浮気性なのですね」


「そうなんです」


　ふと、由香里は深しん刻こくな顔になった。なにか考えている風になる。


　ややあって、彼女は言った。


「夕菜、それは本当に浮気なのかも」


「ですから和樹さんの浮気には全力で……」


「もし、それでも浮気をしているのだとしたら？」


　夕菜はつい、母親を見つめた。


「式森さんは夕菜の考えよりも、ずっと巧たくみに、何人もの女の人とつきあっているのかもしれませんよ。夕菜が知らないだけで」


「そ、そんな……。でっ、でも、和樹さんに限かぎって……」


「浮気性なのでしょう？」


　夕菜の頭の中で、母親の台詞せりふがぐるんぐるんと回転していた。


　今までの夕菜は、和樹を疑うたがったことがなかった。


　実じつ際さいは和樹が玖く里り子こ、凜りん、舞まい穂ほと（夕菜視し点てんで）いちゃいちゃしているのを何度も目もく撃げきしている。しかし彼女たちは夕菜も良く知っている友人たちであり、いわば手に届とどく範はん囲い内ないでの出来事であった。


　それに和樹は不ぶ器き用ようである。もちろん夕菜はそこも好きなのだが、見ず知らずの女性に手を出せるなどと考えたこともなかった。


　だがもし和樹が、「自分のまったく知らない女の人」と付き合っていたりしたら。


　しかもその女性が「なんかとんでもない美人OR可愛かわいい」のだとしたら。


　そんなことを考えた瞬しゆん間かん、言いようのない不安が、ざばざばと押し寄せてきたのであった。


「ほ……本当にそうだったら……どうしましょう」


　由香里は、血の気が引きすぎてランバ・ラルの乗り物みたいになった娘に告つげた。


「あなたはさっきわたくしが言ったことを、もう忘れてしまったのですね。宮間の女に撤てつ退たいの二文字なし。押して駄目ならもっと押すのです」


「え……と……」


「さらに積極的になりなさい。場所も時間も選えらんでいてはいけません。式森さんの心を、自分の手で鷲わし摑づかみにするのです。人前で愛あい情じようを表すのに、恥はずかしいと考えている暇ひまはないのです」


「は、はい……」


「元気を出しなさい。あなたはわたくしの娘むすめです」


「はいっ」


　夕菜は目に涙なみだを浮かべながら言った。


「やります！　絶ぜつ対たいに和樹さんを盗とられたりしません」


　夕菜は悲ひ痛つうな決意で立ち上がり、泣きそうになりながらリビングから出ていった。


　おかげで母親がかすかに笑ったことに、まったく気づいていなかった。





　　　　○





　その日、式森和樹は手早く朝食をすませた。いつもは典てん型けい的てきなお寝ね坊ぼうさんで、急せかされないと食事の席に着かないのだが、今日はあっさり目が覚さめてしまい、おまけに食べ終わるのも早かった。


　女の子たちに「制せい服ふくに着替えてくるね」と告げて、部屋に戻ろうとする。ふと見ると、玄げん関かんには足音を立てずに外出しようとする宮間健太郎がいた。


「宮間教きよう授じゆ、お仕事ですか」


　夕菜の父は慌あわてて「静かに！　静かに！」と手を振った。


「今度の発はつ掘くつ調ちよう査さの、重じゆう要ような会かい議ぎがあるのだ。今から行ってくる」


「お仕事ですね」


「メンバーにルーシーという女性がいるのだ。妻に知られるとまずい」


「またですか」


「黙だまっていてくれ」


「そりゃ構かまいませんが」


「頼たのむ。あと、娘の様よう子すがなんだかおかしい。気をつけたほうがいいかもしれん」


　なんですか、と訊きく間もなく、健太郎は出ていった。


　首をかしげる和樹。


「和樹さん」


「わ！」


　背はい後ごには夕菜が立っていた。


「今日は早めに学校に行きませんか」


「いい……けど」


「どうしたんです？」


「いや……」


　彼はしみじみと夕菜を眺ながめた。


　いつもと変わらない可愛かわいらしさと笑え顔がおだが、どこか引っかかるものがあった。なんだかせっぱ詰つまっているような気がする。言葉は悪いが心しん中じゆう寸すん前ぜんの気け配はいがうかがえるのだ。


「えーと……」


「早く行きましょう」


　急かされるようにして、彼は制服に着替えた。


　玄関に戻ると、夕菜に背中を押される。


「あれ、玖里子さんと凜ちゃんは？　舞穂ちゃんも……」


「いいんです」


　強ごう引いんに外に出された。


　いくらも歩かないうちに夕菜が言う。


「腕うで、組みますね」


　驚おどろく間もなく、夕菜の右腕が左腕にからまった。


　日ごろの夕菜はこのようなことをしない。他の女の子と登とう校こうすることが多い上に、和樹が恥ずかしがるため、普ふ通つうに並ならぶだけなのだ。そもそも今は下げ校こうではなく登校である。朝っぱらから刺し激げき的てきすぎる。


「あの……なんで」


「いいんです」


「人が見てる……けど」


　サラリーマンや中学生が、好こう奇きの目め線せんを向けていた。
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「いいんです」


　彼女は同じ言葉を繰くり返した。


　学校に近づくに連れ、視し線せんはどんどん集中していった。


　当たり前である。夕菜は葵あおい学がく園えんきっての清せい純じゆん派はなのだ。武ぶ闘とう派はぶりを知るものは一部で、大半の生徒は「超ちよう可愛い二年生」としか知らない。その彼女が「こいつ誰だっけ？」みたいな男と腕を組んで歩いているのだ。


　目撃したほぼ全員の生徒が驚き、友人と噂うわさしあっていた。


「あれ二年の宮間さんだよな」


「えー、つきあってる男いたの？」


「なんであんな男が……腕まで組んでるぞ」


「でも男の子が落ち込んでるんだけど」


「宮間さんに連行されてるみたいだな……」


　その通りで、和樹は夕菜にずっと引っ張られていた。


　葵学園の門をくぐる。それでもまったく離はなしてくれない。


　当然のようにじろじろ眺められていた。「夕菜と誰か」という組み合わせがよほど珍めずらしいのか、学校中から視線が飛ばされているようであった。


「よー、仲なかいいな」


　振り返ると、担たん任にんの伊い庭ばかおりがいた。相変わらず遅ち刻こく気ぎ味みなのは、徹てつ夜やでゲームでもしていたのだろう。


　かおりはにやにやしている。


「宮間といちゃつきながら登校たあ、式森も思い切ったな」


「いえあのこれは」


「熱あついねえ」


　だから違ちがうんですと言おうとした途と端たん。


　夕菜がもの凄すごい目つきになった。


　しかも全身から殺さつ気きのオーラを発している。しかもそれらは和樹ではなく、一直線にかおりへ浴あびせられていた。


　さすがのかおりも一歩後ろに下がった。


「お、おい。宮間」


「…………」


「なんか……なんだ」


「…………」


「おい、わたしを脅おどす気か。金ならないぞ。中古でアタックアニマル学園なんてもんを買っちまったんだ」


　夕菜は無む言ごんで威い嚇かくしている。


　迫はく力りよくに気け圧おされたか、かおりは「遅刻するなよ。ゲームしろ」とわけの分からないことを言いながら、職しよく員いん室しつへ避ひ難なんしていった。


　和樹は、いきなりの出来事になにも言えない。夕菜は「もしかして伊庭先生……伊庭先生なの？」と呟つぶやいていた。


　そのまま下げ駄た箱ばこへ向かう。もちろん腕は組まれたままだ。


「あのー、夕菜」


「……なんですか」


「もしかして、ずっとこのまま？」


「いけないんですか」


「だっ……だって、教室に着つくんだよ!?」


　彼女は「いいじゃないですか」と答えているが、和樹にとってはそれどころではない。所しよ属ぞくクラスは「幸こう福ふくと書いてねたましいと読む」の二年Ｂ組。こんな格かつ好こうで行ったら、どうなるか分かったものではない。


　案あんの定じよう、教室に入った瞬しゆん間かん、空気が変わった。


　注目が一いつ斉せいに和樹と夕菜に集まった。それまでの楽しげな会話がぴたりと止まり、「どうやって殺ころす？」みたいな雰ふん囲い気きとなる。


　しかし夕菜は「おはようございます」と言いながら和樹を引っ張っていく。彼は生きた心ここ地ちがしない。


　一人の女子が近寄ってきた。


「おはよう、式森君」


　知ち的てきな美少女兼けん陰いん謀ぼう家か、松まつ田だ和かず美みであった。


「なにこれ。新しい嫌いやがらせ？　それとも宣せん戦せん布ふ告こく？」


　腕組みをして、冷ひややかな声を浴びせてくる。「もてる奴やつは死ね」という掟おきてがあるＢ組では、男女とも和樹に辛つらく当たるのだ。


「ま、松田さん……僕もよく分からなくて……」


「わたしたちに見せつける気なのね」


　一方的な決めつけであった。


「式森君はそうやって、彼氏も彼女もいない可哀かわい想そうなクラスメートたちをうらやましがらせて、自分はいい気分でいようとするのね」


「あまりいい気分じゃないんだけど……」


「有ゆう罪ざいね」


　早すぎる判はん決けつが下った。


「死し刑けいと死刑と死刑があるけど、どれがいい？」


「……他には？」


「とても凄すごい死刑」


　和樹が「減げん刑けいしてくれ」と言おうとしたら、また隣で殺さつ気きが高まった。


　夕菜が和美の前に立ちふさがった。


「な……なによ夕菜……」


　夕菜は無む言ごんで犬けん歯しを剝むき出しにしていた。


「どうしちゃったの、怖こわい顔して」


「松田さん……だったんですか……」


「……なにが」


「松田さん……仲なか丸まるさんがいるのに和樹さんを狙ねらうなんて……そんな……」


「え!?　ちょっと夕菜、なに言ってるの!?」


　和美が顔を赤くしつつ文もん句くを言うが、夕菜は聞いていない。殺気がぐんぐん高まっていく。


「こら。なにをしてるの」


　別の女性が割わって入った。


「馬ば鹿かなことしてないで。そろそろ授じゆ業ぎようが始まるから」


　杜もり崎さき沙さ弓ゆみであった。身長百八十センチ超ちようの長身女性である。


「それと式森君。今日はわたしと日につ直ちよく。忘わすれてなかった？」


「あ、そうだっけ」


　黒こく板ばんの右みぎ端はしを見る。自分の名と沙弓の名前が並んで書いてあった。


「なんか用あったかな」


「健けん康こう診しん断だんの用よう紙しを回かい収しゆうするのよ。検けん査さは明日だから」


「そうか、じゃあ……」


「日直……」


　和樹の言葉は、地じ獄ごくの大おお釜がまから響ひびいてくるような声でかき消された。


　夕菜が和樹にしがみつき、沙弓を睨にらんでいた。


「日直……二人きり……」


「夕菜……なにが？」


　怪け訝げんな表情をする沙弓。


「ちょっと胸むねが大きいからって……」


「待ってよ」


「和樹さんと日直でラブラブなんて、そんな手……」


　二つに縛しばった髪かみの毛が逆さか立だっていく。彼女の呟つぶやきと共に、精せい霊れいたちが集まり始めた。


「クラスメートに敵てきが……！」


　キーンコーンカーンコーン。


　起こるべき惨さん劇げきは、予よ鈴れいによってかろうじて救われた。授業という現げん実じつが、クラス内を現実に戻したのであった。


　和美も沙弓も、得体の知れない恐きよう怖ふに身をすくませながら、自分の席に戻った。ホームルームが始まる。


　とはいえ、和樹には気の休まる暇ひまがない。


　彼は授業中もずっと「平へい穏おん無事が続きますように」と神に祈いのっていた。おかげで教きよう師しに当てられても、「救すくいが欲ほしいです」と他人には意味不明の返へん答とうばかりしていた。


　休み時間になると、彼は真っ先に教室を抜け出した。夕菜のことはあえて見ないようにした。


　向かったのは三年生の教室、風かぜ椿つばき玖里子のところである。「困こまったことがあったら玖里子さんに頼たよるのもどうにかしないとなあ」とも思うが、今は命が大事である。


　ところが玖里子がいない。慌あわてて捜さがすと、神かみ城しろ凜りんと一いつ緒しよに中庭にいた。


「また夕菜ちゃんと喧けん嘩か？」


　和樹を見るなり玖里子は言った。凜も若じやつ干かん呆あきれ顔である。


「僕は夕菜と喧嘩なんかしたことないですよ」


「そうね。いつもあんたが一方的に責せめられるだけだもんね」


「そうなんですよ。生なま傷きずが絶たえなくて……いやそれはそれとして、夕菜の様子がいつもと違ちがうんです」


　彼は急いで事じ情じようを説明した。


「抜ぬけ駆がけで和樹とくっつこうとしてんの？　確たしかにいつもと違うわね」


「そうじゃなくてですね、もっとこうせっぱ詰つまったっていうか、そんな感じなんです」


「ふーん。なんか知ってる？」


　玖里子は凜に話を振った。


「そういえば、今朝の夕菜さんは少し変わってましたね」


　凜は和樹と似にたようなことを言った。


「なにやら呟いたり、うつむいて考えごとをしていたりしてました。昨日きのうの晩ばん、母君と話をしてからだと思いますが」


「あのお母さんと？　なに話してたの？」


「そこまでは……」


　不意に別の声がした。


「あー、いたいたー」


　栗くり丘おか舞穂である。こっちに手を振っていた。


「にゃー、なにしてるのー？」


「ごめん舞穂ちゃん」


　和樹が返事をする。


「ちょっと重要な話なんだ。またあとで……」


　舞穂は最後まで聞かず、後ろを向いた。


「夕菜さん、和樹君いるよー」


　三人は悲ひ鳴めいにならない悲鳴を上げた。こんなところを見たら誤ご解かいするに決まっている。舞穂の背はい後ごから、昏くらい顔をした夕菜が、ゆっくりと姿を現あらわす。


　表情を見て、全員腰こしが抜けそうになった。


「まっ……待って夕菜、助けて！」


「夕菜ちゃん駄だ目めよ！　ここは学校よ！」


「夕菜さん、どうか落ち着いてください！」


　そう言いながら、三人はばらばらに跳とんで地面に伏ふせる。慣なれが生んだ非ひ常じよう時じの動きであった。やがて訪おとずれる破は壊かいの嵐あらしから身を守るため、頭を押さえる。


　だが、火か炎えんも水すい流りゆうも、和樹を引ひき裂さくなにかも放たれなかった。


　和樹は夕菜に引き起こされた。


「和樹さん、授業が始まりますよ」


「は……はい？」


「教室に戻りましょう」


　例によって、腕が組まれる。


　そのまま、和樹は夕菜に連れられていった。後ろでは玖里子と凜が「あたしたちじゃなかったの？」「夕菜さんらしくない」としきりに不ふ思し議ぎがっていた。





　次の授業も、和樹にとっては異い常じような経けい験けんとなった。


　なにしろ夕菜の気配だけは常つねに背後にあるのである。それはいいのだが、彼女は周囲を警けい戒かいしているのだ。いつもなら「嫉しつ妬と視線」は自分に向けられ、いくらもしないうちに爆発を起こす。姿の見えない第三者に放はなたれるのは珍しかった。


　授業終しゆう了りようと共に、和樹はまた教室を飛び出した。


　夕菜に異い変へんを起こさせる人間は限られる。というより、そんなろくでもないことを仕し掛かけるものはほんの一ひと握にぎりしかいない。


「紫し乃の先生！」


　彼は保ほ健けん室しつの扉とびらを開けた。


　紅あか尉い紫乃はいつもなら兄が座すわる椅い子すに腰こし掛かけていた。


「あら和樹君。どうなさったのです？」


　相変わらず詐さ欺ぎ師しみたいな笑顔であった。温おん泉せんのＣＭに出てくるような美人なのに、いたずらが大好きなのである。


「今度はなにをしたんですか!?」


「なんのことでしょう？」


「夕菜です！　なんだか朝から変なんですよ。伊庭先生や松田さんに敵てき意いを剝むき出しにして。いつもなら僕に向けられるんだから、こんなの絶ぜつ対たい紫乃先生がなんかしたはずで……」


　いつもなら自分だと主しゆ張ちようするのも哀かなしい話だが、和樹にはとにかく違い和わ感かんがあるのだ。


　紫乃は小首をかしげた。


「なにをおっしゃっているのです？　わたくしが宮間さんになにかしたと？」


「そうです！」


「変ですわね。わたくしここ数日出かけておりましたけど」


「……え？」


「静しず岡おかの件けんで後あと始し末まつが残っていたものですから。帰ってきたのはさきほどですわよ」


　和樹は憑つき物ものが落ちたかのように、ぽかんとした。


　彼の主しゆ観かんでは、ろくでもないことは紫乃かＢ組の仕し業わざと相そう場ばが決まっているのである。しかし彼女は違うという。


　とすると誰なのか。


「えーと、紫乃先生はなにもしてないんですよね」


「今からしても構かまいませんが」


「やめてください。でも誰なんだろ……」


　考えてもすぐに出てきたりはしない。


「なんでしたら、兄に聞かれたらどうです？　そろそろ戻もどってくると思います」


　紫乃が言う。養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきのことである。


「もしかしたら、なにか知ってるかもしれませんわよ」


「そうですね……」


　扉がまた開く。「戻ってきたようですわね」と紫乃。


「すいません、紅尉先生……」


　だがそこにいたのは夕菜であった。


　彼女は先ほどと違い、今度ははっきりとした怒ど気きを漂ただよわせていた。


「紫乃先生も……狙ねらっていたなんて」


　白くなるまで手を握にぎりしめている。


「年上の魅み力りよくで……和樹さんを……」


「宮間さんは誤ご解かいされているようですが」


「……酷ひどい！」


　夕菜は和樹の元に駆け寄った。強ごう引いんに引き寄せる。


　意外なことにいつもの魔ま法ほう発はつ動どうがなかった。それどころか涙なみだを浮うかべて和樹をかばう姿し勢せいになり、紫乃と向かい合ったのだ。


「和樹さんは渡わたしませんから！」


「……わたくし、生きてる男性はちょっと」


「絶対に渡しません！」


　そのままじりじりと後ろに下がる。和樹はまたも強引に、夕菜の手によって連れ去られた。





　それから放課後まで、和樹は夕菜の監かん視し下かに置かれた。強きよう圧あつ的てきに見張られているわけではない。ただ彼女が、和樹のそばから離はなれないのだ。


　四し六ろく時じ中ちゆうどころか、夕菜はトイレの中にまで入ってこようとした。さすがに注意をしようとすると、「誰が狙っているか分かりません！」「他にもいるかも」と反はん論ろんして聞かないのだ。


　悲ひ壮そう感かんを漂ただよわせているので、強く拒きよ絶ぜつするわけにも行かない。おかげでＢ組のみならず「あんな可愛かわいい子を連れて歩いている」と他クラスの生徒からも怨うらまれる羽は目めになった。


　そのため下校時間になるまで、気の休まる時がなかった。


　帰りも当然夕菜と一緒である。彼女は無む言ごんのまま、和樹にぴったりと寄より添そっていた。


　ようやくほっとしたのは、家に着いたときであった。


　夕菜も安心したのか、一足早く自室に戻った。和樹も全身の緊張をほぐしつつ、二階へ上がる。


　自分の部屋に入る。ところが中には人がいた。


「お帰りなさい式森さん」


　頭を下げたのは由香里であった。


　和樹は朝から女性にばかり悩なやまされ続けため、もはや驚く気力を失っていた。


「……なんでしょう」


　げっそりして質しつ問もんをする。


「どうぞお座りになられて。夕菜のことでお疲つかれなんでしょう」


「そうなんです」


　彼はくたくたの身体からだをいたわりつつ腰こしを下ろした。


「なんかもうずっと変な感じなんですよ。いつもの大おお暴あばれじゃなくて、どろどろと鬱うつ屈くつしてるんです。なにかあったんですか」


「ありましたわね」


　あっさり首しゆ肯こうする由香里。


「……なにがあったんですか!?」


「わたくしが言ったのです。式森さんにお気をつけなさいと」


　夕菜母は娘むすめとどんなことを話したか、詳くわしく述のべた。


　聞いた和樹はひっくり返りそうになった。


「……なんでそんな余よ計けいなことをするんですか！」


「娘が心配なのです」


「そんな心配いらないです！　つきあってる人なんていませんよ！」


「そうではありません」


　由香里がすすっと膝ひざを詰つめた。和樹の手を取り、握にぎりしめる。


「どうやら夕菜は、他の娘さんたちと同じ程てい度どにしか式森さんと親したしくなっていない様よう子す。やはり親として、それではいけないと思いました。いささかですが、娘に協力するつもりなのです」


「酷ひどい協力だ……」


「あら式森さん。まだ終わってないのですのよ」


　由香里が和樹の背はい後ごを眺ながめ、にこりとする。


　恐おそるべき予感に襲おそわれ、ゆっくり振り返る和樹。


　そこには身体全体を震ふるわせた夕菜が、仁に王おう立だちしていた。


「な……な……な……」


　彼女の顔は真っ白であった。


「よりに……よりによって……」


　一歩一歩、室内へと入ってくる。


「相手はお母様だったなんて……！」


　細かい金きん粉ぷんが彼女の両りよう腕うでに飛び交かう。普ふ段だんより断だん然ぜん具ぐ現げん化かが早い。精せい神しんに感かん応のうして、精せい霊れいたちが大はしゃぎしていた。


　一気に火か炎えんを形作る。


「和樹さんっ!!」


　夕菜は全身に炎ほのおをまとっていた。


「恥はじを知りなさいっ！　人ひと妻づまですし、わたしのお母様なんですよ!!」


「え……なんで……！」


「手を繫つないでるじゃないですか！」


　さっきから和樹の手は、由香里によって握られていた。


「なにするつもりだったんです！」


「な……なんでもないよ！　ちょっとお母さん、離はなして！」


「あら。お母さんだなんて嬉うれしい」


　由香里の手はまったく離れなかった。それどころか身体まで近寄せてくる。


　夕菜がますますヒートアップした。


「人として最低です！」


「誤ご解かいだー!!」


　夕菜から火炎が放たれる。熱ねつの固まりが和樹に襲いかかった。


「うわーっ!!」


　火炎は和樹に命中する寸すん前ぜん、方向がそれて天てん井じように激げき突とつした。焦こげた木もく片へんがぱらぱら落ちる。


　由香里の人差し指が、そこだけ独どく立りつした生き物のように動いていた。夕菜が炎を操あやつるたびに透とう明めいな壁かべが和樹の前に出現し、攻こう撃げきを跳はね返していた。


　おかげで和樹は直撃だけはまぬがれていた。しかし放ほう射しや熱ねつだけは防ふせげず、まともに浴あびていた。


「あち、あち！」


「ねえ式森さん。娘ながら、夕菜の魔ま法ほうは強力ですの」


　やけに呑のん気きな由香里の声。


「ただ防ぐだけではわたくしも疲つかれてしまいます。そろそろやめてもよろしいかしら」


「冗じよう談だんじゃありません！」


「でしたら、わたくしのお願いを聞いていただけますか？」


「なんですか！」


「娘とデートしていただけません？」


　一いつ瞬しゆんだが和樹は、熱さを忘わすれた。


　由香里はすました顔をしている。


「聞くところによると、まだ夕菜は式森さんと深い仲になっていないとか。ここは式森さんとデートをすると、他の娘さんと差をつけられます」


　和樹はわめいた。


「これが狙いだったんですか！」


「狙いなんてことはありませんわ。交こう渉しようです」


「娘を売ってません!?」


「親心です」


　彼としては親心云うん々ぬんより「理り不ふ尽じんだ！」と叫さけびたいところであった。しかし身には危き険けんが迫せまっている。なにより、熱い。


「デートしてくださいますわね？」


「そういうのは……ここで決めるもんじゃ」


「あら魔法が」


「あちちちち！」


　夕菜は相変わらず「和樹さん酷ひどい！」とか言いながら火炎を操あやつっている。このままでは家ごと焼やき殺ころされそうであった。


「分かりました分かりました！」


　和樹は叫んだ。


「ＯＫです。いつでも、どこでも」


「ありがとうございます」


　由香里は和樹の手を離すと、和服の袖そでをさっとめくった。腕うでが大きく振られる。


　閃せん光こうが部屋の内部を包つつんだ。


　和樹にはただのまぶしい灯あかりであった。だが炎の精せい霊れいたちはかき消すようにいなくなり、夕菜も身体からだをふらつかせる。


　発はつ光こうが収おさまったとき、彼女は床ゆかに倒たおれていた。


「……夕菜？」


　和樹は制せい服ふくのままの彼女に駆かけ寄よる。意い識しきがなさそうだ。


「安心してください。娘はちょっと気を失っているだけです。発はつ散さんしすぎて疲れたのですわ」


　夕菜の母親は立ち上がり、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんだ。


「あとはお願いします。デートの約束、確たしかに聞かせてもらいました」


「う……でも」


「男に二言はありませんわね？」


　由香里は、「ルーシーさんのことで、夫と話し合わなければなりませんので」と言い残し、出ていった。


　部屋は和樹と夕菜の二人だけとなった。


　和樹は横たわった少女の身体を、静かに抱かかえ起こした。どこにも外がい傷しようは見あたらなかった。


　こうして見ていると、さきほどまで暴れていた武ぶ闘とう派はと同一人物とはとても思えない。可愛かわいらしい、普ふ通つうの清せい純じゆん派はであった。
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「ん……和樹……さん」


　うっすらと、目が開かれる。


「夕菜、大だい丈じよう夫ぶ？」


「あ……和樹さん……」


　彼女は薄うす目めでにこりとすると、かすかに右腕を上げた。


「ね……和樹さん」


「……なに？」


「浮うわ気き者もの」


　夕菜の右手から魔力が放出された。


　和樹は遥はるか空高く飛ばされ、薄れゆく意識のなか、「なんかいつも通りでほっとする……」などと思っていた。




　第三十話　燃える初デート










　宮みや間ま夕ゆう菜なは陽よう気きであった。もともと明めい朗ろうで、それほど落ち込んだり陰いん気きになったりしない性せい格かくだが、ここ数日は特に明るかった。


　理由はたった一つ、「和かず樹きとデートをするから」である。


　前回の騒そう動どうの直ちよく後ご、彼女は母親から「式森さんがデートをしたがっているみたいです」と聞きかされた。急いで確かく認にんすると、和樹は魔ま法ほう攻こう撃げきのショックで死にかけながら「なんでもする……。デートでも銀ぎん行こう強ごう盗とうでも……」と答えていた。


　嬉うれしくないはずがなかった。夕菜にとって「和樹と～をする」は、優ゆう先せん順じゆん位いが非ひ常じように高い（その中には、和樹にお仕し置おきする、も含ふくまれる）。ましてデートとなると、「一番上のさらに上」くらいの順番であった。


　うきうきどころではない。授じゆ業ぎよう中でもデートのことでにやにやし、下げ校こうでも想そう像ぞうしては見けん当とう違ちがいの方向へ歩き、部屋でもクッションを抱かかえて意い味みもなく転ころがったりする。彼女の頭の中ではデートが九十九パーセントを占しめ、生活や勉強は一パーセントのその他であった。


　デートの前日になると、浮かれぶりはさらに度ど合あいを増ましていた。そのため母はは親おやが声をかけても、「明日はなにを着ていこうかしら。和樹さんがぐっときたりぎゅっとしたりする、ちょっと大だい胆たんな格かつ好こうをしたりして。やだもうきゃっ」などと呟つぶやきながら床とこ柱ばしらにパンチを浴あびせるのに夢む中ちゆうで、気がつかないほどであった。


「……夕菜？」


　宮間由ゆ香か里りは、奇き矯きような行動を続ける娘むすめを、刺し激げきしないよう訊きいた。


「明日は、式森さんと出かけるはずですね」


「はい。そうです」


　夕菜はピストンパンチを中ちゆう断だんして答えた。


「和樹さんと二人っきりでデートです。すっごく楽しみなんです」


「それはなによりです。わたくしも、あなたが喜よろこんでいるのを見ると嬉しくなります。仕し掛かけたかいがありました」


「はい？」


「あら、わたくしとしたことが。なんでもありません」


　由香里が咳せき払ばらいする。和樹に夕菜とデートをするよう仕向けたのは、彼女なのである。


「しかしですね、夕菜。あなたは大だい丈じよう夫ぶなのでしょうね」


「なにがでしょう」


「式森さんとのデートです。一見殿との方がたにリードされているように見えながら、細かいところで女がフォローをする。それが宮間の女の役やく目めです」


「分かってます。和樹さんに色いろ目めを使う女は、先回りして葬ほうむるつもりです」


「……そういうことはほどほどになさい。仮かりにもデートです。テロリストを摘てき発はつするわけではないのですから。式森さんを不ふ快かいにしないよう、注意するのですよ」


「はい。もちろんです」


「積せつ極きよく性せいも宮間の女の取とり柄えです。ですが男の人のメンツを潰つぶさないよう、あまり出しゃばることのないように」


「和樹さんを立てます。突き飛ばすくらいのつもりで」


「……お母さんは不安になってきました。夕菜、デートをするのですよ？」


「はい」


　夕菜の表ひよう情じようは、徐じよ々じよに暗くらくなってきた。


「式森さんと、二人で出かけるのですよ」


「……はい」


「夕菜はデートの経けい験けん、あるのでしょうね？」


「……お母様」


　小さい声で、夕菜は言った。


「わたし男の人とデートをするの、初めてなんです……」





　　　　○





　夕菜はおよそデートらしいデートをしたことがない。和樹と買い物に行ったことはあったが、短たん時じ間かんで帰ってしまった。意い識しきして男性と二人で出かけるのは、実じつは初めてであった。


　学校内で誰だれもが知っている美少女でありながら、和樹以外の男と親したしくなることは皆かい無むである。他の男から誘さそいはあっても、それらは即そく座ざに断ことわっていた。アメリカにいたころ、仲の良い男の子と遊んだことはあったが、そのときはまだ幼おさなくとてもデートと呼よべるものではない。つまり彼女はまったくの初心者、素人しろうとも素人なのである。


　素人なのだから、デートをどうこなすべきかがほとんど分からなかった。マニュアルか経験豊ほう富ふな人物に教おしえを請こうしかない。


　夕菜はどちらも選ばなかった。自分の勘かんに頼たよることにしたのである。


　初デートなのだから、自分の思い通りにしたかった。というより「愛あいがあればどうにでもなります」と信じ込むようにしたのだ。不安からは目をそらし、耳を塞ふさぐようにしていた。違ちがう意味で恋は盲もう目もくであった。


　そんな彼女の不ふ安あん点てんを突つくのは、母親だけではなかった。


「式森とデートですか!?」


　声を荒あららげたのは神かみ城しろ凜りんだった。今の今まで秘ひ密みつにされていたのである。


「そうです。二人で」


　嬉しさに若じやつ干かんの優ゆう越えつ感かんを混まぜながら夕菜は答える。


「高校生がなんということを！　破は廉れん恥ちだとは思わないのですか!?」


「別に思いません」


「式森と二人きりなのでしょう!?　どんなことになるか、分かったものではありません！」


「凜さんが心配することじゃありませんから」


　余よ裕ゆうの態たい度どである。いつもなら売り言葉に買い言葉でヒートアップをするのだが、「和樹とデート」という事実が心しん理り的てき余裕をもたらしていた。


　なおも抗こう議ぎを続けようとする凜を、風かぜ椿つばき玖く里り子こが「まあまあ」と抑おさえた。


「和樹とデートって、今度の日にち曜よう？」


「そうです」


「ふーん。楽しそうでいいわね」


　夕菜はその台詞せりふに若干のとげを感じ取った。


「玖里子さんだって、前に和樹さんとデートしたじゃないですか」


「よく覚えているわね。楽しかったわよ」


「わたしはもっと楽しくなりますから」


　意地半分、優越感半分の答えであった。


　凜は顔を真っ赤にして、酸さん欠けつの金きん魚ぎよみたいに口をぱくぱくさせていた。玖里子は冷ひややかな表情になりつつ、


「でも夕菜ちゃんのデートって、和樹が満まん足ぞくするかしら」


「失礼なこと言わないでください。絶ぜつ対たいいいデートになります」


「初めてってなにかと失敗しやすいのよ」


「だっ、誰が初めて……」


「初めてなんでしょ」


　見み透すかしたように言う玖里子。夕菜はそっぽを向いて答えるのを拒きよ否ひした。


「逆に和樹の方が経験あるわけじゃない。初心者相手にがっかりしなければいいけど」


「なんでがっかりするんですか」


「和樹って、結けつ構こう女の子とつきあいあるじゃない。あたしともデートしたし。だけど夕菜ちゃんは初めてなわけだから」


　玖里子も夕菜と和樹がデートをするのが面おも白しろくないのか、意い地じが悪かった。


「そんなことばっかり。和樹さんはわたしがいいに決まってます」


「でもやっぱり……」


「あーもう！」


　夕菜は叫さけんだ。


「そんなに不満だったら、なんでもいいから条じよう件けんを出してください。どんなことをしても、和樹さんを満足させてみせます！」


　きっぱりとした物言いに、玖里子と凜が驚おどろきの表ひよう情じようになった。


「思い切るわね」


「愛する人のためなら、なんでもできます」


「でも本気？」


　じと目で玖里子が眺ながめた。


「本気です。さあ、言ってください」


「そうねえ……」


　玖里子はしばらく思し案あんした。やがて。


「じゃあ、やきもちを妬やかないってのはどう」


「え？」


「デート中、夕菜ちゃんは和樹にやきもちを妬いちゃ駄だ目め。そこまでできるのなら、あたしも参まいりましたって頭を下げるわ」


　玖里子は両手を腰こしに当てた。


「どう？」


　夕菜は言葉に詰つまった。


　彼女にとって、和樹にお仕置きを加えるのはやきもちと言うより当然の権けん利りである。浮うわ気きには死をもって償つぐなってもらうのだ。夕菜の中にはコーサ・ノストラより強きよう烈れつな掟おきてがあるのだ。「それをするな」というのは、ちょっとした不ふ意い打ちである。


「い……いいですよ」


　なんとか夕菜は返事をした。


「和樹さんが浮気をしなければわたしだって……」


「だーめ。和樹がなにをしようと夕菜ちゃんは我が慢まんするの。じゃなきゃ意味ないでしょ」


「でも……」


「やっぱり初心者は駄目ね。あたしか凜が代わりにデートするから」


「……分かりました！」


　振り切るように、彼女は大声を出した。


「デート中、絶対に和樹さんにお仕置きはしません」


「本当に？」


「本当です！」


「そ。楽しみにしてるわ」


　玖里子はなにかを企たくらむかのように、小さく笑った。





　　　　○





　そしてデート当日。


　夕菜はいつになく気合いを入れた。服ふく選えらびにいつもの五倍時間をかけ、こった化け粧しようをしようと、母親から道具を借かりた。本当なら神じん社じやにお参まいりをしたいくらいだったが、由香里に「戦せん地ちに行くのではないのですから」と止められた。しかし心しん中ちゆうは、まさしく出しゆつ陣じんであった。


「それじゃあ行ってきます」


　全てをととのえ、夕菜は告つげた。


　和樹とどこかで待ち合わせたりはしない。一緒に出かける。同じ家に住んでいるのだから、当たり前と言えば当たり前である。それに加え、玖里子と凜（ついでに舞穂）に見せつけるためである。意い外がいと自じ慢まんしたがりなのであった。


　彼女は、たった一人見送りにきた母親に手を振った。由香里も振り返す。


「いってらっしゃい夕菜。式森さんも」


　和樹はロボットのように、ぎこちなく手を振った。


　夕菜は和樹の腕うでを取り、スキップせんばかりの足取りで家を出た。


　いい天気だった。太陽が燦さん々さんと照てっている。絶ぜつ好こうのデート日和びよりだ。


「えーっと、どこ行こうか」


　と和樹。


「今日はわたしに任まかせてください」


「え……いいの？」


「いいんです。気をつけることが多いものですから」


「なにが？」


「なんでもありません。油ゆ断だんしなければ大だい丈じよう夫ぶです」


　そう告つげると、意い気き軒けん昂こうと歩き出した。





「……そうはいかないわけよ」


　二階のベランダ。玖里子は双そう眼がん鏡きようを下おろした。視し線せんの先には、二人の姿すがたが小さくなっていた。


　傍かたわらには凜と栗くり丘おか舞穂がいる。夕菜の行動を監かん視しするために集まったのであった（ただし、舞穂は事じ態たいがよく分かっていない）。


「やきもち妬かないっていうなら、見せてもらおうじゃない」


「どうするのですか」


　凜が訊きく。


「決まってるわよ。和樹に女をあてがって、やきもち妬くように仕し向むけるの」


「はあ。誰だれかに頼たのむのですか」


「ウチのものを使おうと思ったんだけど、仕し込こみに時間がなかったのよね。ま、手は考えたんだけど……」


　玖里子はちらりと凜を見た。


「……なんでしょう」


「あんたも、このまま夕菜ちゃんの独どく走そうを許ゆるしたくないわよね」


「え……それは……まあ……」


「ならよし」


　玖里子はなにに納なつ得とくしたのか、大きくうなずいた。


「にゃー、舞穂はどうするのー？」


「あとで話すわよ。さあ、仕し度たく」


　三人はベランダを降おりた。





　二人は駅えきで切きつ符ぷを買った。夕菜は「少し遠くに行きましょう」と言っていた。


　彼女はわざわざ二人分買い、和樹に手て渡わたした。払はらおうとするのを押しとどめ、「今日はわたしがおごるんです」と答えていた。こんな日にち常じよう会話にも、嬉うれしさが滲にじみ出ていた。


　和樹の目から見ても、夕菜は大たい変へん機き嫌げんが良かった。彼はかなり鈍どん感かんで、女おんな心ごころの理解と人じん工こう衛えい星せいの軌き道どう計けい算さんが同じくらいの難なん度どであったが、これはさすがに分かった。


　ではつられて上機嫌になるかというと、そうもいかない。こうまで機嫌がいいと、あとでとんでもない反はん動どうがあるのではと考えるのだ。心の底から不ふ幸こうが身についてしまったのだ。


「どうしたんですか？」


　駅のホームで立っているだけなのにやつれ始めた和樹を見て、夕菜が不ふ審しんがった。


「い、いや、なんでもない」


　彼は慌あわてて言った。


「ちょっと寝ね不ぶ足そくなんだ。まだこの前の傷きずが治なおりきってなくて」


「そうだったんですか。わたしも嬉しくて眠ねむれませんでした」


　いささか見けん当とう違ちがいの返事をする夕菜。和樹は笑って調子を合わせた。


　電車が到とう着ちやくする。いがらっぽいアナウンスと共に扉とびらが開いた。


　時間帯が半はん端ぱなのか、車内はガラガラであった。乗客は数名しかいない。二人は適てき当とうに座った。


　夕菜が和樹の左側に座り、さっそく寄より添そう。


　身体からだがぴったりとくっつき、息いきづかいまで聞こえる距きよ離りである。彼女はわざとらしく、小こ指ゆび同士を絡からませたりしていた。


　和樹の心しん臓ぞうが跳はね上がる。いつまでたっても女じよ性せいに慣なれることがなかった。


　一方夕菜は楽しそうだ。広い車内に二人きり同どう然ぜんというのも、彼女のうきうき感に拍はく車しやをかけていた。


「こういうのって、初めてですね」


　夕菜がもたれかかった。初めてではないような気もするが、あまり記き憶おくにない。


　車しや輛りよう同士を繫つなぐ扉が開いた。前の車輛から女性が入ってくる。


　うつむき加か減げんで、あまり背は高くなく、大人しそう。茶ちや色いろに染そめた髪かみが、やけに長い女の子であった。


　その女性は、席がたくさん空あいているにもかかわらず、和樹の隣に着ちやく席せきした。


　和樹は失礼にならないよう、さりげなく女性の顔を眺ながめた。まったく知らない人であった。反対側の夕菜も、怪け訝げんそうである。


　電車ががたんと揺ゆれた。


「あっ……」


　女性がか細い声を上げ、和樹にしがみついた。
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「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　思わず気づかう和樹。


「はい……ありがとうございます」


　上うわ目め遣づかいで見上げてくる。


「おかげさまで助かりました……」


「いえ、なにもしてませんけど」


「助かりましたから」


　女性は、揺ゆれが収おさまったにもかかわらず、和樹の腕にしがみついていた。


　左隣の気温が低下するのが分かった。





　同じ電車の別車輛。


　玖里子は舞穂と並んで座席についていた。


　ただ座っているわけではない。一見なんでもないように見えながら、実は念ねん話わで常つねに会話を続けているのである。じっくり観かん察さつすればかすかに唇くちびるが動いているのが分かるので、「産さん業ぎようスパイか外宇宙からの電でん波ぱを受じゆ信しん中の人」と察さつすることができるのだが、幸さいわい彼女たちを観察する人はいなかった。


　念話の相手は凜である。


（で、今はどこまでやったの？）


（は、はあ……。隣に座っています）


　凜はなにやら怯おびえている風であった。


（それだけ？）


（そのですね……し、しがみついてみました）


（いいわよ凜）


　玖里子は大きくうなずいた。


（そのままじわじわと誘ゆう惑わくしてやりなさい。そうすれば夕菜ちゃんだって──）


（くっ、玖里子さん！）


　悲鳴みたいな声が返ってきた。


（どしたの）


（夕菜さんが……怒おこっているような……）


（さすがね。夕菜ちゃんのやきもちはただもんじゃないわ）


（呑のん気きなことを言わないでください！　このままだと──）


（怒らせるのが目的なんだから、もう少し頑がん張ばって）


（なにを頑張れというのですか!?）


（演えん劇げき部ぶでしょ）


（生せい物ぶつ部ぶです！　私はどうなるのです!?）


（あたしと舞穂ちゃんで助けるから。じゃ）


　そう告げると、玖里子は一方的に念話を打ち切った。





（玖里子さん、玖里子さん！）


　もはや悲ひ鳴めいに近い凜の声は、空むなしくどこか消え去った。


　彼女は心中で大たい量りようの汗あせをかきながら、座席に座り直した。プチパニックを悟さとられないよう、和樹にしがみつく力を強くする。


　凜は玖里子によって幻げん覚かくの魔法を施ほどこされていた。しかも視し覚かくだけではなく、触しよつ覚かくもあざむく高度なものである。難しい上に効こう果か時じ間かんが一いつ定ていしない欠点があるのだが、見み破やぶられる恐おそれはかなり低かった。


　とはいえ、そんなことは夕菜の暴ぼう力りよくとは関係がない。怒いかり出したらあたり構かまわず破は壊かいしてしまうからだ。


（まったく玖里子さんは……これでは私が人ひと身み御ご供くうではないか。このまま式森と一いつ緒しよにあの世へ旅立ったらどうするのだ。二人きりだとまるで心しん中じゆう物ものではないか。それもお話としてはそれほど悪くは……いやまて）


「あの……」


　和樹が声をかける。凜は慌てて、心の文もん句くを押おし殺ころした。


「なんでしょう……？」


「えとその、離して……」


「まあ、ごめんなさい」


　凜はゆっくりと離れた。


「突とつ然ぜん揺ゆれたものですから持じ病びようのしゃくが。申しわけありません」


　喋しやべっていて、「今どきこんなこと言う女性がいるのか」という疑ぎ念ねんが強く湧わく。それでも続けた。


「私はか弱い女なのです。見知らぬ土地で一人きり、しかもしゃく。どうなることかと思いましたが、あなたのような頼りがいのある男性がいらして、本当に助かりました。感かん謝しやしてもしきれません」


　誰が聞いてもいかがわしさ満まん点てんの台詞せりふだったが、これでも昨さく晩ばん必ひつ死しで練れん習しゆうしたのである。


「そこでお願いがあるのですが」


「……はあ」


　さすがに和樹の表情も不ふ審しんに満ちている。


「これから二人で──」


　とそのとき。


　いつの間にか夕菜が凜の前に立っていた。


　かなり冷たい表情であった。値ね踏ぶみするように見下ろしている。


「すみません」


　声こわ音ねもあまりよろしくない。


「どちらさまでしょうか。和樹さんにどんなご用です？」


「え……い、いえ、私はこちらの素す敵てきな男性とお話が……あるのです」


　そのまま夕菜を見ずに、和樹に微笑ほほえむ。


　玖里子に「夕菜ちゃんに問い質ただされたらこう答えて」と言い含ふくめられたのである。こうすれば怒りも倍ばい増ぞう、ということらしい。


　確かに効こう果かはありそうだった。雰ふん囲い気きが見る見る悪くなったのである。


　凜は夕菜のことを気にしないよう努力しながら続ける。


「私はこの方とお話があるのです……。ま、まあ、なんて魅み力りよく的てきな瞳ひとみをされた男性なんでしょう」


　なんでもいいから褒ほめろとも言われたので、その通りにする。


「まるで吸すいこまれそうですわ。ああ……」


　再ふたたび身体ごと近づく。また腕に抱きついた。


「なんと軟なんじゃ……いえ、素す晴ばらしい殿との方がたなのでしょう。ああ、恋こいに落ちてしまいそう。私、こんな素敵な方と出会ったのは初めて……」


　ちらりと夕菜をうかがう。髪かみの毛がゆっくりと逆さか立だつのが目に入った。細こまかい金きん粉ぷんのようなものが飛とび交かっている。


（……くる！）


　今度は本気で和樹にしがみつき、目を閉とじた。


　しかし。


　攻こう撃げきはなかった。


　不審に思い、凜は恐る恐る目を開ける。なんと夕菜がにこやかな表情をしていた。


「そうですよね、和樹さんは素敵ですよね」


「……は？」


「おっしゃるとおりだと思います。和樹さんは素敵な方です。わたしも、小さいころからずっとそう思っているんです」


　そして彼女は、同士を見つけた嬉しさなのか、明るく話しかけてきた。


「どうです、和樹さんの魅力は？」


「は……まあ、惰だ弱じやくというか優やさしいというか」


「分かってくれる人がいて嬉しいです。和樹さんは絶ぜつ対たいに魅力的だと思うんですよ。でも、わたしのお友達はそうじゃないって言う人が多くて」


　夕菜は凜の隣となりに着席した。


「お友達は酷ひどいんです。和樹さんのことを軟弱だとか魅み力りよくに欠けるとか、そんなことばっかり。一緒に住んでいるのに悪いことばっかり言うんですよ。でもいいんです。和樹さんはわたしのことが一番大事だって考えてくれますから」


「それは思い込みなのでは」


「はい？」


「いえ、失礼……そうでしたか。私もこの男性の魅力に参ってしまいそうで……」


「そうですよね。女ならみんなそうなります」


　にこにこしていたりする。


　凜はなんとなく面おも白しろくなくなった。今度はより大だい胆たんに、身体を密みつ着ちやくさせる。


「ああ……この方の匂においにくらくらしそう……」


　普段なら口が裂さけても言わない台詞だ。


　だが夕菜は、依い然ぜんにこやかなまま。


「素敵……もっと触さわっていたい」


　反はん応のうなし。


「……もっと私のことを感じてください……」


　これも駄目。


　凜は心の中で驚きよう嘆たんした。いつもなら感情が爆ばく発はつし、電車は転てん覆ぷくしているはずである。それがここまで耐たえるとは。


　彼女も意地になった。練習中、絶対に言わないと決めていた台詞を思い出す。瞳ひとみをむりやり潤うるませた。


「私を……抱だいていただけませんか？」


　次の瞬間、かすかだが夕菜の気配が動どう揺ようした。身体を硬くする凜。


　不ふ意いに電車が止まった。


　いつの間にかホームに到とう着ちやくしていた。夕菜は立ち上がり、和樹を引っ張った。


「ここです。降おりますよ」


　そして凜に振り向く。


「お先に失礼します」


　二人はそのまま降りていった。





　凜は気を取り直し、急いで自分も降りると玖里子たちに合ごう流りゆうした。


　そこで一いつ切さい合がつ切さいを喋る。玖里子は「信じられない」と呟つぶやきながら聞いていた。


「なんかあったの？　普ふ通つうそこまでやれば、東とう京きようが戦せん場じようになってるはずよ」


「分かりません。私も本ほん気きで死を覚かく悟ごしましたが……」


　事前の賭かけがよほど効きいているのだろうか。驚嘆すべき精せい神しん力りよくだ。


「でもねー、さっき夕菜さん、自分のほっぺたをぺちぺちしてたよー」


　舞穂が言う。


「ふーん？　ま、いいわ。和樹と夕菜ちゃん、どこ行ったか分かる？」


「んとねー、喫きつ茶さ店てんに入った」


　駅前の店であろう。一度落ち着いてから、遊びに行くつもりだ。


「よし。仕し掛かけるわよ」


「玖里子さんがやるのですか」


「当たり前よ。風椿の女の美び貌ぼうってもんを見せてやるわ」


　彼女はそう言うと、和樹たちのあとを追った。





　喫茶店で飲み物を注ちゆう文もんした和樹だったが、どうにも夕菜の仕し草ぐさが気になっていた。ずっと自分の頰ほおを叩たたいているのである。


「さっきからどうしたの？」


「ちょっと……笑いすぎてこわばっちゃいまして」


　彼女は叩くだけではなく、引っ張ったりつねったりして、筋きん肉にくをほぐしていた。


「でもさ……さっきの女の人、驚いたね」


「なにがです？」


「だっていきなり僕に抱きつくんだよ。変なこと言い出すし……」


「そうですか」


　機き械かいみたいな答えが返ってきた。


　このこともおかしい。いつもならあるはずの爆発がなかったのである。


「夕菜、なにかあったの？」


「ないですよ」


「でも……」


「ないです」


　だが和樹は、言葉に含ふくまれるかすかな変へん化かを感じ取っていた。常じよう人じんでは気づかない、微び妙みようなものを。


　何な故ぜか背せ筋すじが寒さむくなる。同時に、からんからんとベルが音をたて、喫茶店に誰か入ってきた。





　玖里子は店内の視線が自分に注そそがれたことを、当とう然ぜんのように受け止めていた。


（ふっふっふ……ざっとこんなもんよ）


　無理もない。彼女はハイヒールに毛皮のコート、中は肩と胸むな元もとの大きく開いたドレスなのである。首にはダイヤが並んだネックレスを下げている。駅前の喫茶店にはいささか場違いだが、まるでどこかのモデルであった。


　顔は当然魔ま法ほうでの変へん装そうだが、身体は変えていない。いわば「玖里子の肉にく体たい」を見せつけているのである。


　玖里子は店内にほのかな笑顔をふりまくと、和樹たちの席に近寄った。


「いいかしら？」


　和樹はぽかんとしていたが、もう一度言うと荷に物もつをどけて席を空あけてくれた。


　座って足を組む。大だい胆たんなスリットなので、太ふと腿ももが丸見えだ。


　当たり前だが、和樹も夕菜も、「この人はなんで自分たちのところに？」という疑問を浮かべている。ぽかんとしていた。


　そこが玖里子の手である。最初のインパクトで思し考こうを奪うばい、たたみかけるのだ。


「ちょっと、灰はい皿ざらを取ってもらえるかしら」


　もちろん吸すわない。彼女は「どうぞ……」と差し出された和樹の手を、すっと握にぎった。


「柔やわらかい手ね」


「え……あ……」


「こういう手、好きよ」


　指を絡からませ、まっすぐ瞳ひとみを見つめる。


「目も綺き麗れい」


「は……」


「あたしの男にならない？」


　目を白黒させる和樹。玖里子は斜ななめ前の席に視線をやった。


　夕菜の顔は、かなり引きつっていた。


「……あの、どういったご用よう件けんでしょう」


　声も震ふるえている。いい感じだ。


　あえて馬ば鹿かにした態たい度どをとった。


「あんたこそどなた？」


「わっ、わたしは、和樹さんの……」


「この子、和樹って言うんだ。あたしの好このみの名前ね」


　玖里子は遠えん慮りよなく、彼の首くび筋すじに手を回す。


「食べちゃおっかな」


「い……！」


　ショックで動けなくなる和樹。夕菜の顔面は真まっ赤かになる。


「キスしていい？」


　返事も聞かず、玖里子は唇くちびるを近づけた。


「なっ……なんてこと……！」


　夕菜の怒ど気きが膨ふくれあがる。いつものように精霊が乱みだれ飛び──


　すぐに収おさまった。


「もう、やめてください。その人は、わたしの大事な人なんですから」


　おだやかな台詞せりふであった。ところどころ震えていたが、とにかく怒りは表れていなかった。


「大事でもあたしがもら──」


「駄目ですって」


　彼女は身を乗り出し、やんわりと諭さとすように告げると、ゆっくり玖里子を引き離した。


「わたしたち、今日はデートなんです。すみませんが、お話ししてる時間ありませんから」


「そ……そう」


「どうもすみません。また、今度にしてください」


　よく見ると夕菜の表情は引きつりっぱなしである。それでも一いち応おう笑顔であった。


　彼女は和樹を立たせた。レシートを摑つかむ。


「失しつ礼れいします」


　玖里子に下げた頭には、いまだ精霊の名残なごりがあった。ともかくも夕菜は爆ばく発はつせず、和樹と共に店をあとにした。





「あー……なによ、あれ」


　魔法を解といた玖里子は、椅い子すに深く腰こしをかけてため息をついた。いきなり顔が変わり、店員が目を丸くしていたが放っておいた。


　念話で呼よばれた凜がやってくる。剣けん豪ごう少女は玖里子を見るなり「失敗でしたか」と言った。


「失敗も失敗。夕菜ちゃんはいつあんなに我が慢まん強づよくなったのよ」


「私の時と同じですね」


「あれじゃ普ふ通つうの女の子よ。どうなってんの」


「前が普通ではないような言い方ですね」


「あたしの負けかしら」


　変なこと言い出すんじゃなかったと呟つぶやいた。


　ふと、店内を見回す。


「舞穂ちゃんは？」


「いませんか？」


　凜も一いつ緒しよになって捜さがす。見あたらなかった。


「一緒じゃなかったの？」


「魔法は私がかけたのですが……まだ外にいるのかもしれません」


　そのとき店外から、なんとも言えない驚きよう嘆たんのようものが伝わってきた。





　外はざわついていた。大おお騒さわぎというよりは、囁ささやきが集まって大きくなった感じである。


　和樹と夕菜も立ちつくしていた。途と方ほうに暮くれているのではなく、茫ぼう然ぜんとしているのである。


　二人の目の前には、少女がいた。


　身長は和樹より若じやつ干かん低いくらい。薄うすく茶色かがったストレートロングヘアーで、シャツにジーンズといった健けん康こうそうな出いで立たちであった。


　しかし騒ぎになっている原げん因いんはそんなことではない。容よう貌ぼうがとんでもないくらい美しかったのだ。


　細くくっきりした眉まゆ。多少切れ長気味だがはっきりした瞳。通った鼻び梁りように薄い唇。それらが見事に調ちよう和わしていた。ようするに、十代二十代の男子だけではなく、女子までも憧あこがれそうな美少女なのであった。


　さきほどからのざわめきも彼女が原因であった。通りがかる人が例外なく足を止めて盗ぬすみ見ているのである。


　玖里子と凜も、店から出た途と端たんに仰ぎよう天てんした。


「ちょっとあれ……もしかして、舞穂ちゃん!?」


「そうだと……思います。おそらく成長したらあのような感じに……」


「あんたが魔法をかけたんじゃないの？」


「そうなのですが、これほどとは……」


　目的も忘れ、舞穂を見つめる二人。


　息いきを呑のんで見守っていると、舞穂がゆっくり和樹に歩み寄った。
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「こんにちは」


　声もまた、鈴すずが鳴なっているようである。


「……こん……にち……は」


　和樹は何十年も油あぶらを差さしていない機械のようにぎこちなかった。


「お一人ですか？」


「いえ……連れが……一人のような、そうじゃないような……」


　夕菜が隣にいるのだから一人もなにもないものだが、そんな間ま違ちがった会話にすら気が回らない。


　その夕菜は硬こう直ちよくしたままだ。想像を超こえた美少女の出しゆつ現げんに、混こん乱らんしているのである。


　舞穂は彼女を見もしない。


「じゃあ、いいですか？」


「へ……なに……が……」


「こんなところでも」


　舞穂はゆっくり、和樹にもたれかかった。そのまま倒たおれていく。


　喫きつ茶さ店の軒のき先さきに、二人は転がった。


「は……その……え……」


「しません？」


　舞穂が和樹の耳元で囁く。


「ええっ……」


　彼は驚おどろいたが、抵てい抗こうはできなかった。美貌の少女に言われたせいか、動けなくなっていたのだ。


　夕菜もそのままだ。玖里子も凜も、ついでに通行人も、時が止まったかのように、成り行きを見守っている。


「私から脱ぬぎますね」


　シャツの裾すそに手をやる。


　和樹の動きはゼロ。目玉はしっかりと、大人バージョンの舞穂をとらえていた。


　しかしそのとき。いきなり空間がぶれた。


　脱ごうとした舞穂が滲にじんだようになり、姿が徐じよ々じよに小さくなっていく。しばらくすると、はっきりと見えるようになった。


「……にゃ？」


　そこには、和樹の上にまたがる、小さな舞穂の姿があった。


「にゃー、玖里子さん、凜さん。魔法とけちゃったー」


　いつもの猫ねこ語ごで喋しやべる舞穂。


　玖里子と凜は我われに返った。同時に急いで「言うな言うな！」と手を振り回す。


　だがそれは、これまた我に返った夕菜の耳にも届とどいていた。


　彼女はギギギ……と振り向いた。


「……玖里子さん……凜さん……」


　わたしは地じ獄ごくの底で生まれましたと言いたげな声せい質しつである。冗じよう談だんではなく、上空を飛んでいた鳥が落ちた。


　怒ど髪はつ天てんを突つく、どころではない。目は吊つり上あがり犬けん歯しは伸のび、悪あつ鬼きが乗り移うつったかのようだ。


「あなたたちの仕し業わざだったのですね……」


「だっ……だって」


　玖里子は逃にげ出したくなるのをこらえて反はん論ろんした。


「これは一いつ種しゆの勝負よ!?　勝負のために全力を尽つくすのは当然じゃない」


「当然なんですか……」


「言いい換かえれば当たり前で……」


「当たり前ですか……」


　ただ繰くり返しているだけなのに、これほど怖こわいものもない。


　彼女は一歩一歩音を立てて歩いていた。


　二人は震えあがった。


「待って夕菜ちゃん、分かったわ、殺さないで!!」


「お許ゆるしください夕菜さん!!」


　それぞれ急いで謝しや罪ざいを口にする。


　聞いた夕菜は、突然にこりとした。


「嫌いやですね二人とも。私がなにをすると思っているんですか」


「……え？　だって夕菜ちゃん怒おこって」


「怒ったら勝負に負けちゃうじゃないですか。玖里子さんはあとでこれも勝負のうちだって言うつもりでしょう。そうはいきませんよ」


「……そうか。ならそれでもいいわよ。そうね、勝負よ。うん」


　玖里子は胸むねをなで下ろした。凜もほっとため息をついている。


　夕菜は続けた。


「でも勝負は、わたしが『和樹さんにやきもちを妬やかない』ことでしたよね」


「え……？」


　夕菜は瞬しゆん間かん的に精せい霊れいをまとわせ、大きく振りかぶった。


　直後に起こった惨さん劇げきを描びよう写しやするには、紙し面めんが足りなさすぎる。




　第三十一話　帰ってきた転校生










「自分の娘むすめが公こう道どうで暴あばれ回り、あたり一いち面めん火の海にした」と聞いたとき、宮みや間ま由ゆ香か里りはため息をつくしかなかった。詳くわしく聞くと、さすがに火の海ではなかったようだが、破は壊かいの度合いは似にたようなものであった。


　およそ「やきもちを妬やく」ことに関しては、母親も娘の夕ゆう菜なに劣おとらない。夫おつとの健けん太た郎ろうを追いつめて攻こう撃げき魔ま法ほうの餌え食じきにしたことも一度や二度ではなかった。感かん情じよう爆ばく発はつは宮間の女の血なのである。


　しかし、いくらなんでもタイミングというものがある、と彼女は思っていた。せっかくのデート。しかも娘は初デートである。初しよ心しん者しやは失しつ敗ぱいする率りつが高いとはいえ、破壊活かつ動どうはやりすぎだ。これでは悪あく印いん象しようを与あたえてしまう。暴れたいのなら二人きりの時に存ぞん分ぶんにやればいいのであって、衆しゆう人じん環かん視しの元では「自分に逆さからう奴やつはこうなる」と宣せん言げんしているようなものである。やくざの殴なぐり込こみじゃあるまいし。


　もちろん由香里も若わかいころは、いや今でも、他の女に関心のあるそぶりを見せた夫に、天てん誅ちゆうを加くわえるのを習ならわしとしていた。だから女として気持ちはよく分かる。しかし母親としては、「娘の将しよう来らいはどうなるのかしら」と心配せざるを得えないのだ。


　それに由香里は、そろそろイタリアに戻もどらなければならなかった。現げん地ちの市し場じようがクロアチア人のバイヤーに浸しん食しよくされつつあるので、早さつ急きゆうになんとかして欲ほしいとの連れん絡らくがあったのだ。


　そこで彼女は、「娘と同年代の方々に相談」を持ちかけることにした。すなわち、友人たちの協力で、夕菜と式しき森もり和かず樹きの仲なかを丸く収おさめてもらおうと考えたのだ。そうすれば娘が未来の夫にどれだけ暴力行こう為いに出ようと、助じよ力りよくによってめでたしめでたしとなるのではなかろうかと。


　それほど間ま違ちがった発想ではない。ただし相談を持ちかけた相手が、間違うどころではなかった。





　放ほう課か後ごの葵あおい学がく園えん。二年Ｂ組の教室。


　由香里は教室の一いつ角かくに座っており、周りを生徒たちが囲かこんでいた。彼らは一様に、「氷こおりを舌したに載のせてしばらくそのままでいるように」と言われたときの顔をしていた。口を半開きにしたままなにもできないのである。


　彼女は「娘と式森さんのために、ぜひご協力を」と言い、深く頭を下げた。


　Ｂ組生徒たちは返事をしない。むろん由香里はこれを、「二人の仲を取り持つ、静かなる決けつ意いの表れ」と受け取った。


　彼女は安心し、何度も礼れいを言っては自じ宅たくへ引き返した。そしてあとには、一ミリたりとも動かない、関かん節せつ非ひ可か動どうのガレージキットのような生徒たちが残された。


　悠ゆう久きゆうの時が流れ、クラスメートの一人、松まつ田だ和かず美みが呟つぶやいた。


「つまり、あたしたちにカップルを作れってこと……？」


　直ちよく後ごに竜たつ巻まきのような悲ひ鳴めいが沸わき起こった。





　周しゆう知ちの通り、二年Ｂ組において「恋こい人びと」「カップル」は禁きん句くである。禁句どころか、口にした瞬しゆん間かんに死し刑けいである。このクラスはその手のことに大変敏びん感かんであり、「傷きずつきやすいむき出しのココロを持った少年少女」なのだ。無む論ろん、その「ココロ」は「自じ己この利り益えき」「妬ねたみ」と直ちよつ結けつしている。


　そして今度の由香里のお願いにより、教室は大だい混こん乱らんとなった。たたでさえ「式森と夕菜ちゃんがくっつくのは、日本国民全すべてが人ひと質じちになってもお断ことわり」な連中である。夕菜母という、肉親からの希き望ぼうはかなりの衝しよう撃げきであった。


　Ｂ組生徒たちはパニックになって騒ぎまくった。特に動どう揺ようする男子生徒は七割わりにのぼった（残り三割は「夕菜ちゃんのお母さん美人だな」派は）。


「おまえら落ち着け。黙だまれ！」


　大混乱の中、仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこが机つくえを何度も叩たたいた。もちろんそんなことで騒ぎが収まるはずもない。


「黙れと言うんだ。ここで取り乱みだしてどうする！」


「なによ。さっきまで、あんたが一番騒いでいたんじゃない」


　和美が言った。


「口から泡あわ吹ふいて奇き声せいあげてたわよ」


「うるさい。とにかく、動揺していたら奴の思うつぼだ。落ち着くんだ」


　奴とは当然和樹のことである。仲丸の台詞せりふで、クラス内はようやく静かになっていった。


「冷静になろう。これはクラスの危き機きだ」


「ここんとこ危機ばっかりね」


「黙れ。今度は本当に危機だ。夕菜ちゃんのお母さんが頼んできたんだぞ。つまり親公こう認にんってことだろうが」


　全員そんな現実は認みとめたくなかった。誰が夕菜の彼氏になっても嫌いやなのだが、それが和樹なのは「最さい悪あくの中で、もっとも最悪な選せん択たく」なのだ。


「神かみを恨うらんでも恨みきれんぞ」


「……まったくね」


　どんよりした目をする仲丸と和美。


　すると男子生徒の一人、浮う氣き光みつ洋ひろが立ち上がった。


「対たい策さくを立てよう。式森の幸こう福ふくを阻そ止しするんだ！」


「どうするのよ」


　和美が言う。


「なんでもいいだろ。監かん禁きんとか暗あん殺さつとか公こう開かい処しよ刑けいとか」


「そうよ、このままじゃＢ組の名がすたるわ」


　同どう調ちようしたのは鳴なる尾お来らい花か。「デマと拝はい金きんのかたまり」の新しん聞ぶん部ぶ部ぶ長ちようである。


「式森君の幸福はあたしたちの不ふ幸こうの始まり。負け組の第一歩よ。これから卒そつ業ぎようまで式森君の幸せな顔を見て暮くらすなんてごめんだわ」


　彼女の台詞に、クラスの大半がうなずいた。


「鳴尾の言う通りだ！」


「式森君が幸福になるなんて許ゆるせないわ！」


「学校生活をここで終おわらせたくない！」


　ショックと絶ぜつ望ぼう感かんが燃ねん料りようとなり、Ｂ組生徒たちの感情を燃もえ上がらせた。「最近、他人の不幸が足りない」という飢き餓が状じよう態たいも、焚たきつけるのに一ひと役やく買っていた。


　さっそく、「第三十一次式森和樹から幸せを剝はく奪だつする委い員いん会かい」が結けつ成せいされた。名めい簿ぼが作られ、和樹を不幸にするためのブレインストーミングが開始される。


　これとは別に「式森和樹の足を引っ張る全ぜん国こく協きよう議ぎ会かいＶｅｒ．15」も作られ、当然のように「幸せを剝奪する委員会」との主しゆ導どう権けん争いが勃ぼつ発ぱつした。ついでに「誰が両りよう組そ織しきの会かい計けいを担たん当とうするか」での暗あん闘とうも始まる。


　いつもの「和樹をなんとしても不幸にする。アンドそれを利用しての権けん力りよく争あらそいと金かね儲もうけ」であった。こうなると、ほとんど収しゆう拾しゆうがつかない。担たん任にんの伊い庭ばかおりが教きよう卓たくを振り回すか、疲ひ労ろうによる自し然ぜん解かい散さんを待つのみであった。


　しかし今回は、それまでに比くらべて熱ねつ意いがやや欠かけていた。本来なら耳をつんざくほどの喧けん噪そうとなり、教室というよりは春闘の会場と化すのだが、アジテーションが足たりない。


　いつもなら率そつ先せんしてアジる中心人物がいないためである。そのために迫はく力りよくがない。おなじみの二人が圏けん外がいにいるのだ。


　その二人とは、仲丸と和美であった。


　二人はなにも喋しやべらず、じっとしていた。煽あおることもなく、騒さわぎを冷ひややかに見つめるでもなく、ただなにごとか考えている。


　来花がそれに気づいた。


「ちょっと、なに黙ってんの」


　うさんくさげに見つめる。


「仲丸君と和美がなにも言わないなんて変よ。いつもは式森君をおとしめる案を、百個こくらい話してるじゃない」


「……そういえば」


　と浮氣。


「どおりで変だと思った。仲丸がいなかったのか」


　他の生徒たちも、議ぎ論ろんを中断して「確たしかに」やら「怪あやしい」と口にし出した。それまでとは違った不ふ穏おんな空気となる。


「馬ば鹿か、そうじゃねえ」


　仲丸が手を振った。


「考えていたんだ。そんなことでいいのかと」


「あたしも」


　和美も追つい従じゆうした。


「なーんか違うのよねえ」


「そうだ。なあみんな、今までのように、式森を攻こう撃げきする方法は通用しないんじゃないのか？」


　Ｂ組きっての陰いん謀ぼう家かと守しゆ銭せん奴どの台詞せりふとは思えなかった。生徒の間に動どう揺ようが走る。


「……ちょっと待って、じゃあ式森君を見み逃のがすってこと？」


　来花が驚きつつ訊きいた。


「見逃すわけじゃない。考えてみてくれ。俺たちはずっと、式森の幸福を妨ぼう害がいしようといろいろやってきた。だけどそれらはことごとく失敗している。違うか？」


　全員押し黙った。仲丸の言うことは間違っていない。いくつか成せい功こうの枠わく組ぐみに入れたいのもあったが、大半はろくな結果をもたらしていなかった。和樹自身が奥おく手てなので夕菜との関係は進しん展てんしていないものの、敗北であることには違いない。


　いつになくしんとしてた教室で、仲丸は続けた。


「そして俺たちは反はん省せいもしている。式森を陥おとしいれる方法には人生の大半をかけていると言ってもいいくらいだ。だがうまくいかない。ここは発想の転てん換かんが必要なんじゃないのか」


「そうね」


　うなずく和美。


「成功してないんだから、方ほう針しんの見直しは重要だわ」


「でもどうするの」


　来花はいまいち納なつ得とくし切れていなかった。方ほう策さくによっては、ただの画が餅べいである。


　仲丸が真しん剣けんな目つきになった。


「俺は新しい手を考えた。方針を変へん更こうしたい。式森に……彼女を作らせるんだ」


　全員、「ええっ」と声を上げた。


「し、式森が彼女持ちになるのか！」


「そんなの嫌よ！　このクラスからカップルが出るなんて絶対嫌！」


　再ふたたび暴あばれ出すクラスメートたち。今度は机が倒つくえれ、椅い子すが飛ぶ騒ぎとなった。


　ただ一人冷静だったのは和美である。


「仲丸君……思い切ったわね」


「ここまでやる必要がある」


「式森君と夕菜をくっつける、わけじゃないんでしょう」


　その言葉に、クラスの喧けん噪そうがぴたりとやんだ。


「ああ」


　彼は肯こう定ていした。


「俺たちが許せないのは、式森と夕菜ちゃんがつきあうことだ。今までは妨害だけをしていたが、逆ぎやくに考える。つまり……式森が夕菜ちゃんじゃない女子と仲良くなりゃいいんだ」


　和樹に女の子をあてがう。ただし夕菜ではない。


　皆みな、納得したような、しないような表ひよう情じようになった。「言ってることは分かるけど」といった様よう相そうである。


「でもそれって、式森君は彼女が出来るんでしょ」


　来花が言う。


「そうだ」


「意味ない。やっぱり式森君は幸せになるんじゃない。納得できないわ！」


「落ち着け。式森には彼女を作ってもらう。だがその彼女に、こっちの息がかかっているとしたら？　彼女ができた式森は喜ぶだろう。だが代償として夕菜ちゃんとは疎そ遠えんになるんだ。そうなってから、くっつけた女を別れさせればいい。そうすりゃ、奴は何倍も不幸になるってもんだ」


　仲丸はにやりとした。


　ようやくＢ組生徒たちは納得した。一度幸せにしておいて、それから落とすのだ。確かに成功すれば効ききそうだ。


　しかし仲丸の説明でもわだかまりは残った。なにしろ「他人の幸福は一いち秒びようでも耐たえられない」連中なのだ。


　仲丸は念を押すように見回した。


「いいか、ここは耐えるときだ。うまくいけば、もう式森のことで悩なやまずにすむ」


「わ……分かった」


　来花は目に涙なみだを浮かべた。


「我が慢まんする。少しでも誰かが幸せになるなんて死にそうだけど……しかたないのね」


「分かってくれ」


　その台詞に、ほぼ全員が肩かたを震ふるわせた。


「つらいけど……頑がん張ばろうね」


「ああ……俺たちの力が試ためされるときなんだ」


「これからのことは、犬に嚙かまれたと思って忘わすれる」


「涙は見せないわ」


　クラスメートたちは、悲ひ壮そうな決意と共に、互たがいを励はげまし合った。第三者から見ると、彼女ができるできないでここまで本気になるのは滑こつ稽けいだが、当人たちは大おお真ま面じ目めである。


　嗚お咽えつが支し配はいする教室内。それなりに涙が流れたあと、和美が呟いた。


「それで……誰が彼女になんの？」


　それまで泣いていた女子たちがいきなり顔を上げた。互いを牽けん制せいしつつ後ずさる。


　賛さん成せいした手前、嫌いやだとは言えない。しかし危険の大きい役目である。計画通りにいけばいいが、下手をすると「式森と××子を追つい放ほうしろ」となる可か能のう性せいがある。Ｂ組内の約束など、反ほ古ごと同どう義ぎ語ごなのだ。


「か……和美がいいと思う」


　来花が発言した。


「ほら、和美って美人だし頭いいし、式森君にぴったりじゃない？」


「あたしは……嫌よ」


「式森君のこと嫌きらいだった？」


「そうじゃなくて……」


　彼女はちらりと仲丸に目をやってから。


「あたしよりも、来花でいいじゃない。眼鏡めがねっ娘この魅み力りよくでなんとかしないさいよ」


「駄だ目め駄目。無理に決まってるじゃない」


「なんで無理よ。あんた眼鏡にたっぷり金をかければ、釣つり堀ぼりのフナより男が入れ食いって言ってたじゃない」


「嫌よ。フナと違って男は嚙かみつく。えーと、雪ゆき江えお姉さんは？　年上っぽく見えるから、そこらの魅力でなんとか」


　名指しされたのは「制せい服ふくを着た未亡人」こと片かた野の坂さか雪江である。非常に大人びているので、他クラスから「清楚系お姉さん」、Ｂ組からは「きっと腹黒」と呼ばれている。


　彼女は少しだけ笑った。


「わたくしにそのような役目は重すぎますわ」


　雪江が言うと、本当に辛つらそうに聞こえる。


「適任よきっと」


「あまり噓うそがつけませんので」


　クラスメートたちは「それが噓だろ」と思った。


「わたくしよりも、柴しば崎ざきさんがよろしいのでは。お綺き麗れいですし」


「え……私……」


　雪江とは逆に、柴崎怜れい子こは「制服を着た社長秘ひ書しよ」である。知的なタイプなため、校内に根強いファンがいると言われている。


「向かないわよ。それより予習があるから」


「絶対しないくせに」


　和美が文句を言う。


「美人なら、一いち子こは？　このあいだ、他校の男子にナンパされてたわよ」


　言われた中なか田た一子は肩をすくめた。


「あたしが演技するの？　いいけど」


　しかしそれには他のクラスメートがためらった。一子は演えん劇げき部ぶ部長のくせに、とんでもない大だい根こんなのである。百メートル先からでも演技だと見抜かれるだろう。


「あたしが駄目なら沙さ弓ゆみがいいんじゃない？」


　杜もり崎さき沙弓は、「興きよう味みない」とばかりに黙って首を振った。


　再び議ぎ論ろんとなった。今度はもっぱら女子内である。




[image: ]


　和樹は女子の中で人気がないわけではない。地味なので、好きとか嫌いの範はん囲いに入ってこないのだ。そもそもこんな時でもなければ話題にのぼることもない。


　それよりも、「面めん倒どう」だとか「ここで下手をうったら逆に吊つるされる」などの警けい戒かい心しんが強かった。彼女たちもＢ組生徒である。クラスメートがどういう存在か良く知っている。


「ちょっと待て。ここで時間を食ってどうする」


　仲丸が口を挟はさんだ。


「なにもＢ組から女子を出すことないだろう。学校にはたくさんいるぞ」


「誰か心当たりあんの？」


　和美の質問に、彼は答えた。


「……まあ、いないことはない」


「友達？」


「いや。そうじゃない」


「風かぜ椿つばき先せん輩ぱいや神かみ城しろさんは嫌よ。あたしたちの頼たのみを逆さか手てにとりそうだから」


「大だい丈じよう夫ぶだ。式森のことを知らない女のはずだ」


　仲丸はしばらくためらい、


「名前は忘わすれたんだが、最近転てん校こうしてきた娘こだ。可愛かわいいらしい」


「知られてないなら、逆にいいわね」


「とにかく俺はその娘を、手伝ってくれるように説得してくる。だけどどれくらい時間がかかるか分からん。それまで、誰か式森と夕菜ちゃんの間を、できる限り裂さいてくれ」


「結局女子でやるんじゃない！」


「まあ、そうなる」


　三み度たび議論がおこなわれた。


　女子を選抜するのにくじ引きにするか、投票にするかで揉もめ、記名式にするか匿とく名めいにするかでさらに揉める。「やらなきゃならないけど自分は嫌。極きよく力りよく他人に押しつけたい」という現代高校生気質をむき出しにした言い争いはしばらく続き、ようやく予よ備び抽ちゆう選せんを四回おこなうという抽選方法に落ち着いた。


　女子のみでくじが引かれ、すぐに人員が決まる。


「あー、やっぱりわたしだ」


　来花が嘆なげいた。


「しかも一番、まあ、式森君のことは嫌いじゃないけど……」


　その他に、雪江、玲子、なぜか一子が決まった。


　仲丸が満足げにうなずく。


「頑張ってくれ」


「人ごとだと思って……」


　来花が嘆く。


「俺は転校生にわたりをつける。任せたぞ」





　　　　○





　翌よく朝ちよう。


　和樹は走って学校に向かっていた。運うん動どうのためではない。寝ね坊ぼうしたのである。朝あさ寝ねの欲よく望ぼうが強いので、よくこんなことが起こる。


　必ひつ死しで駆かけたおかげか、校こう門もんは閉しまっていなかった。そのままの勢いで教室に飛び込む。


　着席しようとして……思わず立ち止まった。


　そうせざるを得なかった。クラスの空気が変だ。ぬるいようなよどんでいるような、それでいて怒いかりで充じゆう満まんしているような。とにかく今まで経けい験けんしたことのないものだった。


　なにかあったんだろうかと考えたが、よく分からない。近くにいた和美に訊きいても「大丈夫、大丈夫だから」とわけの分からない返答があった上に、愛あい想そ笑わらいまでされた。


　仕し方かたがないのでこの空気を忘れようと、無む念ねん無む想そうの境きよう地ちで授じゆ業ぎようを受けた。


　そうせざるを得なかった。なんだか腫はれ物ものに触さわるような扱あつかいなのだ。みんなで和樹のことを気にしているものの、どうしたものかと戸と惑まどっているようでもある。


　ある意味一いつ心しん不ふ乱らんに勉強したおかげなのか、授業中はなにごとも起こらなかった。


　休み時間となる。


　また空気がざわついた。和樹に向かって、悲ひ壮そうさを含ふくんだ目線が飛ぶ。


　ゆっくりと、女子生徒の一人が近づいてきた。


　来花であった。和樹は「鳴尾さん、具合悪いのかな」と本気で思った。表情は泣き笑いのようで、唇くちびるも震えていたのである。


「ね、ねえ……式森君」


「……どうしたの？」


　一いつ緒しよに保ほ健けん室しつに行って欲しいのかな、と考えていたが違った。


「あ、あたしのこと……どう思ってる？」


「え？」


「だから、あたしのこと」


「鳴尾さんだなあ、と」


「あ、あたし……式森君のこと、前から……」


　ばちっと音がした。来花がウインクしたのである。ただし片かた目めだけではなく、ほとんど両目同時であった。


「き、気になっていて……それで、良かったらあたしと……その、つ……」


「なんなの？」


「つきあって欲しい……」


「……ええっ!?」


　和樹は跳とび上あがった。


　確かに来花は可愛いのだが、それとこれとは話が別である。いままでそんなそぶりもなかったのだ。


「なっ、なんで……」


「だだだだってあたし、し、式森君のことが、ずっと……」


　彼女がそこまで言ったとたん、周囲から万ばん雷らいの拍はく手しゆが起こった。


「おめでとう、式森！」


「式森君幸せにね！」


「こいつう、なんてうらやましい奴だ」


　まるで結けつ婚こん式しきだった。クラスメートたちが口々に祝しゆく福ふくを浴あびせている。


　ただしよく見ると、全員の目め尻じりにうっすらと涙なみだが浮かんでいた。奥おくでは何人かが、「しっかりしろ」「今だけの我が慢まんだ」と励はげましあいまでしている。


「めでたい。こいつはめでたいニュースだ！」


　不ふ必ひつ要ようなほどの大声で、仲丸が言った。


「このクラスから恋こい人びと同士が誕たん生じようするなんてびっくりだ。なあみんな！」


「そうね、お祝いわいがしたいわ！」


　裏うら返がえった声で、和美が同調する。


「みんなでパーティーをしましょう！」


「そうだなパーティーだ！」


　仲丸と和美は二人とも拳こぶしを握にぎりしめ、震えていた。顔は笑っているものだから、とんでもなく不自然である。


「おめでとう！」


「おめでとう！」


　来花が両手両足を前に出しながら、和樹の隣に並ぶ。首がこきんと曲まがり、どうにか寄より添そう形になった。


　拍手の音が、いっそう大きくなった。


「いいぞ！」


「がんばれ鳴尾！」


「これで二人はクラス公こう認にんね！」


　惚ほうけていた和樹は、その言葉で我に返った。


　急いで後ろを向く。


　たった一つの机だけが、暗黒のオーラに包つつまれていた。


（ひいっ！）


　喉のどの奥おくで悲鳴をあげる和樹。


　夕菜が猛もう禽きん類るいのような目つきでこっちを見ていた。


　瞬まばたきもせず睨にらんでいる。どうかするとレーザーが発はつ射しやされそうであった。無む言ごんのままなのが、怒りを溜ため込こんでいそうで恐ろしい。


　和樹は蜘く蛛もの糸ほどの神しん経けいを切らさないよう、必ひつ死しに耐たえた。


　そこに来花が、手を繫つなごうとしてくる。


「きゃー、来花素す敵てき！」


「押し倒たおしてしまえ！」


　指先がほんの少し触ふれたとたん、和樹の神しん経けいはあっけなく崩ほう壊かいした。


「うわわわわーっ!!」


　半泣きになりながら駆けだした。


　振り返っている余よ裕ゆうはない。耳を塞ふさぎ、走り続けた。





　気がついたら、下げ駄た箱ばこにいた。


　どうやってここまできたのか覚えていない。本当に夢む中ちゆうであった。人の目も気にせず、へなへなと座すわり込む。


　悪夢だった。告白されて悪夢とは変わっているが、現げん実じつのこととは思いたくない。


　とにかく来花の行動が変だ。そもそも仲は悪くないが、極きよく端たんに親したしくもない。それにクラスメートもおかしい。普ふ通つうならブーイングの場面である。


　だがそれよりも、悪夢のキモは夕菜である。今教室に戻ったら、五ご体たい満まん足ぞくではいられない。死し亡ぼう確かく定ていだ。


　遺い書しよでも書こうかと思っていたら、声が降ふってきた。


「ちょっと、なにしてんのよ」


　見上げると、風椿玖く里り子こが立っていた。


「ぶつぶつ気持ち悪いわね。具ぐ合あい悪いの？」


「そうじゃないんですが……」


　なんとか立ち上がる。ショックはまだ抜けない。


「……あんた老ふけた？」


「老けたかもしれません。いろいろありましたから……。玖里子さんは、どうしたんですか」


「あたし？　あんたを探さがしてた人がいたから」


「誰です」


「あんたのクラスメート」


　玖里子の隣には、雪江がいた。


「あ……片野坂さん……？」


　無む論ろん顔は知っているが、雪江とはあまり話したことがない。


　彼女はマイナスイオンが全身から出ているタイプである。雰ふん囲い気きも、紅あか尉い紫し乃ののようないかがわしさがない。ただし今は、なにやら慣なれないことをしているようにも感じられる。


「式森さん」


　と彼女は言った。


「……なに？」


　警けい戒かいしつつ聞き返した。


「ちょっと、お話ししません？」


「……話？」


　また話である。


「ええ」


　彼女は軽く笑った。じつに落ち着きのある笑顔だ。


「そうですね……二人の今後のことでも」


「は？」


　ぽかんと口を開ける。


「今後のことです。たとえばその……わたくしと式森さんがつきあうことになったら、どのような未来が待っているのか、とか」


「……えええっ!?」


　和樹は仰ぎよう天てんした。また告白である。


　雪江はしとやかな美人である。強きよう烈れつな色いろ気けはないが、人気投票をすれば常つねに上位に食い込む。和樹にとっては高たか嶺ねのなんとやら。彼女の口から「つきあう」との言葉が出るとは、にわかに信じがたい。


　しかも来花に続けて二度目。盆ぼんと正しよう月がつというより、二ふた晩ばん続けて泥どろ棒ぼうに入られたようなものであった。


「かかか、片野坂さん、いったいなにが……」


「特になにというわけではないのですが」


「でも朝からこんな……」


「式森さんが気になると申しますか、色々と」


「気になるって──」


　そんな馬ば鹿かな、と言おうとしたら肩かたを摑つかまれた。


「なにやってんのよ」


　玖里子は呆あきれたような声であった。


「あんたもてるわね」


「いやもてるって……」


「下駄箱で告白タイム？　場所も時間も違うんじゃない？　どうなってんの」


「そんなの僕が訊ききたいですよ！」


　理由を問い質ただしたいくらいである。


「それより、こんなとこ夕菜ちゃんに見られたらやばいんじゃない？」


　和樹はうっとうめいた。一発で攻こう撃げき魔ま法ほうのケースである。しかも先ほどの怒りは解とけていないはずだ。


「くっ、玖里子さん、このことは黙だまってて……」


「いいわよ。でも、あたしもちょーっと妬ねたましいのよね」


「え……」


　背せ中なかに一ひと筋すじの汗あせが流れる。玖里子の顔は、どことなく昏くらかった。


　腕をしっかり絡からめとられた。そのまま引きずられる。


「なーんか、あたしたち以外の女の子にもてるってしゃくねえ。どうなるか、身体からだに教えてあげる」


「待ってくださいよ玖里子さん。ねえ、ちょっと！」


　和樹は「夕菜ちゃんの気持ちって、なんとなく分かるわー」と言う玖里子によって、そのまま引っ張られていった。





　和樹は玖里子の成兵チエンビンによって、あちこちに傷きずを負おった。それでも夕菜のときよりひどくないのは、手て加か減げんをしたためだろうか。


　和樹は結局次の授じゆ業ぎように遅おくれた。おかげでかおりから「ゲームでの寝ね坊ぼう以外の遅ち刻こくはするな」との説せつ教きようを受けてしまった。下駄箱に置き去りにしてしまった雪江だったが、なにごともなかったかのように席についている。


　それからの授業も、一心不ふ乱らんになって受けた。精せい神しんを集中していないと、泣き出しそうだったのだ。


　やがて昼休みとなる。


　和樹はチャイムと同時に教室から抜け出した。あそこで昼食にする気はない。なにが起こるか分かったものではないのだ。


　屋上でパンを食べることにした。


　幸いほとんど人がいない。今の心を慰なぐさめるには、絶ぜつ好こうの環かん境きようだ。


　ハムスターみたいに隅すみっこで食べ始める。


「……日ひ陰かげで食べてどうする」


　声をかけられた。


　神城凜りんが、呆れたように見つめていた。


「いい男が小さくなって情なさけない。食事くらい堂々としたらどうだ」


「……ほっといてよ」


　若じやつ干かんすねながら、パンを囓かじる。


「つまらん奴だな」


　凜が和樹の隣となりに腰かける。


「なんか悩なやみでもあるのか？」


「まあ、悩みっていうか……」


「話してみろ。それだけでも楽になるぞ」


「うーん……」


　年下に相そう談だんというのもみっともない話だ。それに「女の子たちから告白されて」と打ち明けて、信じてもらえるのだろうか。


　ためらっていたら、別方面から話しかけられた。


「あら、こんなところにいたのね」


　玲子であった。彼女は凜にちらりと目をやったが、すぐに和樹へ歩み寄った。


「駄だ目めよ式森君。いきなりいなくなっちゃ」


　職しよく業ぎよう的てきな笑えみを浮かべている。デパート嬢じようが「いらっしゃいませ」と言ってるように見えた。


「いなくなりたくもなるよ……」


「わたしの番なんだから」


「番って……はあ？」


　怜子が眼鏡を取った。髪かみを下ろす。


　ぞくっとするくらいの整ととのった顔だった。クラスメートのはずなのに、やけに年上に感じられる。年上でも玖里子はモデル的だが、怜子は女じよ優ゆう的だ。


「な……なんなの……柴崎さん」


　怜子が薄うすく笑う。何な故ぜか視し線せんは青空に向いていた。


「分かるでしょう？」


「いや、さっぱり……」


「もう。わたしの気持ちのことよ」


「えっと……気持ちって」


　和樹は玲子と極きよく端たんに仲がいいわけではない。挨あい拶さつをする程度の関係だ。なのにいきなり意味ありげなことを言われ、彼は頭が混乱した。


「式森君、女から言わせる気？」


「いや……え……」


「わたしはあなたのことが──」


　かちゃっ。


　奇き妙みような音がした。隣で凜が、刀を抜ぬいていた。


「ひっ」


　つい悲ひ鳴めいを漏もらす和樹。


「気にするな式森」


「気になるよ！」


　凜は刃やいばをじっと見つめている。あえて怜子に注目していないところが不ぶ気き味みだった。表情もどこか物ぶつ騒そうだ。


「だから気にするな。抜いてみただけだ。深い意味はない」


「噓うそだ……」


「ほう。私の言葉を信じないのか」


　びゅっと風切り音がする。喉のど元もとに切っ先が突きつけられた。


「ならば信じてもらおう。立て」


「ごめん凜ちゃん。信じる！」


「いいや信じていない。お前がここまでふしだらな男とは思わなかった。どうしてこう色んな女とぽんぽん……私がどういう想いをしてると……」


「だからごめんってば！」


「根こん性じようをたたき直してくれる。立て！」


「……うわーっ!!」


　和樹は電でん光こうの早さで日本刀をかいくぐり、階かい段だんへ駆け出す。


「待たんか！」


　凜の台詞せりふも聞こえない。屋おく上じようから転がるように去っていった。





　一方こちらはＢ組。


　雪江、怜子らの報告を受け、内部ではかなり紛ふん糾きゆうしていた。


「あーもう、うまくいかないわね！」


　叫さけんだのは和美である。


「邪じや魔まが入っちゃ駄目なのに。式森君とくっつくのが目的なんだから」


「意外と告白って体力使うのよ」


　来花はげっそりしてた。雪江と怜子もうなずく。


「しんどいわ。世間のカップルって、どうやってできてんのかしら。謎なぞ」


「なんでもいいわ。次は誰？」


「あたしじゃない？」


　一子が手をあげるが、和美は首を振った。


「悪いけど、もう少し演技磨みがいて」


　一子は文もん句くを言い続けたが、全員に無む視しされることになった。


「じゃあ舞まい穂ほちゃんに頼む？」


「逆ぎやく効こう果か。舞穂ちゃんにやらせたら、ハードポルノ小説になっちゃうわよ」


　和美は腕を組んだ。苛いら立だたしげに、足を踏ふみ鳴らす。時計を見た。


「遅おそいわね。仲丸君なにやってるのかしら。時間稼かせぎにも限げん界かいが……」


　すると教室の扉とびらが開き、満面に笑みを浮かべた仲丸が入ってきた。


「やったぞ。彼女が承しよう諾だくしてくれた。かなり可愛い子だから、式森は一発で転ぶ」


「待ちかねたわよ。どこにいるの」


「もう式森のところに行ってる」


「見に行きましょう。ついに式森君の最期がきたのね！」


「ああ、今度こそ本当のお祝いだ！」


　Ｂ組の面々は、我われ先さきにと走り出した。





　葵学園にある大きな楓かえでの木。その下で、和樹はぎくしゃくしていた。


　眼がん前ぜんには見み慣なれぬ少女がいる。Ｂ組生徒ではない。なんで自分を呼び止めたのか謎だ。


　恐おそる恐る彼は訊いた。


「あの……なんの用？」


「用っていうか」


　とその娘こは言った。


「頼まれたんだ。Ｂ組の人に」


「そ、そうなんだ」


　Ｂ組、というあたりがまずすぎる。ろくなお願いではないに決まっている。


「念のために訊きくけど、どんな？」


「それはちょっと、言えないかも」


　彼女はにこにこしていた。やけに可愛い。


「えーっと、言えないのなら、僕は」


「待って。今帰らないほうがいいと思う」


「なんで？」


「あ、帰らなくても同じかな」


　女の子は後ろを向いた。


　そこにはＢ組の生徒たちが、ずらりと揃そろっていた。全員これから起こることを期待して、目を輝かがやかせていた。


「なっ……お前ら……」


「おめでとう、式森！」


　仲丸が高笑いをしながら言ってくる。


「年ねん貢ぐの納おさめ時だな。さっさとくっつけ。どうせ一いつ瞬しゆんで終わる」


「おい、なんなんだよ」


「お前はもう、夕菜ちゃんとはどうにもならなくなるってことだ！」


「なにわけの分からない……」


「これでもそんなこと言えるか？」


　クラスメートの人ひと垣がきが、まっぷたつに分かれた。


　できた道を、一人の少女が歩いてくる。まるで西せい部ぶ劇げきの決けつ闘とうシーンである。風が吹ふき砂すな埃ぼこりが舞まう。口くち笛ぶえまで聞こえてきそうだ。


　表情をこわばらせ、歩いてきたのは夕菜であった。


「うわーっ！」


「和樹さん」


　ドスのきいた声。


「その女性となにをするつもりです？」


「なにって、まだなんにも……」


「まだ、なんにもなんですよね。そういえば朝から告白ずくめで、さぞ楽しかったんじゃないんですか」


「いやそれは別に」


「問もん答どう無む用よう！」


　精せい霊れいが集しゆう結けつする。一瞬にして巨きよ大だいな火か球きゆうができあがった。


「いやちょっと待っ……」


「浮うわ気き者ものに死を！」


　火球が放たれる。和樹は観かん念ねんし、念ねん仏ぶつを唱となえた。


　だが突とつ然ぜん、それまで無む言ごんだった少女が動いた。


　自分と和樹の前に、素す早ばやく光の壁を展てん開かいし、火球を真上に跳はね飛とばす。同時に和樹の手を握にぎる。


「宮間さんもこっち！」


　つい近寄る夕菜。少女はその手も強ごう引いんに摑つかむと、テレポートの圧あつ縮しゆく呪じゆ文もんを唱えた。


　三人の姿はあっという間に消えた。そしてＢ組生徒たちには、上空から降ってくる火球が残された。





　移い動どうした場所は屋おく上じようだった。下からは、爆ばく発はつ音おんと悲鳴が響ひびいていた。


「ちょっといきなりだったね。ごめん」


　少女が舌したを出した。


「でも式森君もぼんやりしてちゃ駄目だよ」


「あ……ありがとう」


　なんだかよく分からなかったが、助かったようであった。


「もう少し宮間さんに気をつかってあげればいいのに」


　彼女は和樹の背せ中なかをぽんと押した。


　彼はふらふらと歩き、夕菜に接せつ近きんする。


「はい、仲直り」


　少女が和樹と夕菜の手を握らせた。
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「ありがとうございます……」


「ありがとう……」


　二人はぽかんとしながら礼を言った。


「どういたしまして。でも」


　彼女は和樹の耳元に口を寄せた。


「今回だけだから。次はあたしも狙ねらっちゃうよ」


「え……」


　彼女は背を向けた。階かい段だんへと歩く。和樹は声を張り上げた。


「あの……ねえ、なんで僕を助けてくれたの!?」


「……そうしたかったの！」


　山やま瀬せ千ち早はやはそう言うと、軽く手を振った。




　番外編一　オールウェイズ










　鏡が小さかったので、全身を映うつすのに骨ほねが折おれた。距きよ離りと角かく度どを工く夫ふうして、ようやく見えるようになった。


　ブルーの制せい服ふくは、それなりに身体にマッチしていた。洋服店で買ったときは似に合あうかどうか不安だったが、結けつ構こう可愛かわいく見える。デザイナーが、どんな体型の女の子にも合うようにしたのだろう。制服とはそういうものだ。唯ゆい一いつ紫むらさき色いろのタイは長さの調ちよう節せつが難しく、最初は長いような気がしていたが、縮ちぢめるうちに短く感じてしまった。そうなるときりがなくて、ぴったりの長さが決まらない。時計を確かく認にんしたら登校時間が迫せまっていたので、「これでいい」と思いこむことでけりをつけた。明日、また悩なやむことにする。


　実じつ際さい制服を着てみると、身が引き締しまった。不ふ思し議ぎなもので、いままでの曖あい昧まいな気分がどんどん薄うすれていき、学校の一員になった気がする。これも制服の役目の一つなのだろう。入学手続きをしに行ったとき、校長らしき偉えらそうな人から「当校の学生として恥はじることなく……」と言われたが、こういうことかと納なつ得とくした。


　鞄かばんの蓋ふたを開け、中身をチェックする。忘わすれ物ものはない。前日に何度も確認したのだ。校こう則そくで禁きん止しされているものも持ち込まない。女の子としては菓か子し類るいを持って行きたくなるが、校門で没ぼつ収しゆうされては目も当てられない。初日から「彼女の妹いもうとは出来が悪い」と言われるわけにはいかないのだ。大好きな姉の、顔を潰つぶす真ま似ねだけはしたくない。


　一度軽く息をつき、それから部屋を出た。靴くつに履はき替かえ門を出て、学校への道を歩く。


　周りでは同じ学校の生徒たちが「おはよう」「よう」と挨あい拶さつしていた。何い時つ、こう言い合える仲なかになるのかな、と考えながら足を早める。


　太たい陽ようがまぶしかった。


　これが山やま瀬せ神かみ代よの、葵あおい学がく園えん転校一日目の朝であった。





　配はい属ぞくされたクラスは、一年Ｇ組であった。端はしっこである。教室も廊ろう下かのはずれにあった。


　自じ己こ紹しよう介かいは簡かん単たんにすませた。どんな反はん応のうがあるかと思っていたら、なんと拍はく手しゆが起こった。歓かん迎げいの印しるしらしい。まさか拍手とは考えていなかったので、赤せき面めんしてしまった。


　授じゆ業ぎようは無ぶ難なんにこなした。さすが魔ま法ほうのエリート校、レベルは高かったが転てん入にゆう試し験けん直後のこともあって、理り解かいは可か能のうだった。教きよう師しは初日の神代に気を遣つかったのか、当てなかった。


　休み時間になったので、廊下に出る。


　教室にいると息が詰つまる、というわけではない。中学時代の同級生で、葵学園に進学した友人に会いに行こうとしたのだ。沙さ也や佳かと浩ひろ子こ。前にもちょっとしたことで手伝ってもらったことがある。数日前に「そっちに転校することになった」と伝えたら、そろって驚おどろいていた。今日もいきなり会いに行って、驚かせるつもりであった。


　Ｄ組の教室に向かおうとしたら、声をかけられた。


「神代さん」


　下の名前で呼ばれた。しかも男の声。転校初日で、まだ友人はいない。いったい誰なのだろう。


　振り向くと、そこには一いつ見けん場違いな少年がいた。


　輝かがやく金きん糸しのような髪かみとまとまった目鼻。宝ほう石せきのように煌きらめめく瞳ひとみ。少女漫まん画がに出てきそうな中世的な顔立ち。


　彼女はこの少年を知っていた。


「……貴たか巳み君！」


　深ふか居い貴巳は、以前と同じように、無む邪じや気きな笑顔をしていた。


「やっぱり、合ごう格かくしてたんですね」


「貴巳君も」


　神代は思わず大きな声になった。


　二人は転入試験がきっかけで出会うことになった。それなりに話をして、少しずつ距きよ離りを縮ちぢめながら、励はげまし合った。それほど長いつきあいではない。それでも二人の間には、ある種の連れん帯たい感かんのようなものが生まれていた。


「よかった。神代さんはいないんじゃないかって思ってました」


「そんなことないよ。でもびっくりした。今度の転入生は一人だけって聞いてたから」


「試験での転入は一人だけだったんだそうです。僕は、推すい薦せんでした」


「そうなんだ」


　聞くところによると、貴巳は理事の一人に飛とび級きゆうの推薦を受け、それで転入を認められたのだという。筆ひつ記き試験を受けたのは、自分の実力を確かめたかったから、らしい。


「なーんだ。面めん接せつ会場にいなかったから驚いたんだよ。試験放ほう棄きかと思った」


「すみません。そこまでは必要なかったんです」


「またあえて嬉うれしいよ」


「僕もです。合格、おめでとうございます」


　ぺこりと頭を下げる。


「貴巳君もおめでとう」


　神代は素す直なおに讃たたえた。


　転入試験の合格枠わくが一つだけだと知ったとき、貴巳のことを「受からないで欲しい」と願ったことがある。姉と同じ学校に行きたい一心からだったが、今はその気持ちを心底恥はじていた。だから目の前に貴巳がいることが嬉しかった。


「貴巳君、クラスどこ」


「一年Ｆ組です」


「隣となりだ。クラスの人たち、驚いてた？」


　訊いてから、少し後こう悔かいした。貴巳は十三歳である。飛び級で葵学園に進学している。不ふ審しんに感じている生徒や、面おも白しろくないものもいるだろう。もしかしたら、初日から嫌いやな気持ちになったのかもしれなかった。


　しかし貴巳の表情は変わらなかった。


「歓かん迎げいしてくれましたよ」


　ほっとする神代。


「わたしと同じだ」


「他にも、僕みたいな飛び級の生徒がいるらしいんです。それほど不思議がられませんでした」


　そうなのかと彼女は思った。貴巳と同じような生徒がいるなんて、葵学園は伝でん統とうのわりには、柔じゆう軟なんさもあるらしい。


「神代さん、どこかに行くんですか？」


「友達のとこ」


　少し驚いたようになる貴巳。


「お友達、いたんですか」


「うん。中学の時の友人がね。あと、お姉ちゃん」


「そうでしたね」


「貴巳君、兄きよう妹だいは？」


「言いませんでしたっけ。姉がいます。葵学園じゃありませんけど」


　そういえば、ファミレスでそんなこを聞いた気がする。


「設楽したらヶが原はら高校にいるんですけどね。生徒会長をやっています。性せい格かくがキツいんですよ」


「じゃあこっちに友達は……」


　言いかけて、止まってしまった。


　最後まで口にするのはためらわれた。自分には姉以外にも、以前からの友人がいる。だから学校生活に不安はなかったし、むしろ期き待たい感すらある。だがそんな幸運は、誰にでも与あたえられているものではないはずなのだ。脳のう天てん気きに、ここで喋しやべり続けるのはどうかと思われた。


　貴巳はにこりとした。


「僕も、この学校に友達はいますよ」


「あれ、そうなの」


「神代さん」


　思わず、えっ、と言い返しそうになった。


　貴巳はさも当然と言いたげな顔をしている。


「僕は、神代さんを友達だと思っています」


「あー……そう……かも」


　別に貴巳のことが嫌きらいなわけではない。


　しかし、知り合ったのはつい最近である。長いつきあいではない。忘わすれられない印象を持ったのは確かであるが、強きよう烈れつな体験をしたわけでもなかった。


　友人というには違う気がする。もちろん、友人が嫌ではないのだが。


「嫌でしたか？」


　なんだか見み透すかされている気がする。


「そうじゃないよ」


「僕のことが、嫌いとか」


「違うって。わたしたちって、そんなに相手を知ってるわけじゃないよね。なのに友達なんて、極きよく端たんっていうか、変じゃない？」


「変ですか？」


「変……だよ」


　貴巳は平へい然ぜんとしていた。


「でも、友達でいたいんです」


　こうはっきり言われると、言げん下かに否ひ定ていしづらい。


「えっと……わたしも友達でいたくないんじゃないんだ。でもその、こういうのって順番があるじゃん。わたしたちって、女と男だし。だからゆっくりと、時間をかけて……」


　しどろもどろになってきた。なんだかお見合いの後、断ことわる口こう実じつを探さがしているようである。


「神代さんの友達になりたいんです。いいですよね」


　ストレートであった。


「でも……」


「僕、転校したばかりで友達がいないんです。神代さんがいると心強くて」


「さっき、Ｆ組の人たちが歓迎してくれたって……」


「駄だ目めですか？」


　つぶらな、混まじりけのない純じゆん粋すいな瞳ひとみが神代を覗のぞき込む。


「駄目じゃ……ないよ」


「じゃ、友達ですね」


「……うん」


　結局、彼女はうなずいた。


　貴巳は満足そうに笑った。嬉うれしそうというより、こうなると分かっていたような笑顔であった。


　なんだか年下の男の子に、手玉に取られたような感じだ。友達かどうかの、些さ細さいな出来事ではあるのだが。


　チャイムが鳴った。いつの間にか、休み時間が終わっていた。


「あー、沙也佳と浩子に会えなかった」


「ごめんなさい。引ひき留とめちゃって」


「いいよ、もう」


　二人には、後でメールでもしておけばいいだろう。


　神代は貴巳に、軽く手を振って別れの挨あい拶さつにした。十三歳の男の子は、先ほどと同じように、満足げな表情であった。





　葵学園の授業は清せい修しゆう学園とは違い、教科書通りではなく、かなりの部分が教きよう師しの裁さい量りように任まかされていた。実じつ際さい、魔ま術じゆつ実験では、教科書どころか参さん考こう書しよにも載のっていないことばかりをやった。もっともこれは一年だからで、二年になれば専せん門もん性せいを強め、三年になれば受験に必要なことも教えるのだろう。


　清修との違いに感心しているうちに、昼となった。


　何人かの女子生徒が神代に、「一いつ緒しよにお昼を食べよう」と誘さそってくれた。ありがたい申し出だったので、そのまま輪わになって弁べん当とうを広げる。


　彼女たちは葵学園について色々と教えてくれた。転校時の説明では絶ぜつ対たい知らされないような教師のあだ名とか、七不思議とか。どれも清修とは違い、何世代も前から引き継つがれているような話である。こんなところにも伝統を感じさせた。


　同時に彼女たちは、どうして清修から葵に転校したのか知りたがった。どちらもエリート校であり、進路や就しゆう職しよくに大差はないのである。


「お姉ちゃんがいるから」


　正直に、神代は答えた。


「わたしのお姉ちゃんが、ちょっと前に、ここに転校したんだ。だから追いかけてきた」


　聞かされた女の子たちは、きょとんとしていた。


「……お姉さんが葵に転校したの？」


「うん」


「それだけの理由で、山瀬さんも転入試験受けたの？」


「そうだよ」


　彼女たちは揃そろって、呆あきれたような、複ふく雑ざつな表情を浮かべた。


　弁当を食べ終わり、神代は時計を眺ながめた。まだ休み時間は十分にある。誘ってくれた礼を言うと、立ち上がった。


「どこか行くの？」


「二年Ｆ組」


「……もしかして、そこにお姉さんが？」


「もちろん」


　引き留められはしなかった。これで帰ってくるころには「お姉さんにべったりしている転校生」として定てい着ちやくするだろう。結けつ構こうなことだ。自分は姉のことが大好きだと、世界中に触ふれ回りたいくらいなのだ。


　階段を上って二年生のフロアへ。教室は、どこも一年より活かつ気きがあるように見えた。学校生活の長さの差だろう。


　Ｆ組の扉とびらをそろそろと開ける。


　近くにいた男子生徒に「あの、山瀬千ち早はやさんは」と尋たずねた。念のため、「妹ですけど」と付け加えた。


　男子生徒は「山瀬さん、妹が来てるよ」と呼んでくれた。


　千早はこっちを見るなり手を振った。そして同級生と二言三言会話をし、やってきた。


「神代」


　久ひさしぶり、といっても二か月たっていないが、姉は以前と同じように明るかった。どことなく、陰かげがあるようにも感じられたが、むしろそれが少し大人っぽく見せていた。


「お姉ちゃん！」


　神代は遠えん慮りよ無く大声を出した。それがクラス中の注目を引いてしまい、神代は平気だったが、千早が顔を赤くして廊ろう下かに引っ張り出した。


「止やめてよ、恥はずかしいなあ」


「そう？」


　彼女には普通のことである。


「そうだよ。今ので絶対、神代のこと覚えられたよ」


「いいじゃん。あたし、山瀬千早の妹ですって、アピールしたいもん」


　それで覚えられるなら、望むところである。


　千早は怒おこるわけにもいかないのか、ただ苦く笑しようしていた。


「もう……ま、いいや。合ごう格かくおめでとう、神代」


　姉は電話でのセリフを繰くり返した。


「今日が初登校日だよね。どうだった？」


「普通だよ。楽しいくらい」


「緊きん張ちようしなかった？　慌あわてて忘れ物とか、転んだりしなかった？」


「しないよ。小学生じゃないんだから」


　口を尖とがらせる神代。


「神代は緊張すると、身体からだを壊こわしたりしたでしょ。気持ち悪くなったら、先生に言って保ほ健けん室しつで休ませてもらいなさいね」


「小学生じゃないってば」


　千早は昔から、神代を過か剰じようなまでに気き遣づかった。両親が仕事で家を空あけることが多かったので、ほとんど母親みたいなものだ。妹としては、口では反発しつつも、そんな姉の心遣いが嬉しかったりする。


「お姉ちゃんはどうなの、葵学園」


「あたし？　あたしは普ふ段だんと同じ」


　腰に手を当てたりしている。


「そうなの？　前に電話で、みんながわすれてて辛つらいとか、変なこと言ってなかったっけ」


　意い地じ悪わるな質しつ問もんしたかなと思ったが、千早はあっさりと肯こう定ていした。


「うん。ちょっと辛いときはあったよ。でもね、なんていうのかな、やっぱり過か去こより未来じゃない。これから想おもい出をたくさん作ればいいって考えるようにした。過すぎたことをくよくよするのはやめたの。まだ完全にはやめられてないけど、やめるようにする」


　そう語る千早の表情には、少しだけ哀かなしみのようなものがある。それがなにを意味するのか、神代には分からない。ただ、自分の知らないところでなにか経験をしたのだろうと思う。知りたかったが、なんだか触ふれてはいけないような気もした。


「お姉ちゃんが元気なら、わたしはいいけど」


「元気だよ。神代のお姉ちゃんはいつも通りです」


　ほっとした。やっぱり姉は姉だった。


「あたしはいいんだけど、神代はどうなの」


「言ったじゃない。楽しいくらいだって」


「神代が人気出るのは分かるけど、転校初日でしょう。浮いたんじゃないかって心配で」


「そんなことない。沙也佳や浩子もいるし、クラスの子も優やさしいから」


　千早はふと、視し線せんを泳およがせた。


「あ……そうなんだ。ごめんごめん。そうだよね、うん」


「……どうしたの」


「んとね……神代、もう友達できたのかなって」


「だから沙也佳と浩子が」


「そうじゃなくて、あのね」


　姉の目は、自分ではなく背はい後ごに注そそがれていた。同時に気け配はいを感じ、振り向く。


　そこには貴巳が立っていた。


　神代は吃驚びつくりすると同時に、慌あわてた。


「ちょ……貴巳君!?」


　十三歳さいの少年は、にこりとし、千早に頭を下げた。


「神代さんのお姉さんですか。深居貴巳です」


「あ……山瀬千早です」


　千早は急いで礼をした。


　名乗ったものの、姉は戸と惑まどっているようであった。それはそうだろう。中性的な、年とし若わかい少年が、自分の妹のすぐ側そばにいたのだ。


　千早は少しだけ声を潜ひそめた。


「ねえ、神代……」


「あ……え、えーと、お姉ちゃん、貴巳君はね、転入試験の時に知り合ったの。まだ中学生なんだけど、すごく頭が良くて、一いつ緒しよに受かったらいいねって話してたんだ。さっきの休み時間に会ったばかりで、二人とも驚おどろいて……」


　早口で喋しやべりながら、頭の隅すみで、なんで自分はこんなに慌てているんだろうと考えた。貴巳のことを、知られたくなかったわけではないはずだ。


「ふーん」


　千早は、納なつ得とくしたような、しないような顔をしていた。


「中学生なんだ」


「あっ、あのね、飛び級なんだって」


「友達？」


「……うん、そう」


　貴巳君、嬉しがっているだろうなあと思っていたら、どうも違ったらしい。


　念のため後ろを向くと、少年はどういうわけか残念そうな顔つきだった。


「……貴巳君？」


　千早も怪け訝げんに思ったらしく、小声で神代に訊いた。


「ねえ神代、友達なんだよね」


「そうだけど……」


「……まさか、彼ってことは……」


　そんなんじゃないよ、と言おうとして仰ぎよう天てんした。


　肯こう定ていしないまでも、貴巳が実に嬉しそうにしていたのだ。いかにも「お姉さん、ご名めい答とうです」と言いたげだった。


　姉は、大変複ふく雑ざつそうであった。諭さとすように、神代に語りかける。


「あのね、お姉ちゃんはね、なにがあっても神代のことを嫌きらいにならないよ」


　変なことを言い出した。


「でも、中学生の男の子を彼氏にするってどうなの。十三歳くらい？　年下すぎないかなあ。驚いたよ」


　神代は跳とび上がりそうになった。驚いたのはこっちである。


「なっ、なんてこと言うのさ！」


「年上好きじゃなかった？」


「そうじゃなくて！」


　声を荒あらげて否ひ定ていしてしまった。きっと頰ほおも赤いだろう。


「彼氏なんかじゃないって……！」


「でも、『神代さん』って呼んでたよ。神代も『貴巳君』って言ってなかった？　珍しいよね、男の子を名前で呼ぶなんて」


「それは成り行きで……！」


　言いながら、貴巳のことを見る。


　彼は涼すずしい顔をしていた。


「そうですね、成り行きです」


　本気でそう思っているのかと問いつめたくなる。


「一緒に転入試験の勉強をしているときに、そう呼び合うようになったんです。なんとなく」


「……一緒に勉強してたんだ」


　驚きよう嘆たんが抜けない千早。


「おっ、お姉ちゃん。隠かくしてたわけじゃないの。でもほら、いちいち知らせる必要ないでしょ。引っ越こしで忙いそがしそうだったから、よけいなことは言わない方がいいかと思って」


「そうですね、知らせない方が良かったと思います」


　貴巳が付け加える。


「お姉さんを心配させることありませんから」


「余よ計けいなこと言わないで！」


「一緒に勉強したのは事実ですよね」


「少しだけだよ！」


「僕はもっと勉強したかったですよ」


　貴巳の態度がどうにも大人びて見えた。以前にも感じたが、こんなときは余よ裕ゆう綽しやく々しやくなのだ。自分の方が年下になった気すらする。


　千早は不ふ審しんや驚きよう愕がくが過ぎ去り、今度は感かん心しんしていた。


「仲良しさんだね」


　貴巳が深くうなずく。


「はい。仲が良いです」


「仲が良いっていうか……」


「僕たちは友達ですよ。神代さんも言ってましたよね」


「うう……」


　ついに言葉が見つからなくなり、沈ちん黙もくするしかなくなる。


「でも安心してくださいお姉さん。彼氏じゃありません。今は違います」


　将しよう来らいはどうなるか分からないと言いたそうである。


「僕の方がずっと年下なんです。無理ですよ。やっぱり男が年下なんて、変ですよね」


「変じゃないとは思うけど……」


　貴巳の巧たくみな言い回しに、千早はつい返事をしてしまっている。乗せられているのだ。


「さっき、年下すぎるっておっしゃってましたから」


「あ、ごめん。妹は高一だから早いかなって。でも今じゃなくて将来ならまだ……」


「お姉ちゃん！」


　神代は躍やつ起きになって否定しようとした。しかし千早は深く考えたままであり、貴巳はこっちを向いてくれない。


「将来なら僕にも可か能のう性せいがあるってことですね」


「そうだけど、神代は結けつ構こう甘あまえるタイプなんだよね。年下の君が引っ張っていけるか、そこもちょっと」


「努力します」


「待ってって！　まるでわたしが貴巳君と付き合うみたいじゃない」


「分かってるわよ、神代」


　千早は何度もうなずいた。


「今はまだ早いんだよね」


「……だからそうじゃなくて」


「あたしも、年下は駄目だとかの偏へん見けんはなくすようにする。だから神代も待ってあげなさい」


「お姉ちゃあん……」


　神代は泣きたくなってきた。どこをどうしたらこうなるのだろう。姉はここまで間抜けだったのだろうか。


　いや違う。神代は千早と話し込む少年をじろりと睨にらんだ。貴巳のせいだ。可愛かわいらしい外見にさわやかな印象、おまけに弁べん舌ぜつが巧みなため、つい納なつ得とくさせられてしまうのだ。これは生徒会長をやっているらしい姉の影えい響きようだろうか。考えてみれば、わざと否定することによって相手の意見を肯こう定ていにもっていくやり方なんて、まるでディベートではないか。


　昼休み終しゆう了りようのチャイムが鳴った。なんだか、何時間もたったように感じられた。


　千早は貴巳に「頑がん張ばってね」と告げていた。貴巳は貴巳で「これからよろしくお願いします」なんてことを言っていた。


「じゃあね、神代。お姉ちゃんは応おう援えんしてるよ」


「……もういいよ」


　神代は投げやりに手を振った。


　貴巳は丁てい寧ねいに千早に礼をしている。神代は恨うらみがましく彼を眺ながめた。





　昼休みの出来事が変に強きよう烈れつだったので、神代は午後の授じゆ業ぎように集中できなかった。ただここでも当てられなかったので、ボロは出ずにすんだ。


　なんだかんだで今日の授業は終わり、放課後となった。


　神代はさっさと帰り支じ度たくをした。千早と一緒に下校するためだ。さきほどの姉の勘かん違ちがいは解とけていないだろうが、そんなのは関係ない。登下校の道を共に歩くのは、彼女にとって至し福ふくの時なのである。まして今日は転校初日である。この記念すべき日に姉と歩かないなんて、罰ばちが当たるというものだ。


　昼休みと同じように、姉の教室へと向かう。


　姉は廊ろう下かで待っていた。また「お姉ちゃん！」と呼よばれないための予よ防ぼう策さくなのかもしれない。ちょっと悔くやしい。


　神代が近づくと、千早は「じゃ、行こう」と言った。


「どこに？　帰るんじゃないの？」


「あたしの友達のところ。神代を紹しよう介かいするんだ。もう一度、覚えてもらわないとね」


　不思議なことを告げると、千早は先を歩いた。


　行った先は、同じ二年生の教室だった。Ｂ組である。


　姉はＢ組の男子生徒に「式しき森もり君はいますか」と訊きいていた。「生徒会室に行ったみたいだけど」との返事に、礼を言って廊下に戻る。気のせいかＢ組からは「女の子が式森を訪たずねてきた」「あの野や郎ろう、公こう開かい処しよ刑けいだ」などと聞こえてきた。


　遠回り気味に生徒会室へ。千早はすでに学校に慣なれたのか、迷まようことなく向かっていた。


　プレートにゴシックで「生徒会室」と書かれた扉とびらをノックする。姉は「失礼します」と言ってから開けた。


「式森君」


　声をかけた先には、二年生の男子がいた。


　一見して地じ味みっぽい生徒で、きっと性せい格かくも地味なんだろうと思わせるものがあった。目立たなさそうで、普ふ通つうを絵に描かいたような男だった。ただ、優やさしさは持っているかもしれない。


「あれ、山瀬さん」


　その男は千早を見てちょっと笑い、神代を見て不思議そうにした。


「あたしの妹。今日、転校してきたばかりなの」


　彼は「そうなんだ」と言い、「式森和かず樹きです」と頭を下げた。神代も「山瀬神代です」と自じ己こ紹介をする。どうでもいいが、どこかで見たことがある気もした。


　生徒会室には、他にも女の子が二人いた。どちらも姉の友人らしい。それぞれ「神かみ城しろ凜りんです」「風かぜ椿つばき玖く里り子こ」と名乗った。


　凜は一年生だった。神代と同じだが、今日は見なかったから別のクラスだろう。玖里子は三年生の徽き章しようをつけていたが、挨あい拶さつの時だけ神代を見たっきりで、あとは机つくえに向かって延えん々えん書き物をしていた。


　疑ぎ問もんに思った神代に、和樹が説明した。


「玖里子さんは生徒会の仕事をしてるんだ。忙いそがしくて」


「生徒会の役員なんですか」


「ちょっと違う。生徒会とは関係ないことになってるんだけど、一番偉えらいんだよ」


　分かったような、分からないようなことを言う。


「今は生徒会長のことで悩なやんでいるんだって」


「さすがに決めないと、周りがうるさくなってきたのよ」


　と玖里子。


「葵学園の生徒会長って、辞じ任にんしちゃっていないの。空席でも仕事に支し障しようはないんだけど、教きよう師しや他の学校がうるさくて。誰か適てき当とうな人間がいないかなって考えてるんだけどね」


　役員でもない人間が人事に口を出しているのは変だが、そういうものらしい。周囲も当然のものとしてとらえていた。


「前に和樹を立りつ候こう補ほさせたんだけど、落ちちゃったしね」


「もうごめんですよ」


「やらないわよ。また夕ゆう菜なちゃんに対たい抗こう出しゆつ馬ばされたら骨ほねだわ」


　千早が室内を見回した。


「……その宮みや間まさんは？」


　和樹が答えた。


「夕菜は日直。先生のところにいるよ。もうすぐ来る」


　話からすると夕菜というのは、宮間夕菜という名で、女子生徒らしい。ずいぶん親したしげだから、やっぱり友達なのだろう。


　和樹は呼び捨すてにしていた。姉が「宮間さん」と口にしたとき、わずかだが微び妙みように感情めいたものが混まざっていた。他人は気づかないだろうが、肉にく親しんの自分には分かる。はて、これは一体？


　千早はなんだかほっとしたようになった。


「じゃ、宮間さんはあとで。あたしたち先に帰るね」


　室内にそう告げて出る。


「お姉ちゃん、あの人たちと帰るなら、わたしも別に……」


「いいのいいの」


　姉はそう言った後、


「今日はあたしも、千早と二人だけで帰りたいから」


　そして照てれくさそうに笑った。





　行きは注意していなかったが、通学路は銀杏いちよう並なみ木きになっていた。帰りは余よ裕ゆうがあるので、それがよく分かった。


　千早と二人、他た愛あいもない話をする。


　神代は幸せだった。これこそ自分が望のぞんだものだった。大好きな姉と二人で同じ学校に通い、一緒に通学する。笑いあい、噂うわさをしあい、時には哀かなしみを共有する。血の通った肉親だからこそできると思っていた。無理をして転入試験を受けて、本当に良かった。


　美人の姉といられる今が、いつまでも続けばいいと思った。


　しかし、そう都つ合ごう良くはいかない。


　転入試験を受ける前、千早が葵学園に転校してしまったので、神と悪あく魔まを同時に呪のろったことがある。どちらもそのことを根に持っているらしく、肉親以外の人間を派は遣けんしてきたのである。


「今、帰るんですか？」


　そう言ってきたのは貴巳だった。知らない間に背後にいた。


　彼は息が荒かった。神代を見つけたので走ってきたのだろう。純じゆん情じような行こう為いと言えなくもないが、余計なことだ。


「そうだよ。見れば分かるでしょ」


　至し福ふくの時を妨ぼう害がいされ、神代は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになる。


　貴巳はさすがにたじろいでいた。


「えっと……神代さん怒おこってるんですか」


「怒ってないけど」


　腹はらを立てているだけだと心の中で言い訳わけをした。戸と惑まどう貴巳。


「神代さんと一緒に帰りたかっただけなんですけど……」


「ふーん」


「ちょっと神代」


　千早が口を出した。


「優やさしくしなさいよ。深居君に逃にげられるわよ」


　だから違うって、と言ったが、あまり通じていないようだ。


　貴巳は自分たちと並んだ。今の神代にはうっとうしい。


　自然と会話もなくなり、無言の行進となる。


　沈ちん黙もくを終わらせたのは千早だった。


「じゃ、あたし先に行くね」


「お姉ちゃん!?」


　気を遣つかっているのである。姉も二人だけで帰りたかったはずだが、こんなときは必ず自分が損そんをする役になる。神代の大好きな優しさなのだが、この気遣いはなくていい。


　待ってよという間もなく、千早は去ってしまった。


　せっかくの貴重な時間がこんな終わり方をするなんて。神代はがっかりした。同時に、横を歩いている少年にむかむかした。


「もう、余計なことしないでよ！」


　つい文もん句くが口から出た。


「せっかくお姉ちゃんと一緒に帰れたのに！」


「僕、邪じや魔まだったんですか？」


「邪魔だった。わたし、これを楽しみにしてたんだから」


　貴巳はきょとんとした。それからようやく理解した顔になった。


「神代さんは、本当にお姉さんが好きなんですね」


「そうだよ。大好きだから」


　当たり前すぎることだった。彼女の宇う宙ちゆう観かんでは、中心に千早がいて、自分はその周りをぐるぐる回っているのである。回る対たい象しようが無くなるのは困こまるし、考えられないのだ。


「いいですね、そういうの」


「また。本当はキモいって思ってるでしょ」


「思ってませんよ。前にも言いましたけど、羨うらやましいと思ってるくらいです」


「本当かなあ」


「本当です」


　それから貴巳は、意外なことを言った。


「僕も神代さんと、お姉さんと同じように親しくなりたいです」


「また、休み時間のを蒸し返すんだから」


「本気ですよ」


　つい彼女は、まじまじと少年を見つめた。


　貴巳はいつものように、綺き麗れいな瞳ひとみをしている。整ととのった顔立ちだ。表ひよう現げんは古いが、紅こう顔がんの美少年というやつだろう。しかしその美少年は、なんだってそんなことを言うのだろうか。


「駄だ目めですか？」


「……わたし、年上趣しゆ味みだから」


　どう受け取られるか分からないが、とりあえずそう伝えた。


　貴巳は手を振った。


「あは、付き合って欲ほしいとか言うんじゃないんです。もっと、友情を深めたいんですよ」


「朝、友達ってことになったじゃん」


「友達なんですけど、もっと深い仲です。ちょっと表現しづらいんですけど」


　貴巳はゆっくり説明した。


「じっくりと語り合えるような関係になりたいんです。付き合ってるんじゃないんですけど、ただ同じ学校に行っているのでもない、気軽に挨あい拶さつできて、特に意い識しきをしない。でもいつも一緒にいるような仲です。絆きずなの深い友達です」


　ずいぶんと抽ちゆう象しよう的な説明だった。神代には言ってることは分かったが理解できない。


　普通の友達じゃいけないのかと思う。二人とも一学年だ。クラスも隣となりである。


　そもそも男女間に友情がありうるのだろうか。なんだかんだで、付き合っていることになってしまうのではないか。


「ちょっと分かりづらいですか」


「うん」


　正直に答える。


「なんでそんなことにこだわるの」


「なんででしょう。きっと、神代さんのことが気に入ったんです」


　えっと思ったが、貴巳は見み透すかしたように言う。


「ですから、付き合いたいっていうのじゃないんです」


「……やっぱ分かんない」


　とりあえず、告白されているのではなさそうだ。


　貴巳が自分と親しくなりたいというのは分かった。それはいい。男友達ができるのは嫌じゃない。清修学園のときだって、数は少なかったが、いた。


　しかし、姉と同じ立場となると話は別だ。なにしろ世界で一番好きな存在なのだ。そこまで別の人間がやってくるなんて、考えたこともなかった。


「貴巳君がお姉ちゃんと同じようになるなんて、多分無理」


　これも素す直なおに言う。


「そうなんですか？」


「そうだよ。あたしにとってお姉ちゃんは特別なの。だから無理」


「へえ……」


　彼はしばらくの間、思し案あんしていた。そしていきなり言い出す。


「神代さん、年上が好きなんですよね」


「絶対年上じゃなきゃやだってわけじゃないけど」


　念のために、まだ彼氏作る気ないからと付け加える。


「年上のどういうところがいいんです？」


「あのね……」


「教えてください」


　予想外に真しん剣けんだったので、つい答えた。


「……わたしより優れているところ。お姉ちゃんはね、本当になんでもできるの。わたしは頼りにしたし、目標にして頑張ってきたんだ。お姉ちゃんをがいなかったら、本当に落ちこぼれていたと思う。だから男の人でも、同じくらいじゃないと納得しない」


「それは、地ち位いとかも含んでいるんですか」


「地位？」


「偉くなることですよ」


「あ、その地位か。んー、地位が人を作るって言うらしいけど……」


　神代は以前に両親に聞いた話を思い出した。


「優れてなきゃ偉くはなれないんだし、それもあるのかな」


「そうですか……」


　再び考え事をする貴巳。


「分かりました」


　しばらくしてから、彼は言った。


「お姉さんと同じになれるか不明ですけど、試してみます」


「なにを？」


　奇き妙みようなことを言い出したので、神代が聞き返す。


「自分が優ゆう秀しゆうかどうか確かめます」


「貴巳君は頭いいよ。飛び級で葵学園に転入したんだもん」


「実は、あまり真剣に入学する気はなかったんです。でも親しん戚せきと姉が、葵学園で権けん力りよくを握にぎれってうるさくて」


「権力？　なにそれ」


「目標ができました。ちょっとやってみます」


　神代は何度か問い質ただしたが、貴巳はそれ以上なにも言わなかった。





　翌よく日じつ。


　登校した神代は、廊下に張り出された紙を見て仰ぎよう天てんすることになった。


　それは生徒会の補ほ欠けつ選挙を知らせるもので、こう書いてあったのだ。


「生徒会長候こう補ほ　深居貴巳」




　番外編二　怨獄島事件










　会議とは退たい屈くつなものである。もしくは無意味なものである。何な故ぜなら大半の案あん件けんがどうでもいい内ない容ようか、どうでもよくないように見せかけてやっぱりどうでもいい内容だからである。もちろん退屈でない会議もあるのだが、それも開始当初の緊きん張ちよう感かんが薄うすれるに連つれて、急速に退屈なものになっていくと相そう場ばが決まっている。


　葵学園の定例職しよく員いん会議も、進行役の努力とは裏うら腹はらに、やはり退屈なものと化していた。


　先ほどからずっと、報ほう告こくしてもしなくてもいいようなことが延えん々えんと述のべられている。そのため頭に輪わを載のせた天てん使しが、眠ねむ気けの粉こなをスプリンクラーのようにふり撒まいていた。


　この学校では問題というものがそれほど発生しない。大半の生徒の意い識しきが高いのと、教職員が優ゆう秀しゆうなために、クラス内で片かたづいてしまうのである。伝でん統とうある高校だけあって、教師もまた優秀な人材が多いのであった。


　だから会議はどうしても平へい穏おんなものとなる。皆みな聞いてはいるが、気持ちが弛ゆるみがちなのが見て取れた。


　進行役の教きよう頭とうは、緊張感を取り戻もどそうと、やや声を大きくした。


「それでは次の案件に入ります。今年の魔ま法ほう合がつ宿しゆくの件です」


　それを聞いた出席者が、急にざわつき始めた。何人かの教きよう師しが身体からだを硬くする。


　魔法合宿とは、年に数回おこなわれるクラス単位の合宿である。やもすると単調になりがちな授じゆ業ぎよう内容に変化を持たせるため、遠えん方ぽうの地で何日か宿しゆく泊はくし、集中して魔法のみの授業をおこなう。


　葵学園の中でも伝統のある行事で、開校初年度にはすでにおこなわれている。国こく際さい情じよう勢せいが緊きん迫ぱくしたときですら、中止されることはなかったという。当然、各生徒と各クラスに成せい績せきとして反はん映えいされ、内ない申しん書しよの重要な判はん断だん材料となっていた。


「今回は……二年生の番ですね」


　教頭は手元のメモに視し線せんを落としながら喋った。


「Ａ組とＣ組は一年生の時に合宿に行きました。Ｆ組は一学期にすませてますから……Ｄ組はどうでしょう」


　話を振られ、二年Ｄ組担たん任にんの早はや野の浩ひろ美みはうなずいた。派は手でめに化け粧しようをした三十代の女教師である。


「構かまいません。うちの子たちにもいい機会です。魔法修行にぴったりですわ」


　甲かん高だかい声で早野は答える。それから少し誇ほこらしげな顔で職員室内を見み渡わたす。彼女は優秀だがヒステリックなところがあり、とりわけ同どう性せいの教師にライバル心を持っていると言われていた。


「それで教頭先生、今度はどこに行くのですか」


「あのですね」


　教頭はもう一度メモを見て、地名を告げた。


　職員室内が静まりかえった。


　しんとして、誰も声を発さない。


「そ……そこは」


　早野が顔を青くして言う。


「もう行かない場所ではないのですか!?」


「まだ訪おとずれる必要がある……とのことです」


「誰がそんなことを！」


「紅あか尉い先生です」


　教頭の言葉に、再ふたたび静まりかえる教師たち。紅尉は肩かた書がきでは単なる養よう護ご教きよう諭ゆだが、その言葉は千せん金きんの重みを持っていた。


「しか……しかし……しかしですね」


　早野は血の気を失うしないながらも、最後の抵てい抗こうを試こころみていた。


「あのようなところに教え子を送るわけには行きません」


「いい修しゆ行ぎようにはなります。あなたのおっしゃった通りです」


「私のクラスから落らく第だい生せいを出すわけにはいかないんです！」


　女教師が叫さけぶ。聞きようによっては保ほ身しんとも取られかねない台詞せりふだが、指し摘てきするものはいなかった。


　教頭は疲つかれたような表情で言った。


「早野先生、承しよう諾だくされたでしょう」


「撤てつ回かいします！」


「ですが二年生の番ですよ」


「もっと他に適てき当とうなクラスがあるはずです！」


　早野が同どう僚りようたちを見回す。皆顔を伏ふせ、視線を合わせないようにしていた。


　いや、伏せていないものが一人だけいた。


「伊い庭ば先生！」


　早野の声に、伊庭かおりはもたれかかっていた背もたれから身体からだを起こした。


「ふあ……なんです？」


　目を擦こする。かおりは会議の冒ぼう頭とうからずっと、天てん井じようを向いて寝ね息いきを立てていたのである。


「聞いていなかったのですか!?　同じ二学年の教師が窮きゆう地ちに立たされているというのに！」


「いやー、『めぐりあい宇そ宙ら』で徹てつ夜やをしちゃって。ビグザムがなかなかゲットできないもんだからつい」


　悪わるびれずに返答をするかおり。


　早野は顔をこわばらせ、眼めの端はしを痙けい攣れんさせた。


「魔ま法ほう合宿の話です。聞いてました!?」


「さっぱり。なにしろ昨晩ビグザムが……」


「そんなことより、合宿の場所がとんでもないんです！　うちのクラスが……」


「とんでもない場所ってのは、南なん極きよくあたり？　そりゃとんでもない。ゲームショップがないところは、情じよう操そう教きよう育いくによくない」


「国内ですが、ゲームは関係ありません！　教え子があそこの合宿で魔法回数が激げき減げんしたり、トラウマにでもなったりしたら私……」


　私の経けい歴れきに傷きずが、とでも言いたかったらしいが、早野はさすがに口にしなかった。代わりにかおりを睨にらむ。


　当のかおりは相変わらず眠ねむそうだった。


「国内なら問題ないでしょう。言葉も通じるしゲームショップもある」


「ゲームから離はなれてもらえませんか。あそこはそれくらいですむような──」


　彼女はそこで言葉を切り、なにを思いついたかにやりとした。


「でしたら伊庭先生、Ｂ組が行かれたらいかがです？」


　やりとりをうかがっていた教きよう師し陣じんがざわついた。


「Ｂ組の優ゆう秀しゆうな生徒たちなら、どこで合宿しても大たい過かなく過ごすに違ちがいありませんわ。なにしろ優秀ですから。ええ、私のＤ組よりもずっと成せい績せきもいいでしょうしねえ」


　完全な嫌いや味みであった。


　かおりが担たん任にんをしている二年Ｂ組は、「優秀」とはひと味もふた味も違うクラスである。勉べん学がくもスポーツも魔法も素そ質しつは十分であるのだが、協きよう調ちよう性せいが皆かい無む。団だん結けつや友情という言葉と限かぎりなく縁えんが遠えんい。他者を蹴け落おとすことしか考えておらず、「級友を見たら泥どろ棒ぼうと思え。なぜなら俺おれがそうだから」と公こう言げんしてはばからない連中であった。


　そのため、教師たちの間にも「葵学園三年間の罰ばつゲーム」との評ひよう価かが定着していた。合宿に連れていったらどうなるか、火を見るより明らかである。


　しかしかおりは、あくびをしながらうなずいた。


「いいですよ」


「いいんですか？」


　教頭が驚いたように聞き返した。彼女は眼の端をにじませながらうなずき、


「そろそろわたしの教え子どもが、馬ば鹿かな金かね儲もうけか、他人の足を引っ張る企たくらみごとを考え出すころです。校内に二年Ｆ組を誹ひ謗ぼうする怪かい文ぶん書しよが出回っているでしょう。前ぜん兆ちようですね」


「しかし、どこで合宿をするかは知ってますか」


「全然」


　教頭は首を振った。


「伊庭先生が言われるならわたしとしても構かまいませんし、どのみちあそこで合宿はしなければならないんですからいいんですけどね、もう少し気をつかわれたらどうですか。早野先生が言われたとおり、あそこは──」


　かおりは手をひらひらさせて、


「別にいいですよ。そこ全体が『デスクリムゾン２』で覆おおわれていたり、地じ雷らい原げんになっていたりするわけじゃないんでしょう。連れていった方が、陰いん謀ぼうをやられたときの被ひ害がいが少なくなっていい」


「たとえ、不ぶ気き味みな、呪のろわれた場所だとしても？」


「ちょうどいいです。Ｂウ組チのアホどもは呪われた方がいいんですよ。それでまともになってくれれば御おんの字です」


　彼女はからからと笑った。


　しかし他の教師陣はひとことも発せず、沈ちん黙もくを保たもったままであった。





　　　　○





　潮しお風かぜが頰ほおをなでる。


　港みなとは後方に過ぎ去り、うっすらとした線となっていた。代かわりに見えるのは、遠くを横切る貨か物もつ船せんと、頭ず上じようの太陽と、遊ゆう弋よくするカモメ。


　海上は波穏おだやかで天てん気き晴せい朗ろう。白く二つに割われた航こう跡せきは、まるで島への矢印のようであった。


　二年Ｂ組一同を乗せた送そう迎げい船せんは、一直線に目的の孤こ島とうへと進んでいた。


　式しき森もり和かず樹きは舳へ先さきの近くで、さっきからずっと前方を眺めていた。


　隣には宮みや間ま夕ゆう菜ながいる。彼女は自然の風が好きだ。客室でお喋しやべりをしているよりも、外にいるのが楽しいのだろう。まるで味わうかのように、海の息吹いぶきを浴あびていた。
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「気持ちいいですね」


　夕菜は目を閉とじながら言った。


「海の風って好きです。身体からだの汚よごれを落としてくれるみたいで、すうっとします。あとで髪かみの毛、べたべたになっちゃいますけど」


「そうだね」


　和樹は答えた。もっともインドア派はの彼にはあまりぴんとこない。確かに腕うでのあたりがべたっとしており、馴な染じみのない感じがしていた。


　夕菜は顔を上げ、カモメの飛行を眺ながめていた。


「でもこの時期に合宿なんてするんですね。知りませんでした」


「学年全部でやるわけじゃないから」


「厳きびしい勉強なんでしょうか」


「玖く里り子こさんに聞いたら、合宿は合宿だけどきつくなかったって言ってたよ」


　風かぜ椿つばき玖里子のクラスは一年時にすませていた。出発前に和樹が訊いたところ、「魔ま法ほうの集中授業だったけど、半分リゾートみたいなもんよ。みんな遊んでいたわね」と言われたのである。


「じゃあ自由時間もたくさんあるんですよね」


　夕菜は無む邪じや気きに喜よろこんだ。


「旅りよ行こうみたいですね。ドキドキしちゃいます」


「旅行、なのかなあ」


「きつくないって言ったじゃないですか。絶ぜつ対たいに遊ぶ時間はあります。お散さん歩ぽしたり、美お味いしいご飯を食べたり」


「宿やどの食堂で食事だと思うけどな……」


　和樹の呟つぶやきは聞こえていないらしい。彼女は目を輝かがやかせて言葉を続けていた。


「それで、夜になったらこっそり部屋を抜け出したりして、和樹さんと波の音がする海岸を歩いて、灯とう台だいの側そばの丘おかで海を眺めながら、こう、ぎゅっと……もう、なにを言わせるんですか。きゃっ」


　顔を赤くして身をくねらせる。


　妄もう想そうに浸ひたっている夕菜をそのままにして、和樹は前方を眺めた。


　いつの間にか、地面の盛もり上がりのような影かげが見えている。初めは瘤こぶのようであったが、徐じよ々じよに大きくなり、やがて黒々とした島影となって姿を現した。


　そこが魔法合宿の目的地であった。本土から離はなれた島内で、集中した授業をおこなうのである。


「もうすぐ着きますね」


　夕菜が勢いきおい込んだ。


「わくわくしますね。こういうところに和樹さんと二人でいられるなんて、凄すごくロマンチックです」


「いや二人じゃないんだけど……」


　なにしろ一クラス分いるのである。しかもろくでもない。


「もう。二人きりになるんです。わたしたちが少しくらいいなくなったって、誰にも分かりません」


「分かると思うな……」


　なにしろ、こういうことにかけては天てん才さい的な勘かんが利きくクラスメートたちである。外出前に攻こう撃げき魔法が飛んでくるか、現場を押さえられて呪じゆ術じゆつの生いけ贄にえにされるに違ちがいない。


「あーっ、二人っきりになるのが嫌いやなんですか」


「いや、そういう訳わけでも……」


「じゃあいいじゃないですか」


「でも……」


「誰が二人きりだって？」


　背はい後ごから声がした。


　妙みように明るく、それでいて黒いものがうかがえる発音だった。おなじみの男である。


「よう式森。こんなところで夕菜ちゃんと二人きりとは、よほどＢ組の私し設せつ法ほう廷ていに立たされたいらしいな。重じゆう罪ざいは免まぬがれんが、特別に俺が弁べん護ご人にんになろう。友ゆう情じよう価か格かくで割わり増まし料りよう金きんだ」


「仲なか丸まる……」


　和樹はうんざりして振り返った。


　クラスメートの仲丸由ゆ紀き彦ひこが立っていた。成せい績せき優ゆう秀しゆうでスポーツマン、それに加え、Ｂ組の主しゆ義ぎ主しゆ張ちようと腹はら黒ぐろさを体たい現げんしている男子生徒である。


「なんだよ法廷って」


「お前の裁さい判ばんに決まっている。夕菜ちゃんと仲良くしているのは、それだけで重罪だ。累るい計けいで公こう判はんが六百回は開かれるほど罪つみ深ぶかいんだぞ。いい加か減げん俺たちの身にもなれ。高校生活を裁判で終わらせる青春を送りたくない」


「しかも友情価格なのに割増だし」


「相場の五倍は欲ほしいところだ」


　はっきりと言い切った。


　仲丸は金の亡もう者じやである。この男だけではなく、Ｂ組は九割以上が金のことかろくでもないことを考えている。こんな連中に囲まれていては、二人きりになれるとはとても思えなかった。


「松まつ田ださんはどうしたの」


「あいつは船室でひっくり返ってる。船ふな酔よいだ」


　松田和かず美みは女子のリーダー格かくで、女版ばん仲丸と呼ばれている（仲丸が男版松田と呼ばれることもある）。やはり常つね日ひ頃ごろから陰いん謀ぼうと金かね儲もうけに余よ念ねんがない。


「船、弱いんだ」


「意外な弱点だろう。ただ気持ち悪さを紛まぎらわせようとして、日頃の賄わい賂ろリストを公表しだしたんで、ちょっと騒ぎになっているが」


「……そう」


　弱っているのに騒そう動どうの種をまくとは、さすがトラブルメーカー女子筆ひつ頭とうである。


　仲丸は「松田の死にそうな面つらでも拝おがみに行くか」と言って船室に下りていった。


　和樹は前に向き直った。島影がかなりはっきりしたものになっている。


　船がやや速度を落とした。


「見えてきましたね」


　夕菜が言った。


　今や島は、和樹たちの前にその姿を現あらわしていた。うっそうと繁しげる森林。打ち寄せる波。上空を飛び交かう鳥。


「ここに泊とまるんですね」


「あまり大きくなさそうだけど」


「その方がいいです。島に来たって感じがしますから。でも……」


　夕菜の口調が、少しだけ小さくなった。


「なんだか陰いん気きそう……」


　それは和樹も思っていたことであった。


　この島からは、明るさや活かつ気きというものが感じられないのである。森は黒く陰いん鬱うつだし、波が打ち寄せているのは高く切り立った崖がけだ。それに、さっきから飛んでいるのはカラスの群であった。


　およそリゾートには向かず、合宿にもほど遠い雰ふん囲い気きであった。


「やな……感じだね」


「なんだか怖こわいです……」


　和樹はかすかな怖おぞ気けを感じた。隣では夕菜が身体を縮ちぢこまらせた。


「なんて名前の島でしたっけ」


「ええっとね……」


「怨おん獄ごく島とうじゃよ」


　しわがれた声が、別方向から降ってきた。


　和樹の頭の上あたり、半分開けられた窓まどの向こうが操そう舵だ室しつになっている。先ほどの言葉は、そこから発せられたものであった。


　操舵室では年老いた船長が、一人で舵かじを操あやつっていた。


「あの……船長さん、今なんとおっしゃって……」


「怨獄島」


　夕菜の問いかけに、素そっ気けない答えが返ってくる。白く、薄うすくなった頭とう髪はつの下にある細い双そう眸ぼうは、じっと前方を凝ぎよう視ししていた。


「怨おん念ねんの怨と、監かん獄ごくの獄。地図にゃあこんな名で載のっとりはせんが、土地のもんはみんなそう呼んでおる」


　船長の言葉からは、ここで暮らしている人間だけが得られる重みが感じられた。


「なんで……そんな名前なんですか」


「怨念がこもっているからじゃよ。あそこには」


　苦く渋じゆうのような、淡たん々たんとしたような語かたり口だ。


「あんたら、知らんのか」


「はい。あそこで合宿することしか……」


「あんたらの学校は、いつもわしが送っとるよ。みんな知らんのじゃ。説明しとらんのだろうなあ。無理もないことなのかもしれん」


　質しつ問もんをしていた夕菜は、逡しゆん巡じゆんしたのか黙だまった。やがて、意を決したように口を開く。


「よろしければ、教えていただけませんか。どうしてそんな恐おそろしい名前がついているのか」


　船長はなにも言わなかった。だが舵を操作し、送そう迎げい船せんの進しん路ろを少しだけ横にずらした。


　目の前に断だん崖がいが広がった。


　まさに絶ぜつ壁ぺきであった。灰はい色いろと黒の壁かべは高く切り立ち、海面近くは浸しん食しよくのためかえぐれているが、それを除のぞけば垂すい直ちよくにそびえていた。ところどころ鳥の巣すらしきものが見える以外、まったく手が加わっていない。


　送迎船がさらにスピードを落とす。


　船長が言った。


「……潮の流れが変わったぞ。もうすぐじゃ」


　やがて、甲かん高だかい音が聞こえた。


　オカリナのような、竹で作った笛ふえのような音だ。一定の間かん隔かくでずっと流れている。耳にまとわりつき、身体からだが痺しびれるような音ね色いろだった。


「なんでしょう……これ……怖い」


　夕菜が耳を塞ふさいだ。


　和樹も同じ心しん境きようだった。心ここ地ちよい音楽とは到とう底てい言えない。単調な調べのくせに、妙みように頭に響ひびく。耳の奥で反はん響きようして、神しん経けいを刺し激げきしているようであった。


「今の時間、潮しおの関係で音が流れるんだ。どこかに洞どう窟くつでもあるんじゃろ。笛と同じ原げん理りだろうなあ」


　船長は舵を元に戻した。


　音おん源げんから遠ざかっていく。音は小さくなっていった。


「あの音はこの島には付き物なんだ。時計の代わりにしたこともあったらしい。昔の人は『笛鳴り島』なんて呼んでおった」


「でも、それがなんで……」


「島に人が住み始めたのは源げん平ぺいの昔からだというが、本当のところは知らん。とにかくいつの間にか人がいた。ところが全員変わり者というか、よそ者を酷ひどく嫌きらっておっての。誰も出て来はせんし、行きもせん。商人がたまに向かうが、島のもんの口は石のように重く、値ね段だん以外に口をきかん。わしの爺じい様さまが、子こ供どものころ遊び半分に船で上陸したんだが、島のもんに追いかけられたと言っておった」


「閉へい鎖さ的てき、なんですか」


　こう訊いたのは和樹だ。


「ここらのもんは、皆そうじゃが、あの島は特別だ。人嫌いじゃすまされんもんがある。これも爺様から聞いたんじゃが、物好きな本土のもんが島に出かけ、行方ゆくえ不ふ明めいになることはしょっちゅうだったそうだ」


　島はかなり近づいていた。簡かん素そな桟さん橋ばしもはっきりと見えるくらいになっている。


「昭しよう和わになってからは島も変わってな。島のもんが出で稼かせぎに行くようにもなって、物ぶつ騒そうなことはなくなったんだ」


「だったら、今は普ふ通つうの島なんですね」


　船長は首を振った。


「ところが島はもっと変わるんじゃ。河合かわい男だん爵しやくと奥おく様さまが移うつり住んでからな」


　和樹は夕菜と顔を見合わせた。聞いたことのない名だ。


「河合男爵は大変な金持ちでな。大たい正しよう時代に製せい薬やくで莫ばく大だいな財ざい産さんを築きずいて、昭和になってから、島を丸ごと買い取ったんだ」


「丸ごと……」


「島民もいるというのに、乱らん暴ぼうな話だ。男爵はさっきの音がたいそう気に入ったらしく、『笛鳴り島』を『音楽島』に変えさせている。それだけ河合の家に力があったということじゃろう。とにかく島は河合男爵のものになって屋や敷しきが建てられた。それから、それは奇き妙みような事じ件けんが起こるようになる」


　船長はいったん話を区切り、唇くちびるをなめた。


「島民が次々に行方不明になったんだ。まず屋敷の使用人がいなくなった。それから女、それも若わかい順から姿を消して、最後は男が消える。しかも全員河合男爵の屋や敷しきに連れて行かれ、それから出てこなくなったというのだな。死んだかどうかも分からん。そこにも噂うわさがあってな」


「噂？」


「男爵は薬で財を成した方だ。納のう入にゆう先さきがもっぱら軍ぐんや政せい府ふだったので、そこらとの繫つながりも深い。つまりだな、製薬や魔ま法ほうの実験に使われたんじゃないかといわれてるんじゃ。行方知らずの人たちは」


「実験……」


　思わず和樹は呟つぶやいた。夕菜も顔を青ざめさせている。


　対たい照しよう的てきに船長は無表情だった。


「河合男爵は変わった方でなあ。自分で薬の開発や魔法の実験に没ぼつ頭とうするから、余よ計けいそう思われたんじゃろ。あくまで噂だったんじゃが、あまりにそんなことが続くのでな、とうとう島民が本土の警けい察さつに訴うつたえた。警察としては土地の名めい士しであるし、政府とも近しい人だから気が進まなかったらしいが、無む視しするわけにもいかず屋敷に乗り込んだ。ところが屋敷はまったくの無人となっておった。なにもなかったらすぐに引き上げるはずだったが──」


　船長の喉のどが鳴った。


「骨ほねが出た」


「骨……」


「屋敷の中からごろごろとな。慌あわてて数を数えたが、行方不明になった人の半分にも足らん。屋敷中を探したが、どこからも見つからなかったそうだ。警察は河合男爵と夫人を逮たい捕ほしようとしたが、彼らも行方不明となっておって発見できない。結局、屋敷は閉鎖され、そのまま朽くち果はてるままとなったそうじゃ」


「それで、今は……」


「他県にいた娘むすめが島に帰ってきて、行方不明者の家族に独どく自じの補ほ償しよう金きんを払はらったそうじゃ。相当怨うらまれたそうじゃがの。補償のため会社や株かぶを売り払い、事件のこともあって河合の家は没ぼつ落らく。今や島の屋敷を維い持じするのに精せい一いつ杯ぱいの有あり様さまというわけじゃ」


　潮しおの流れが変わる。打ち寄せる波が小さくなっていた音を、最後に大きく響ひびかせた。


「あの音は地元じゃあ、行方不明になった人たちの怨うらみの声と言われとる。そこから、『音楽島』はいつの間にやら『怨獄島』と呼ばれるようになったのじゃ」


　音は静まった。だがその音色は、和樹と夕菜の耳に、いつまでも残っていた。


「今日は、ひときわ大きかったの」


　船長が言う。


「あの音が大きいときは、不吉なことが起こる前ぜん兆ちようと言われとるんじゃ。あんたらになにもなければいいがなあ」


　船長の顔の皺しわが、いっそう深くなる。不ぶ気き味みな沈ちん黙もくが下りた。


　突とつ然ぜん、送そう迎げい船せんが大きく揺ゆれた。


　夕菜が軽い悲鳴を上げ、和樹にしがみついた。船はなにかに激げき突とつしたかのように、震しん動どうを続けていた。


「こっ……こりゃあ……」


　船長が細かく舵かじを操あやつる。


　やがて揺れは収おさまった。


「島が暴あばれておるのか、啼ないておるのか……」


　船長の呟きは、かなりはっきりと聞こえた。


　それを耳にした和樹は、「それってなんですか？」と訊きいた。だが船長はなにも答えようとはしなかった。


　ラッタルを駆かけ上あがる音がする。仲丸が現あらわれた。


「式森、凄すごく揺れたろ」


「うん。これってもしかしたら……」


「ああ、大変だった。松田が船酔よいを紛まぎらわそうと、杜もり崎さきが昔書いたポエムを、覚えている限かぎり叫さけびだしたんだ。ラジオのＤＪごっこまであった。面おも白しろかったんだが、杜崎が暴れ出して見み境さかい無く船室を蹴けり飛ばすから、揺れがなかなか収まらなくて──」


「……そう」


　和樹の身体からだから力が抜けた。


「Ｂ組総そう出でで杜崎を抑おさえている」と仲丸は言い、船室に戻った。


　また船体が揺れる。船長は原げん因いんを知ってか知らずか、暗い表情のまま、送迎船を港につけようとしていた。





　　　　○





　港は簡かん素そなものであった。二に隻せきも停てい泊はくすればいっぱいになるスペースに、送迎船が横付けされていた。Ｂ組の生徒たちは、顔を青くした和美と、数人に抱かかえられた杜崎沙さ弓ゆみを先頭に、船から下りた。


　和樹もコンクリートの岸壁に足をつける。背せの高い建物はいっさいなく、目の前には森への道が延のびているだけであり、いかにも小島に来たという気持ちにさせた。


「おら並ならべ、ものども」


　かおりの声が港に響く。


「これからホテルに行くぞー。歩くから離はなれんじゃねーぞ」


　列の置くから手が上がった。


「先生、バスはないんですか」


「あるわけねーだろ。お前らを歩いて疲つかれさせて、くだらない企たくらみごとをさせないというわたしの深しん謀ぼう遠えん慮りよだ。ドラクエだってＦＦだって、隣村までは歩いてすますんだよ」


　即そく座ざに「だるい」「めんどくさい」「乗り物ゲットしてくれ」との声が飛ぶ。


「黙れ未み成せい年ねん型がた老人ども。わたしがヨーロッパにいたときは、歩きながらゲームボーイで『テトリス』やりながら、アルバニアに密みつ入にゆう国こくしたもんだ。合宿中は乗り物禁きん止しにテレポート禁止。歩け歩け歩け！　行くぞ！」


　拳こぶしを振り回し、かおりは先頭に立って歩きだす。


　Ｂ組一行は、ぞろぞろと進んだ。


　港から続く道は細く、なだらかな上り坂となっていた。


　ときおり鳥の鳴き声が聞こえ、涼すずしげな風も吹ふいている。


「気分いいですね」


　夕菜が和樹と並んで歩きながら言った。さきほどまでの恐きよう怖ふ心は、今は薄うすれているようであった。


「うん……」


　和樹は曖あい昧まいに答える。


　確たしかに島内は船から見た風景とは違ちがい、穏おだやかな空気に包まれていた。癒いやされる自然空間である。船長が語かたっていた出来事も、全すべて作り話のような気すらした。


　それでもかすかな違い和わ感かんはある。


「なんだか……誰かに見られている気が……」


　口の中で言う。和樹はさっきから、無む機き質しつのような、それでいて意い志しを持っているかのような、粘ねばっこい視線を感じていた。


　どこかに誰かいるように感じられる。自分たちを好このまない存そん在ざいが。森の中に潜ひそみ、静かにこちらを窺うかがっている。襲おそいもせず、騒ぎもしない。ただ見張っているだけ。だがその存在は、Ｂ組の生徒たちが監かん視しの目から外れようとした途と端たんに、容よう赦しやなく牙きばをむく。確かく証しようはないが、そんな気がする。


　道の斜ななめ前方、繁しげみの奥おくに気配がある。そこに誰かがいる。太陽の光が遮さえぎられた葉の下に潜んでいるのか。


　和樹は視線を向けないよう、前方だけを眺めていた。だが視界の隅すみで、なにかが光った。


　ザッと草をかき分けて、何者かが飛び出した。


「うわっ！」


　和樹は思わず片かた手てで顔を覆おおった。


　小こ柄がらな身体がぶつかった。そしてそのまま、尻しり餅もちをついた。


「ちょっとお！　どいてよ式森君！」


「えっ……って、酒さか井いさん？」


　高こう価かそうなデジタルカメラ片手に文もん句くを言っているのは、女子の酒井麻ま理り子こであった。


　和樹は麻理子を引っ張り上げた。


「どうしたのさ、あんなところにいて」


「シャッターチャンスを狙ねらってたのよ」


　麻理子はスカートを払はらった。


「夕菜を待ち伏ぶせして激げき写しやしようとしたのに。式森君が邪じや魔まするから失敗しちゃったじゃない」


「……僕のせいなのか」


「Ｂ組女子の中でも、夕菜の写真は貴き重ちようなのよ。ローアングルとアップを組み合わせれば、飛ぶように売れるはずなのに」


　手前に和樹がいたので、撮とるに撮れなかったと言いたげであった。


　麻理子は写真部の部員である。常つねにカメラを離さず、その腕うで前まえは「コンテストでいい線いく」レベルらしい。


　だが彼女の特とく徴ちようはそんなところにはない。実は他人の秘ひ密みつや恥はずかしい写真を撮るのが大好きなのである。一年時からただひたすらに撮りためているため、ネガを繫つなげると膨ぼう大だいな長さになるらしい。いまは手て軽がるで記録しやすいという理由からデジカメを購こう入にゆう、しかもシャッター音がしないよう改かい造ぞうを施ほどこして使用していた。


「どうしてそういうことばっかりするのかな」


「ばっかりじゃないわよ。写真を売るだけじゃなくて、買い取りも当然やってるわ。転てん売ばいやコラの素そ材ざいにすんのよ」


　だから夕菜の写真、式森君も協力してよと彼女は言った、当然無む視しする。


「酒井さん、訊ききたいんだけど、そのあたりでなにか変な感覚がなかった？」


「なによ。繁みに隠れて女子高校生を激写する女は変だと言いたいわけ」


「そうじゃなくて、もっと不気味な……」


「全然。入浴や着き替がえを撮るために、真冬の深しん夜や張り込んだ経けい験けんから言わせてもらうけど、不気味なんてこと考えてたらこの商売は成り立たないわよ」


　麻理子は胸むねを張った。


　やっぱり商売だったのかと和樹は呟つぶやき、会話を終わらせた。


　クラスの列は、かなり先へと進んだ。和樹は追いつこうと駆け出す。


　ちらりと後ろを振り返った。先ほどまでの嫌いやな雰ふん囲い気きはすでになく、元ののどかな風景であった。


　彼は列の先頭まで走った。





　着いたところはホテルというより、「洋よう館かん」と表現したくなるところであった。


「ホテルの外がい観かんが洋館風」なのではなく、「洋館をホテルに改かい造ぞう」したような建物なのである。敷しき地ち内は蔦つたがからんだ鉄てつ柵さくに囲かこまれており、格こう子しのはまった窓まどが散さん見けんされた。


　鉄製の門は開け放たれていた。かおりは手を振って生徒をうながし、中に入る。


　ぽかんと口を開けていた和樹は、慌てて従したがった。まるで昭和初期の、江え戸ど川がわ乱らん歩ぽの小説に出てきそうな館やかただった。当時はかなりモダンだったのだろう。かつての帝てい国こくホテルを連想させるレンガ部分もあり、小さな島に作られたとは思えない凝こりようだった。


　夕菜も物もの珍めずらしいのかきょろきょろしていた。和樹の袖そでを引っ張る。


「なんだかタイムスリップしたみたいですね」


「うん。史し跡せきにしてもいいんじゃないかな」


「でも、お手入れされてないみたいですよ。維い持じが大変なのでしょうか」


　夕菜が庭にわを指さした。ところどころに雑ざつ草そうが生はえており、しかもかなり伸のびていて刈かられた跡あとがなかった。


「人手不足なのかな……」


「景けい気きも良くありませんから」


　玄げん関かんはかなり大きくとられていた。両開きの扉とびらが、片方だけ開けられている。かおりがノックもしないでくぐった。


　内部はホールになっていた。吹ふき抜ぬけ同どう然ぜんで天てん井じようは高く、巨きよ大だいなシャンデリアがぶら下がっている。壁には油あぶら絵えが数点。正面に大きな階かい段だんがあり、上へと続いていた。


　Ｂ組生徒たちはぞろぞろと入った。


「こちら伊庭かおりとできそこないの生徒たち。ただいま到とう着ちやく」


　かおりが叫さけぶ。しかし返事はない。


　しばらくして、奥おくの扉が開いた。


　出てきたのは年とし若わかいメイドであった。お手て伝つだいと言ったほうがふさわしいのか、とにかくブラウンの服に白いエプロン、頭にカチューシャをつけていた。


「はい？」


　メイドは表情を変えずに返事をした。肌はだの色しき素そが極きよく端たんに薄うすく、白はく磁じの人形みたいであった。


「あー、葵学園二年Ｂ組ってもんだけど」


「ああ、合宿に来られた方々ですね。お待ちしておりました」


　静かに腰こしを曲まげて、挨あい拶さつをする。


「ただいま主人を呼んでまいります。しばらくお待ちいただけますか」


　かおりの言葉を待たず、メイドは奥へ引っ込んだ。


　また誰もいなくなった。生徒たちはやることもなく、しばらくその場にたたずんだ。


「先生、今の人、ここのメイドさんですよね？」


　和樹が訊いた。


　かおりはあくびを嚙かみ殺ころしていた。


「ん？　多分そうだろ」


「多分なんて、そんな」


「だってこの島のことなんか、簡かん単たんな地図渡わたされただけでなんにも知らねーもん。他の先生は口をつぐむか『紅尉先生に訊いてくれ』って言うしな」


「なんで紅尉先生なんでしょう。養よう護ごの先生なのに」


「昔ここらで麻ま薬やくでも栽さい培ばいしてたんじゃないの」


　つまらなそうに言う。彼女は紅尉のことが嫌いなのである。


「はあ。で、紅尉先生には訊いたんですか」


「訊くわけねーだろ。なんであいつに頭下げなきゃならないんだ。キザったらしく髪かみなんか伸ばしやがって。メガドライブの本体も持ってない男に価か値ちなんかあるのか」


「でも合宿の内ない容ようとかあるわけですから」


「合宿なんか適てき当とうにやりゃいいんだよ」


　かおりは色々と問題のある発言をした。


　やがて、階段の上で扉の開く音がした。


　誰かが下りてくる。絨じゆう毯たんが敷しいてあるためか、足音は全まつたくしない。


　メイドと共に現れたのは、まだ年若い女性であった。


　艶つややかな長い髪に伏ふし目めがちな顔立ち。二は十た歳ちになるかならないかに見える。品のよさそうな清せい潔けつ感かんのある服ふく装そう。ホテルの主人というよりは、深しん窓そうの令れい嬢じようのようだ。どこか陰かげのようなものも感じさせた。
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　彼女はホールに降り立ち、優ゆう雅がな仕し草ぐさで腰を折おった。


「ようこそいらっしゃいました」


「どーも」


　かおりが軽く片手を上げる。


「当屋敷の主人、河合さゆ香かと申します」


「わたしは伊庭かおり。こいつらは手下」


「あなたがたのことは葵学園の森もり校長からうかがっております。連れん絡らくをくだされば、お迎むかえにあがりましたのに」


「電車の中でも船の中でもゲームボーイやりすぎてね。電話する暇ひまもなかったんだ」


　職しよく務む放ほう棄きに近いことをさらっと言う。


「そうですか。合宿の内容のことはご存ぞんじですね」


「全然」


　さゆ香の表情が、ほんの少しだけ曇くもった。


「まあ……それは困こまりました」


「わたしはちっとも困りません」


「いきなりの本番になってしまいますが、それでよろしいのでしょうか」


「なんの問題もないですね」


　根こん拠きよなき自信のままうなずくかおり。生徒の間からはさすがに「なに言ってんだこの担たん任にん」の声が上がったが、そのまま流された。


「そうですか。ではお部屋へどうぞ」


　さゆ香が手を上へ向けた。


「二階と三階がお客様の泊とまる部屋となっております。わたくしは四階におりますので。瑞みず葉は、用意は調ととのっていますか」


　メイドが機き械かい的に首を振った。


「申し訳ございません。まだ、一部のお部屋の用意が調っておりません」


「まあ……なんということでしょう」


　さゆ香は大おお仰ぎように眉まゆを潜ひそめる。


「誠まことに申し訳ありません。ただちに用意させますので、しばらくお待ちいただけますか？」


「いいですよ」


　かおりが答える。


　メイドの瑞葉は階段を登っていった。


　しばらく、ホールがしんとした。さゆ香はいたが、なにも言わなかった。かおりも黙っており、Ｂ組の生徒たちもなんとなく沈ちん黙もくしている。


　和樹は妙みような気分になった。東京から離はなれた小島に古びた洋館。若き女主人に人形のようなメイド。そして謎なぞの言い伝え。まるでミステリかホラーの映えい画がみたいで、その中に自分がいることが不思議に感じられた。


　そう、まるでミステリだ。それも因いん習しゆうや、恨うらみ辛つらみが重かさなったような、ドロドロとした猟りよう奇きじみたものの。


　ここは島なのだ。地続きではない。今はいいが、ちょっとしたことで、司し直ちよくの手の届とどかない、真しん空くう地ち帯たいになりうるのだ。


　兆きざしはある。港から、謎の視線にさらされていたではないか。誰だかは分からないが、到とう底てい好こう意いとは思えないあの視線に。


　和樹は背せ筋すじを震ふるわせた。想そう像ぞうにすぎないのだが、送そう迎げい船せんでの話と、それに続く出来事が不安をかき立てていた。


　そんなことを考えていたら、さゆ香と目があった。急いで会え釈しやくをする。


　女主人はかすかに微笑ほほえんだ。





　到とう着ちやくが遅おそいため、初日に魔ま法ほう修しゆ行ぎようはおこなわれなかった。もう暗いから、というより、かおりが時間を間ま違ちがえたのである。


　部屋に荷物を置いて少し休きゆう憩けいしていると、すぐ夕食となった。


　和樹たちは一階ホールに隣りん接せつした食堂へ向かった。


　食堂は、Ｂ組生徒が丸々入れる大きさであった。長いテーブルが二本、平行に並んでいる。どの座席にも立りつ派ぱな皿さらと銀ぎん製せいのナイフとフォークが置かれていた。


　合宿の食事とは思えない豪ごう華かさである。すでにフランス風に調理された肉にくや魚が運はこばれている。


　かおりが「おらー、座すわれー。食器を持って帰ろうとすんじゃないぞ。あとで数を確かく認にんするからな」と叫さけぶ。


　和樹は着席をした。テーブルの前の方、夕菜の隣である。すぐ先にはさゆ香がいる。珍しいことに、屋や敷しきの主人も一いつ緒しよに食事をとるようであった。壁かべ際ぎわには配はい膳ぜんのためか、数人のメイドが並んでいた。


　夕食が始まった。


　あっという間にホールは喧けん噪そうに満みちる。このようなちゃんとした食事の席なら少しは遠えん慮りよするものだが、Ｂ組生徒にそのような常じよう識しきは通用しない。誰と誰は裏うらで繫つながっているだの、他クラスへの買ばい収しゆう問題が発はつ覚かくして責せき任にんを他者になすりつけるのに忙いそがしいだのといった会話が続いている。たまに静かにしているものがいるが、テーブルの下でメモを回して裏工作に励はげんでいた。


「お元気なクラスでなによりですね」


　さゆ香がかおりに話しかけた。


「元気の使い方を間違ってます」


　かおりは骨ほねのついた鶏とり肉にくを丸ごと口に放ほうり込んだ。


「一日中ゲームでもさせとけば騒ぎ立てられずにすむんですけどね。合宿で体力を使うのもありでしょうけど」


　吐はき出すようにして骨を皿に入れる。


　不ぶ作さ法ほうな仕し草ぐさを見ても、さゆ香はにこやかな表情を崩くずさなかった。


「あのように元気な生徒のみなさんなら、魔法修行も楽しみですわ」


　彼女はメイドに合あい図ずをして、ミネラルウォーターを持ってこさせた。各席に注がれていく。


「あの……」


　恐おそる恐る話しかけたのは、和樹であった。


「その、合宿の内ない容ようって、ご存じなのですか」


「ええ、存じてます」


　さゆ香はゆっくりと言った。


「この屋敷は数年に一回、葵学園の生徒さんを修行のために受け入れております。内容は毎回変わりません。わたくしもお手伝いさせてもらっていますから」


「えーと、こんな立りつ派ぱな家に泊とまっていいのかな、と」


「遠えん慮りよなさることはありません」


「でもやっぱり、人の家ですから」


「そんなことありませんよ。当家の始し祖そである河合秀しゆう一いち郎ろう男だん爵しやくは、葵学園の理り事じでもあったのです」


　思わず、「えっ」と声を漏もらした。隣の夕菜も、かおりでさえ驚おどろいた顔をしている。


「初代は薬品で財ざいを成した人間ですが、魔法にも大変造ぞう詣けいの深い人物でした。葵学園にも積せつ極きよく的に出しゆつ資しし、年の大半を東とう京きようで過ごしたときもあったと聞きます。以来、わたくしたちは葵学園への協力を惜おしまないのです」


「でもここ、ご自じ宅たくですよね」


「構かまいません。初代が非ひ常じように大きく建ててしまったものですから、部屋は余あまっております。それに、お恥はずかしい話ですが、当家はこの屋敷を維持するのに精せい一いつ杯ぱいなのです。お客様をお泊めさせて、糊こ口こうをしのいでおります」


　ホテル代わりにして収入を得ているのである。この合宿でも、学校側から宿しゆく泊はく代だいが払われるのであろう。庭の手入れのなさからも、河合家が厳きびしい状じよう態たいにおかれていることは、和樹にもなんとなく分かった。


「でもその、なんというか、この屋敷や島の噂うわさがあるわけじゃないですか。なのに、えー」


　はっきり言えず、言葉を濁にごす。


　さゆ香は気にした様子を見せなかった。むしろ微笑ほほえんでいた。


「噂のことは知っておりますし、事実も含ふくまれています。ですが正せい確かくではありませんわ。使用人がいなくなったのは事実ですが、単に暇ひまをとったものと思われます。初代が薬品の研究に没ぼつ頭とうしていたのは、自分の妻つまのためなのです」


「奥おくさん、なんですか？」


「はい。男爵の妻はもともと身体からだが弱く、難なん病びように冒おかされていました。初代はなんとかして治なおそうと努力をし、研究を続けていました。音楽島を買い取ったのも、妻の療りよう養ようのためだと伝えられています。残念ながら……病びよう魔まを駆く逐ちくすることはかないませんでしたが」


「子こ供どもはいなかったのですか」


「おりました。でなければ、わたくしはこの場におりませんわ」


　くすりと笑う。確かにその通りだ。


　和樹はふと思いだした。


「そういえば、警けい察さつの調ちよう査さで、この屋敷から骨が出たって聞きましたけど」


　さゆ香の瞳ひとみが、わずかながら曇くもった。


「……それは、どうでしょう。ただの噂では？」


「そうかもしれませんけど……」


　和樹は仕し方かたなく、ナイフとフォークを動かした。


　さゆ香がじっと見つめる。


「……当家に興きよう味みがおありなんですか？」


「えっ、いや、そういうわけじゃ」


　しどろもどろになる。


「ただ、来る途と中ちゆうで色んな話を聞いたものですから。でも、そうですね、すみません。紅尉先生に聞いとけばよかった」


　紅尉の名を出したのは偶ぐう然ぜんで、かおりが言っていたことを覚えていただけなのだが──


　さゆ香の表情が、はっきりと分かるほどの翳かげりを帯おびた。


　視線こそ外さないが、好意的なものではなくなっている。不快とまではいかなくとも、明らかに言いたくない、言って欲しくない名前のようであった。


　これにはさすがの和樹も気がついた。


「あ、その、えと、ごめんなさい。あの……僕がなにか……」


　さゆ香は無言のままだった。ナイフとフォークを持ったまま、じっとしている。


　やがて、ゆっくり口を開いた。


「わたくしは……」


　その時。


　かすかな、消え入るような声がした。


　小さかったが、食堂内にやけに響ひびいた。食事をしていた生徒たちの手が一いつ斉さいに止まる。和樹や夕菜、さゆ香も話を中ちゆう断だんした。


　悲ひ鳴めいであった。女の子のかすかな悲鳴がしたのだ。


　何人かは頭上を見上げていた。その声は天てん井じようから聞こえてきたように感じられた。不安げにしている生徒もいる。


　さゆ香が後ろを向き、メイドの一人を手招きする。


「上に誰か残っていましたか？」


「いいえ。わたくしたちは全員下に降りております。この場にいないものも厨ちゆう房ぼうに……」


「もう一度……」


　突然、かおりが立ち上がった。


「おい、酒井はどうした？」


　言われて、生徒たちも見回した。食堂の中でただ一人、盗とう撮さつ少女酒井麻理子の姿がなかった。彼女の席だけが空あいていた。


「さっき、先に部屋に戻っちゃいました。お宝たから画が像ぞうを整せい理りするって」


　女子生徒の一人が答える。


「こんな時に勝かつ手てな……って、おいまさか」


　かおりの顔が歪ゆがむ。食堂がざわついた。


「先生、わたし見てきます！」


　夕菜が叫さけんだ。同じ部屋なのだ。


「和樹さん、一いつ緒しよに来てください！」


「わ、分かった」


　彼女は小走りに食堂を出た。和樹も急いで後に続いた。


　他の生徒も何人かついてきた。一緒に階段を駆け上る。


　麻理子が戻もどったはずの部屋は、ちょうど食堂の真上だった。


　鍵かぎはかかっていなかった。夕菜が何回か手を滑すべらせながら開ける。


「酒井さん……あっ！」


　彼女は口に手を当てた。


　ベッドが並ぶ部屋の中央に、麻理子がいた。


　制せい服ふく姿すがたでうつぶせとなり、ぴくりとも動かない。伸びた指の先には愛用のデジタルカメラがあった。争った跡あとはなく、部屋が荒あらされた様子もない。ただ麻理子だけが倒たおれていた。
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　夕菜はこの光こう景けいを見て立ちつくし、和樹も絶ぜつ句くしていた。最さい悪あくの出来事に声もない。


　駆け寄ったのは、他のクラスメートたちだった。


「酒井！」


「酒井さん！」


「麻理子！」


　だだっと走る。そして床ゆかのデジカメを拾ひろい上げた。


「こいつは俺おれが処しよ分ぶんする！」


　仲丸が大声で言った。続けて、


「部屋を探れ、他にも隠かくしているぞ！」


「仲丸君、メモリーカードを始し末まつして！　削さく除じよだけじゃ安心できないから、破は壊かいするの！」


「分かってる。松田、酒井の手て荷に物もつを徹てつ底てい的てきにチェックするんだ。カバンの裏うら地じや二に重じゆう底ぞこに気をつけろ！」


「任まかせて！」


　Ｂ組生徒たちは、床の麻理子を放置したまま、室内を漁あさりだした。


　和樹と夕菜は啞あ然ぜんとした。血ち眼まなこになって私物を探し回るクラスメートの姿に、別な意味で立ちつくす。


「おい仲丸！」


　ショックが抜けないまま、和樹は怒ど鳴なった。


「なにやってんだ！　酒井さんが、こんなことに……」


「馬ば鹿か野や郎ろう、だからチャンスなんじゃねえか！」


　仲丸が怒鳴り返した。


「酒井の奴、どれだけ盗撮写真を持ってるか知ってんのか!?　裏取引や買ばい収しゆうの証しよう拠こ写真まであんだぞ。処分しないとこっちの身が危あぶない」


　つまり絶ぜつ好こうの機会だというわけだ。滅め茶ちや苦く茶ちやな言い分に、和樹は目を白黒させた。


「……あのな、酒井さんのことを……」


「じゃあお前が面めん倒どう見てくれ。まだ生きてるぞ」


　二人は慌てて近寄った。


　そっと麻理子を仰あお向むけにし、背せ中なかに手を入れる。暖あたたかかった。


　夕菜が脈みやくを計った。何度か指を動かし、うなずく。


「よかった……」


　見たところ外傷もない。気絶しているだけのようだ。瘤こぶや殴なぐられた跡あともなかった。魔ま法ほうで眠ねむらされたのかもしれない。


　ほっとすると同時に、疑ぎ問もんが湧わいてきた。


　麻理子が部屋に戻ったのは画が像ぞうの整理のためだろうが、誰が魔法をかけたのだろうか。自分で自分を眠らせたりはしないから、この部屋には誰かがいたはずなのである。


　これを解決するには、麻理子自身に訊くしかない。


「夕菜、酒井さん、目を覚ましそうかな」


「分かりませんけど……」


　すると「ううん……」と声が漏もれた。麻理子の唇くちびるが震えている。


「酒井さん、酒井さん!?」


　念のため揺ゆさぶることはせず、耳元に声をかける。


「ん……あ……」


　瞼まぶたがうっすらと開かれようとした。


　と、和美が寄ってきた。


　ぱっと麻理子の顔を覗のぞき込む。目を無理矢理開かせ、視線を合わせる。和美の瞳ひとみが光る。


　麻理子はまたも意い識しきを失った。


「なっ、なっ、なんてことするんだ松田さん！」


「まだ写真の始末が全部すんでないのよ。ここで起きられたらまずいでしょうが」


「そんな……せっかく目を覚ましそうだったのに」


「だからよ」


　まるで強ごう盗とうの台詞であった。


　和美と仲丸たちは、まだ麻理子の手荷物を探さぐっていた。とにかく写真や画像データに関係してそうなものは片かた端はしから処分している。しかもベッドの下や壁かべ紙がみの隙すき間ままで確かく認にんする念の入れようであった。


　和樹と夕菜は、クラスメートを説得するのは諦あきらめた。


「どうしましょう」


「とりあえず、酒井さんを下に運ぼう。ここよりいい」


「そうですね」


　二人は麻理子の身体を持ち上げた。





　　　　○





　麻理子は一階、メイドたちの部屋に寝ねかされることになった。そこでメイドが交代で面倒を見てくれるとのことであった。


　クラスメートたちには多少の動どう揺よう（もっぱら盗とう撮さつされた経験があるものたちの間で）があったものの、和樹が説明することによって収おさまった。特に写真を仲丸たちが破は棄きしたことが、安あん堵どの大きな要よう因いんとなっていた。


　食事のあと、生徒たちは自室に返された。かおりからはお定まりの「あまり酒井のことを話題にしないように。言っても無む駄だだろうけど」との指し示じがあったが、その通り誰だれも守らなかった。なにより盗撮写真を取り上げることに成功しているため、遠えん慮りよなく話題にした。


　和樹と夕菜も例れい外がいではない。


「酒井さん、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか」


「寝てるだけで、命に別べつ状じようはないって言ってたけど」


　和美のかけた魔法が強力だったため、麻理子はしばらく目を覚ましそうになかった。


「でもそれはそれで困こまっちゃいますよね。酒井さんに起きてもらわないと、誰が犯はん人にんか分かりません」


「警けい察さつには連れん絡らくしたのかな」


「それが酷ひどいんですよ。伊庭先生にお願いしたんですけど、駄目って言うんです」


「なんで」


「河合さんに止められているんです。『どんなことがあっても修しゆ行ぎようの一いつ環かんだから、外部と連絡はなさらないでください』なんですって」


　夕菜は口を尖とがらせていた。


「なんでだろうね。緊きん急きゆう事じ態たいなのに」


「なんか伊庭先生も面倒くさがってるし。クラスメートが酷い目にあったのに、のんびりしてるなんて」


　結けつ構こう本気で怒おこっている。彼女はクラスメート全すべてが好きなのだ。それだけに、麻理子に暴ぼう行こうを加えたものが許ゆるせないのだろう。


「こうなったら、わたしたちだけでも犯人を捜さがさなきゃ」


　決意を示しめすかのように、拳こぶしを握にぎる。顔もやや紅こう潮ちようしていた。


　同感ではあるが、和樹はいまいち踏ふん切りがつかなかった。


「だけど、どうやろう。僕たち素人しろうとだよ」


「聞き込みです」


　と夕菜が言った。


「クラスのみなさんに訊きいて回るんです。色々手がかりになることを」


「協力してくれるのかな。ウチのクラスの連中は、トラブルに喜ぶことはあっても、解決したがらないからなあ」


「してくれますよ。みなさんだって、こんなこと許せないはずです」


「うーん」


　許しそうな気もする。


「和樹さんっ」


　いらいらしたように夕菜が言った。


「こんなに仲のいいクラスなんですから、手伝ってくれます」


「そうかな……」


「しっかりしてください。わたしたちがやらなかったら、第二第三の犠ぎ牲せい者しやがでるかもしれません。防ふせがなきゃ」


「なんか探たん偵ていみたいだね」


「みたいじゃなくて、そういうことをするんです。舞まい穂ほちゃんにも頼たのみますから、和樹さんは男子に聞き込みをしてください」


　和樹は夕菜に背中を押され、部屋へ戻った。





　和樹の泊とまる部屋は四人部屋であった。古そうなベッドが四つ、無む造ぞう作さに並んでいる。


　同室者には、例によって仲丸がいた。こういう行ぎよう事じはたいてい一緒になる。偶ぐう然ぜんなのか必然なのか悩なやむところだ。


　早さつ速そく聞き込もうとしたが、なかなかきっかけが摑つかめない。事件のことを訊きづらいというより、陰いん謀ぼうを練ねったり逆さか立だちをしたりと奇き矯きような行動をとっているやつが多いのである。


　仕し方かたがないので窓まどの外を眺ながめた。すでに暗くなり、波の音だけが響ひびいていた。


　館やかた全体に、闇やみの音色と静けさが染みこむようであった。


「不ぶ気き味みな館だよね」


　和樹は呟つぶやいた。


「そうか？」


　仲丸が返事をした。さっきからベッドの上で跳とんだり跳はねたりと、子こ供どもみたいなことをしている。


「そうじゃないか。おっかない噂うわさがあったり、謎なぞめいた人が住んでいたり。だいたい島の名前が怖こわいよ」


「これくらい普ふ通つうだろ」


「『怨獄島』のどこが普通だよ」


「いい名前じゃないか」


　仲丸の台詞せりふに、他の同級生たちもうなずく。


「耳に心ここ地ちよく、気分が落ち着く」


「世間への憎ぞう悪おだけで作られた文字がたまらん」


「完成された詩のようだな」


　一いち様ように賛さん辞じを送った。冗じよう談だんではなく本気で言ってるあたりがおかしい。


「あのさ」


　和樹は呆あきれた。ようやく話すきっかけが見つかったと思ったらこれであった。


「呑のん気きなこと言ってる場合じゃないだろ。酒井さんが襲おそわれたんだから、もっと真しん剣けんになろうよ」


「俺たちはいつも真剣だぞ」


「確たしかに、俺たち以上に真ま面じ目めな高校生は日本でもそういないな」


「真面目すぎて休きゆう息そくが必要なくらいだ」


　いつも休息しているくせに、と和樹は心の中で罵ののしった。


「だから酒井さんが襲われたんだってば！　襲われたってことはどこかに犯はん人にんがいるってことじゃないか。不安じゃないのか!?」


　どこにいて、誰なのかは不明だが、麻理子を襲しゆう撃げきした人物が存そん在ざいするのである。しかも動どう機きすら分からないのだ。なんとも言えない不気味さがあった。


「ま、式森の考えも分かる」


　珍めずらしいことに、仲丸が賛さん意いを示しめした。


「へたをしたら俺たちＢ組のクラスメートの中に、犯人がいるかもしれないんだからな」


「そう、そうなんだよ」


　うんうんとうなずく和樹、


「例えば、よっぽど酒井さんを怨うらんでいる人が……」


「心当たりがありすぎるな」


　と仲丸。


「……そうなの？」


「あいつが盗とう撮さつ写真をたくさん持っているのは知っているだろう。ウチのクラスだけじゃなくて、教きよう職しよく員いんもやられているぞ。なにか怨うらみを持ってる人間の数なら百人はいく。松田なんか『これで頭ず痛つうのタネがひとつ減へった』って喜んでたからな」


「でも……」


「つまり、全員に動機があって容よう疑ぎ者しやなら、全員が容疑者になりえないってことだ」


　それなりにまともな意見である。さすが仲丸、ひねくれてはいても馬ば鹿かではない。


　和樹は腕うでを組んだ。混こん沌とんである。


「うー、分からないなあ」


「初めから考えないと楽でいいぞ」


「そうもいかないだろ」


　夕菜も頑がん張ばっているんだし、とは言えない。


　和樹はちらっと、ベッドに寝ころんでいる生徒を見た。


「手て島じまはどう思うの」


「なにが」


「酒井さんのことだよ」


　和樹の言葉に、手島秀ひで夫おは上半身を起こした。


「そりゃ犯人はいるよ。酒井が自分で自分に魔法をかけたんじゃないなら」


　小こ柄がらなクラスメートは答えた。


　手島は、同じＢ組の六む車ぐるま迅じんと並び、「マンガに出てくる少年探たん偵ていのよう」と評されている。どちらも機き敏びんな動どう作さと明めい晰せきな頭脳を持ち、成績も優秀。ただし、ひねくれた思考からひねくれた回答しか導かず、「自動冤えん罪ざい発はつ生せい装そう置ち」とも呼ばれていた。


「誰？」


「すぐには分からないよ。ただ、そこに近づくことはできる」


　ベッドの上に座る。仲丸も彼の言葉に耳をそばだてた。


「つまりだな、動機が全員にあるんなら、そこから犯人探さがしをするのは無理ってことなんだ。だから別のアプローチが必要になる」


　手島は嚙かんでふくめるように言った。


「酒井が襲われたときのことを考えるんだよ。あれはいつだった？」


「夕食のとき」


「そのとき誰がどこにいたかだ。いなかった人間を探せばいい」


「でも、みんな食堂にいたんじゃないかなあ。ご飯食べてたんだし」


　と和樹。


「式森はどこにいた？」


「食堂だよ」


「他の、例えば僕がどこにいたか覚えてる？」


「知らないよ」


　そのときはさゆ香と会話をしていたのだ。


「だろ。みんな注意なんかしてないんだ。それこそトイレに行くふりをして、上に行けばいい。だから、事じ件けんが起こる前にいなくなった人物が怪あやしい。前後両隣に誰が座っていたか、壁かべ際ぎわに誰がいたかとかだけでも聞き込んで、集しゆう計けいすればいいんじゃない」


　和樹は訊き返した。


「悲鳴はどうすんの。あのときいなかったのは酒井さんだけで、あとはみんないたよ」


「そうだね」


　あっさりと手島は言う。


「じゃあ犯はん人にんなんて……」


「生徒じゃないんじゃない？」


　反はん論ろんしようとして、和樹は言葉を詰つまらせた。


　確かにそうだ。なにもＢ組内部の犯行とは限かぎらない。むしろ、他者の仕し業わざと考える方が普ふ通つうなのだ。


　あまりにもＢ組生徒たちがあくどいので、まず身内を疑うたがってしまったが、やはり不自然だ。それこそ夕菜の「こんなに仲のいいクラス」という言葉が正しいのかもしれないのだ。


「式森だって、この館やかたは怪あやしいって思っているんだろ？」


　納なつ得とくしたかと言いたげな手島。


「じゃあこの館の誰かが犯人……」


「一人しかいないけどね」


　再ふたたび無言になる和樹。そうだ、心当たりは一人しかいない。


　手島はゆっくりと、


「犯行時刻は食事時。ただし僕らは全員食堂にいた。以上のことを勘かん案あんすると犯人は──」


　彼は告げた。


「式森だ！」


　和樹は転てん倒とうしそうになった。


「ちょっと待った、なんで僕が犯人なんだ！」


「式森は夕菜ちゃんと仲がいい。舞穂ちゃんとも仲がいい。十分な動機だ」


「動機じゃないよ！　酒井さんが襲われるのとなんの関係が……」


「よくある手だ。全然関係のない人間を襲って、自分への疑いを逸そらそうとする」


「疑われていたのか!?」


「これから疑う。きっと酒井のデジカメに自分の不利になることが映っていたに違いない。それに女にもてる。やっぱり式森だ」


「なんか繫つながってないぞ!?」


　弁べん解かいする和樹。仲丸が感心したように、


「さすが手島だ。早くも式森が犯人だと推すい理りしたか」


「まあね」


「しかし『女にもてる』だけじゃ理由として弱いな。もっと別の罪つみを被かぶせよう」


「なるほど。『実は革かく命めいを企んでいる』はどうだろう」


「……おい、本当は僕が犯人じゃないって思ってるんだろ」


　仲丸と手島は和樹の台詞せりふを無視していた。


「革命なら騒そう乱らん罪ざいだな。罪としては大きいぞ」


「いっそ世せ界かい征せい服ふくなんてどうだ」


「もっと身近で、例えば麻ま薬やくの常習者だとか……」


　馬ば鹿か馬鹿しくなり、和樹は部屋を出た。いつまでも一緒にいたら、こっちまで変な思し考こうを植え付けられそうになる。


　廊ろう下かには、夕菜と栗くり丘おか舞穂が待っていた。


　夕菜は相変わらず全身にやる気をみなぎらせている。舞穂はどちらかというと、「面おも白しろそうだからついてきた」という雰ふん囲い気きだ。


　和樹は夕菜に引っ張られ、廊下の隅すみに連れていかれた。


「どうでした？」


　声を潜ひそめて夕菜が訊く。


「んーと、馬鹿な意見ばかり聞かされた。夕菜は？」


「あまりいい証しよう言げんはありませんでした。酒井さんが襲われたことより、写真のことを心配していたみたいで。中なか田たさんなんか『まだ安心できない。寮りように帰ったら部屋を全部捜そう索さくしないと』なんて」


　彼女はピンク色の手帳をめくった。細かい字でびっしりと書いてある。


「でも女子は食堂から出入りしてなかったみたいです。トイレにも行かなかったですから。メイドの人たちの方が、よっぽど出たり入ったりしてました」


　やっぱり、と思わざるを得ない。手島の言葉を借りると、「犯人は生徒ではない」のだ。


（あの人が、メイドに命令してやらせた、とか）


　忠ちゆう実じつそうなメイドたちである。言うことには従したがうだろう。


（でも、どうしてだろう）


　動どう機きが思いつかない。葵学園全体とは関係があっても、自分たちと接せつ点てんがないはずなのだ。


「和樹さん？」


　考えていたら、夕菜に怪け訝げんな顔をされた。


「ああごめん、なんだって？」


「舞穂ちゃんが伊庭先生に頼たのんだんですって。外と連れん絡らくを取って欲ほしいからなんとかして欲しいと」


「駄目なんだよね」


　舞穂は首を縦たてに振った。


「うん。だけどね、念ねん話わで紅尉先生になら通じるんだって。ここの人に黙ってやればなんとかなるみたい」


「紅尉先生、念話嫌きらいじゃなかった？」


「舞穂もそう思ってたんだけど、伊庭先生なら大だい丈じよう夫ぶみたい」


「そっか……」


　肝かん心じんのかおりが紅尉を嫌っているが、これは頼み込めばなんとかなるかもしれない。孤こ立りつした島ではなく、外部との連絡がつくというのは大助かりであった。


「一安心なのかな」


「でもわたしたちだけということに変わりはありませんから……そうだ、わたし、考えたんですけど」


　夕菜が声を潜めた。


「酒井さんが襲われた理由なんです。クラスのみなさんが、写真、写真って言ってますよね」


「うん。酒井さん、盗撮得意だから」


　来る途中、夕菜のローアングルショットをものにしようとしたくらいである。


「それなんです。もしかしたら酒井さん、なにかとんでもない秘ひ密みつを撮さつ影えいしたんじゃないんですか？」


「あ……」


「どうして酒井さんなのかがずっと分からなかったんですけど、これなら説明がつきます。彼女はなにかを写したんです」


　理り屈くつは通っていた。


　どこかで麻理子はなにかを写したのだ。なにかは不明だが、もしかしたら、麻理子自身にもその価か値ちが分からないものなのかもしれない。とにかく犯人は彼女が一人になるのを待ち、襲った。


「酒井さんのカメラを調べてみましょう！」


「いや、駄目だよそれ」


　クラスメートが散さん々ざん漁あさったのである。おまけに破は棄きしてしまったのだ。残っているはずがない。


　夕菜に説明をすると、彼女もがっかりした顔をした。


「手がかり、なくなっちゃいましたね」


「うん。そうだけど……」


　動機こそ不明だが、怪あやしい人物はいるのである。


　しかしそれを口にしていいのかどうかためらわれた。この屋敷の主人のことを、和樹はなにも知らないのだ。


　夕菜が和樹の顔を覗のぞき込んだ。


「和樹さん、なにを考えているんです？」


「いや、えーとね、ここの女主人のことなんだけど」


「河合さゆ香さん、あの方が犯人だと思っているんですか？」


　すばり訊かれた。


「いやまあ……」


「実はわたしもそんな気がしてるんです」


　意外にも、夕菜もすんなり認みとめた。


「あまりこんな疑い方しちゃいけないような気もするんですけど、一番怪しいのって、あの人なんですよね」


　彼女も手島と同じ考えをしているようであった。容よう疑ぎ者しやからクラスメートを除じよ外がいすれば、その結けつ論ろんに達たつするのはそれほど難むずかしくない。


「そうなんだけどさ、やっぱりそれも変なんだよね。なんで河合さんが？」


「ええ……」


　二人は頭を悩ませた。どうにも肝かん心じんなところがぴりっとしない。


　ぬるいというか薄うすいのだ。麻理子のデジカメにあった画像データがあれば別なのだろうが。


　和樹はふと顔を上げた。階段下、一階をさゆ香が歩いていた。


　遠くから見ても、第一印象と変わりはない。品のある、柔やわらかな雰ふん囲い気き。とても麻理子を襲ったように感じられない。


　さゆ香がこちらを見上げた。ふっと微笑ほほえむように、目を細めていた。


　和樹はどきりとした。脇わき腹ばらを夕菜がつついた。


　屋敷内にはかおりの「おら寝ろ、消しよう灯とうだぞー」という声が響いていた。





　　　　○





　夜、和樹はトイレに行った。


　この館やかたは各部屋にトイレがない。各階に男女別のトイレが独どく立りつして置かれているのである。そのため、いちいち部屋からでなくてはならない。


　さっさとすませ、暗い廊ろう下かを歩いた。


　どことなく寒かった。外はそれほどではないはずなのだが、中だけ温度が下がっている気がする。洋館の雰ふん囲い気きがもたらす錯さつ覚かくだろうか。


　廊下に面した窓まどからは、月明かりがうっすらと差し込んでいた。


　この明かりもまた、ミステリアスな気分を盛り上げるのに一役買っている。和樹の気持ちがよどんできた。


　気を紛まぎらわそうと、月明かりをたどった。


　明かりは、壁に掛けられた油あぶら絵えを照てらしていた。


　廊下には絵が数点飾かざられている。大半が静せい物ぶつ画がだが、一点だけ人物画がある。それが暗闇やみに浮かび上がっていた。


　中年の男性であった。


　髭ひげを蓄たくわえた紳しん士しだ。タキシードに身を包んでいる。いつの時代の人かは不明だが、百年以上前ではない。


（この人……）


「絵に興きよう味みがおありですか？」


「わっ！」


　後ろからいきなり言われ、和樹は跳とび上がった。


　背はい後ごにいたのはメイドの瑞葉であった。


「申し訳わけありません。驚おどろかせるつもりはなかったのですが」


　機き械かいのように頭を下げた。


「いや、ちょっと、びっくりしただけですから……。いつからそこに？」


「さきほどです。ずっと絵をご覧らんになっておられたので、声はかけませんでした」


「興味ってほどじゃないんだけど……」


　もう一度油絵に目をやる。


「この人ってさ……」


「おっしゃるとおりです」


　瑞葉が言った。


「え？　僕はなにも……」


「その方は初代の河合男だん爵しやくです。この屋や敷しきを建てられた方でもあります。そうお考えになられていたのでは？」


「……あたり」


　認めるしかなかった。和樹はずっとそのことを考えていたのだ。


　瑞葉は足音を立てずに近寄った。


「河合男爵は薬品で財ざいを成された方ですが、同時に殺さつ人じんの汚お名めいを着せられた方でもあります。そのため県けん史しにすら名は残っておりません。ですが、河合家の創そう始し者しやでもありますし、当屋敷ではこうして絵を掲かかげているのです」


　そういえば、この絵は階段のすぐ上、下から昇ってきたものが真っ先に目につくように飾られていた。


「……私は、河合男爵が世間で噂うわさになったような殺人者ではないように思うのです」


　瑞葉は肖しよう像ぞうから目を離はなさなかった。


「河合男爵は奥おく様さまの病気を治す研究に没ぼつ頭とうしていました。その過か程ていで動どう物ぶつ実じつ験けんや劇げき薬やくを扱あつかうこともあったでしょう。それが誤ご解かいとなった。でも、たとえなんらかの間ま違ちがいがあったにせよ、奥様を治ち療りようする一心から出たものであったと、私はそう信じております」


　弁べん解かいというより、心からそう信じ切っている口調であった。


　もしかしたら信しん仰こうに近いのかもしれない。瑞葉の表情は、月明かりに照らされ白く輝かがやいていた。
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　あえて和樹は訊いた。


「あの、メイドさん」


「瑞葉で構かまいません」


「えーと、瑞葉さんは、前からこの屋敷にいるんですか？」


「そうですね。ご主人様にお仕えしてから、かなり長くなります」


「だからその、河合男爵のことをそんな知っているんですか？　何十年も前の人なのに」


「はい」


　かすかに笑ったようであった。


　何な故ぜか和樹は背せ筋すじが寒くなった。なにか言おうとしたが、口がうまく回らない。


「じゃ、じゃあ、その、この屋敷のことも当然知ってるんですよね。それに葵学園の合宿のことも……そうだ、合宿だ」


　忘わすれかけていたことを思い出す。


「なんで、こんなところで魔ま法ほう合宿をおこなうんです？　遅おそくついたのは仕方ないけど、ここでやらなくてもいいじゃないですか。それに酒井さんの事件があっても警けい察さつに連れん絡らくしちゃいけないなんて酷ひどすぎる」


　和樹は寒気を吹ふき飛ばそうと、台詞せりふに力を込めた。


　瑞葉の口調は変わらなかった。


「理由はございます。合宿のことも、外部と連絡を取らないことも」


「どんな……！」


「すぐにお分かりになります」


　静かだが、有う無むを言わせなかった。


　和樹は言葉を失った。瑞葉は油絵の前から離れた。


「失礼いたします。明日の支し度たくがありますので。お客様も、もうお休みになられた方がよろしいかと思います」


「……こんなこと聞かされたら、眠ねむれないよ」


「お休みになられることをお薦すすめします。明日になれば」


　今度の彼女は、明らかに微笑ほほえんでいた。


「また事件が起こるでしょうから」


　瑞葉は階段を下りていった。


　和樹は立ちつくしていた。人形のようなメイドが最後に告げた言葉が、頭の中を回転していた。それは徐じよ々じよに、気味の悪い予感となって全身を覆おおっていった。


　予感は、あるいは瑞葉の台詞せりふは正しかった。


　朝、夕菜が行方ゆくえ不明になっていた。





　　　　○





「ＳＯＳだ」


　養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉晴はる明あきは言った。朝の保ほ健けん室しつは、日光のせいでまぶしかった。


「紅尉先生がＳＯＳですか？」


　風かぜ椿つばき玖く里り子こは、さも珍めずらしそうに言った。隣となりの神かみ城しろ凜りんも意い外がいそうな顔をしている。この保健室の先生が、誰かに救きゆう援えんを求めることなど、想像もつかなかった。


「私ではない」


　と紅尉は答えた。


「伊庭からだ。事件が起きて手こずっているらしい」


「伊庭先生？　それも珍しいですね」


　二年Ｂ組担たん任にんの伊庭かおりは、ゲームと昼寝が好きな遅ち刻こく魔まであり、おまけに授じゆ業ぎように熱ねつ心しんではない。しかし性せい格かくが暗いわけではなく、むしろアグレッシブである。へこたれることがない。当人は「これも全すべてゲームのおかげ。ゲーム脳のう万ばん歳ざい」と広こう言げんしていた。


「合宿先で手こずっているらしい。もう少し簡かん単たんにいくかと思っていたのだが……仕方がないか」


「伊庭先生らしくないですね」


「そういうこともあるのだろう」


「……センセ、嬉うれしそうですね」


「ん？　そうか」


　玖里子の目には、紅尉がどことなく笑っているように見えた。


「もしかしたら笑っていたかもしれん。伊庭が助けを求めるなんて、滅めつ多たにないことだからな」


「そんなに深しん刻こくだったのですか」


「いいや。念話では、私と口を利きくのも嫌いやそうだった。できれば来ないで欲しいと言いたげだったぞ」


「じゃあＳＯＳじゃないんじゃ……」


「ＳＯＳさ」


　紅尉は言った。


　校内に始業のチャイムが響ひびいた。教室に急ぐ足音が、保健室まで聞こえてきた。


「さて、伊庭の頼みだ。怨獄島まで出しゆつ張ちようといくか」


「先生、でしたら私も同行させてください」


　凜が勢い込んだ。


「伊庭先生が手こずっているのなら、式森も危あぶないのですよね」


「平へい穏おんではないだろうな」


「ならば私も向かいます。もしなにかあったら……」


「式森君だけかね」


「え……あ、いや、も、もちろん夕菜さんや舞穂ちゃんのことも心配で……」


　顔を赤くして慌あわてる凜。紅尉は苦く笑しようして「構かまわんよ。一いつ緒しよに来たまえ」と言った。


「風椿君も来るかね」


「ええ。もちろん」


　玖里子はうなずいた。


　三人はさっそく支し度たくを整えた。





　最初に気づいたのは松田和美だった。彼女が「夕菜がいない」と騒さわぎ出したのだ。


「夜中に起きたら、隣のベッドに夕菜がいないのよ。これはきっと式森君あたりと、ちょっとアレなことしてて朝帰りなんじゃないかと思って、寝たふりして待っていたのに帰ってこないのよ」


　和美のみならずＢ組生徒は噓うそつきだ。真実と虚きよ言げんを秤はかりにかけて、「混こん乱らんする方。利り益えきが出る方」を選せん択たくする。だがこの場合、夕菜は本当にいなかった。トイレでもない散歩でもない。どこにもいなかった。


　噂うわさはまたたくまに広まった。


　聞いた式森和樹は、瞬しゆん時じに我われを忘わすれた。


「ま……松田さん！」


　和樹は彼女を廊下で捕つかまえるや、両りよう肩かたを押さえて揺ゆさぶった。


「どこに、どこに夕菜は行ったの!?」


「知らないわよ。式森君のところだと思ってたんだから」


「僕のところには来てない！　どうしていなくなったんだ！」


「だから知らないって！　あたしだって最初は寝てたのよ」


　和樹は和美を放り出した。廊下を走り、各部屋をノックする。


　寝ていようがいまいが、構かまわず開けて回った。まず夕菜の姿さがを探し、いなければ誰か見ていないかと問いただす。


　だが返答は、決まって「知らない」「見ていない」だった。


　和樹はトイレやメイドたちの部屋にまで行った。だがそこにも夕菜の姿はなかった。


　最後に彼は、玄げん関かんホールにいた伊庭かおりの元へ走り寄った。


「先生、夕菜が……夕菜がいなくなりました」


　かおりは何な故ぜか、顔をしかめたまま頭を押さえた。


「夕菜が行方ゆくえ不明なんです！　さらわれたのかもしれません！」


「…………」


「先生！」


「聞いてるよ」


　かおりはしかめっ面つらのまま答えた。


「なんで落ち着いているんです！」


「これが落ち着いているように見えるか？」


「じゃあ……」


「二日酔よいなんだ。ウォッカ飲みながら『三さん國ごく無む双そう』なんかやるんじゃなかった。すげー気持ちが悪い」


「……先生！」


　和樹は本気で怒ど鳴なった。


「分かってるよ」


　かおりは静かにしろという風に手を振った。


「宮間がいなくなったんだろ。夜中に部屋から出たまま帰ってこない。誰も姿を見たものはいない。行方不明になったらしい」


「そ、そうです」


「どうにかして見つけたいと」


「ですから、クラス全員で捜そう索さくを！」


「うー」


「だからなんなんですか！」


「そう簡かん単たんにはいかねーってことだよ」


　かおりは後ろを向いた。


　そこには河合さゆ香が、相変わらずの静かな雰ふん囲い気きで立っていた。


　彼女は軽く礼をした。


「特とつ訓くんの準じゆん備びが整いました。生徒のみなさんはお支度をお願いします」


　一瞬、和樹は言葉が詰まった。


「……どういうことですか！」


　相手がこの屋や敷しきの主人ということも忘れ、食ってかかる。


「生徒が行方不明になったっていうのに、合宿なんかやれって言うんですか!?」


「特訓をなさるためにいらっしゃいましたから」


「冗じよう談だんじゃない！」


　和樹は叫さけんだ。


「よくそんな呑のん気きなことが言えますね!?」


「どのような状じよう態たいでも、特訓をおこなわなければなりません。わたくしたちと葵学園の契けい約やくは、そのようになっています」


「これは事件なんですよ！」


「過か去この合宿でも、なにがあろうと、特訓はおこなってきました」


　激げつ昂こうを浴あびせられても、さゆ香の表情は変わらない。和樹は、はっとして、


「……もしかしたら、今までもこんなことがあったんですか」


　彼女は答えなかった。ただその瞳ひとみは、深く、沈ちん鬱つうなものとなっていた。


　和樹は頭を振った。


「分かりました。じゃあもう頼みません。僕一人でやります！」


「特訓が……」


「勝手にやっててください！」


　和樹は駆かけだした。振り返らず、階段を登った。





「……かなりお怒いかりのようでしたね」


　さゆ香は言った。


「大人しい生徒さんだと思っていましたのに」


「式森だって腹はらを立てることくらいあるだろうさ」


　かおりは苦々しい顔で言う。


「暴ぼう力りよくを振るってくるのかと思いました」


「当たり前だ。紅尉がなにも言ってなきゃ、わたしがアンタを殴なぐってる」


　かおりがじろりと睨にらむ。さゆ香は相変わらず無表情のままだ。


「……紅尉先生と連絡を取られたのですか」


「ああ。可愛かわいい生徒たちの頼たのみでね」


「連絡が禁きん止しされていることは、お話したはずですが」


「聞いたよ。取らなきゃよかったと思ってるよ。紅尉のアホめ、わたしを止めやがった。なにもさせたくないらしい」


「伊庭先生に無理をさせたくないのでしょう」


「どうだか。とりあえず、紅尉をゲームキューブの角かどで殴るのは決定だ」


　かおりは拳こぶしを握にぎりしめた。


　さゆ香はちらりと階上を見上げる。和樹の走り回る音が、ずっと響いていた。


「……なにが生徒さんをあそこまで必ひつ死しにさせているのでしょうね」


「ゲームじゃないことだけは確かだ。若わかいからなんじゃないのか。あるいは愛あい情じようかもな」


「いなくなった女子生徒さんのことが、お好きなのですか」


「知らねえ」


　かおりは軽くあくびをした。


「式森の考えなんか分かんねえよ。嫌きらいじゃないだろうし、前に比くらべりゃ積せつ極きよく的てきだと思うが……若い連中の考えてることは不明だ」


「あら、まるでご老人のようなことをおっしゃるのですね」


　かおりは返事をしなかった。さゆ香も返答を期待していたわけではないらしく、追つい及きゆうしたりはしなかった。


「……愛情も、時には凶きよう器きとなり、思わぬ人まで傷きずつけます。生徒さんがそうならなければよろしいのですが」


「そりゃ宮間が嫉しつ妬として大おお暴あばれって話か？」


「それは存じませんが、わたくしは愛情の清きよらかさも、怖こわさも、存じているつもりです。昔からずっと、感じてまいりました」


「アンタも年寄りみたいなこと言うね」


　今度はさゆ香が返事をしなかった。





　　　　○





　和樹がまず捕つかまえた相手は、栗丘舞穂だった。彼は舞穂に、昨さく晩ばん夕菜を見なかったかどうか訊いた。


　舞穂はあっさりと首を振った。


「見てないよ。舞穂は部屋違ちがうし、ぐっすり寝ねちゃったもん」


「そう……」


　がっかりしたが、予想はしていたのでそれほどのショックはない。すぐに気を取り直して、言った。


「夕菜がいなくなったのは知ってるよね」


「うん」


「捜さがしてるんだ。夕菜になにがあったか分からなくて、どこに行ったかも全然分からないんだけど、放っておけない。舞穂ちゃんも協力してくれないかな」


「……うん」


　舞穂はうなずいた。しかしその顔は、どことなく不ふ満まんそうであった。


「ありがとう。じゃあ聞き込みだ。手分けして、クラスのみんなに聞き回ろう」


「…………」


「僕は男子の方をやるから、舞穂ちゃんは女子を。なるべく早く終わらせて、情じよう報ほうを持ち寄って検けん討とうしよう。夕菜がどんな目に遭っているか分からない。だから早ければ早いほど……どうしたの？」


　和樹は台詞せりふを止めた。舞穂がぶすっとしているのだ。


「えーと、舞穂ちゃん、また歯が痛いたいの？」


「違う」


「お腹なかが空すいたとか」


「そうじゃない」


「じゃあどうして」


「別になんでもなーい」


　舞穂はぷいとよそ見をした。
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「和樹君が、いつもと違って、なんかすごく一いつ生しよう懸けん命めいだなって思っただけ」


「だって夕菜が誘ゆう拐かいされたのかもしれないんだし……」


「いつもなら夕菜さんに怒おこられて泣いてるのに。なんで今は頑がん張ばってるの？」


「なんでって、そりゃ……」


　言いかけてから首をひねった。そういえば何な故ぜだろう。


「舞穂が誘拐されたらどうするのー」


「されたらって……そりゃやっぱり探すけど」


「むー、夕菜さんと同じように？」


「うん」


　彼としては誠せい実じつに答えたつもりだったが、舞穂は大変不満そうだった。


「にゃー、納得いかなーい」


「いやあのね、納得とかじゃなくて、夕菜を探さないと」


　和樹の台詞を最後まで聞かず、舞穂はすたすたと歩いていった。いつものように、手を繫つないでとせがんだりはしない。


「やるなら早くやるよー」


　和樹は急いで跡あとを追った。





　二人は聞き込みを開始した。


　麻理子が襲おそわれ、夕菜がさらわれた。かなりの事件なのだが、クラスメートは噂うわさはするものの、混こん乱らんしたりパニックに陥おちいったりはしていない。日ひ頃ごろからトラブルを自分たちで引き起こしているため、変に度ど胸きようがすわっているのである。調べ回る和樹と舞穂を避さけることもないので、こういうときはありがたかった。


　和樹が聞き始めたのは同室の人間からであった。だがどれも役に立たない。一人残らず「寝ねていた」と答えたのだ。仲丸などは「夢ゆめの中で大金を儲もうけ、世界の半分を支し配はいした独どく裁さい者しやになっていた」などと、嬉しそうに語かたっていた。


　もっとも、和樹も彼らの証しよう言げんはそれほどあてにしてはいなかった。自分も熟じゆく睡すいしていたので、特に驚おどろいたりはしない。


　とりあえず、隣の部屋から訊くことにした。そこには浮う氣き光みつ洋ひろほか何名かいた。


　浮氣はベッドに寝転がっていたが、和樹を見るや起きあがって近づいてきた。


「大変だな式森。夕菜ちゃんのことは」


「そうなんだ。一いつ刻こくも早く助けないと……」


「ん？　助けるのか」


　浮氣は奇き妙みようなことを言った。


「当たり前だろ」


「お前が誘拐したって聞いたぞ」


「……なんだよそれは！」


「葵学園内で唯ゆい一いつ清せい浄じような泉いずみともいえる二年Ｂ組に所しよ属ぞくしているくせに、濁にごった心の持ち主である式森は、清きよらかなクラスメートたちに耐たえきれず、ストレスが歪ゆがんだ形となって噴ふん出しゆつした。そしてクラス一の美少女である夕菜ちゃんをさらったと聞いたんだが」


「そんなわけないだろ！　犯はん人にんがわざわざ聞いて回るかよ！」


「ありがちな偽ぎ装そう工こう作さくだ」


「そんなことするか！　誰だよそんな噂流してるの！」


「手島あたりだろ」


　和樹は「手島は僕と同じ部屋でずっと寝てたんだ。でっち上げだよ！」と叫んだが、浮氣は「話は大きくなったほうがいい」と言いたげな顔をしていた。


　ひとしきり叫んでから、和樹は呼こ吸きゆうを整えた。


「噂は無む視しするとして、浮氣は夜中になにも見なかったの」


「夜は部屋の連中とカード麻雀マージヤンしていたな。イカサマが横おう行こうしていたんで禁きん止し条じよう項こうを作ったら百ひやく条じようを越こえちまった。紙にまとめるのが忙いそがしくなって卓たくを囲むどころじゃなくなった」


「それはいいんだけど……じゃあ徹てつ夜やしたんだ」


「いいや。一時には全員寝た。あとのことは朝まで分からん」


　和樹は気落ちした。和美が目を覚まして、隣に夕菜がいないことに気づいたのは明け方五時。それより前に床とこにつかれては、なにも気づいてはいないだろう。


「珍しいね。浮氣たちがずっと寝てたなんて」


「そうだな。俺も夜中に起きて、六む車ぐるまあたりの財さい布ふでも漁あさろうと思ってたんだが、全然目が覚めなかった」


　浮氣は思い出すように言う。


　和樹は簡かん単たんに礼を言って、その場を離はなれた。


　さらに隣の部屋に行く。扉が開けっ放しになっていたので、勝手に入った。


　近くにいた藪やぶ田た光こう平へいに話しかける。


「藪田、いいかい」


　老ふけ顔がこっちを向いた。


「おお式森か。トウモロコシ相そう場ばに手を出す気だな。今はウランがお薦すすめなんだが」


「……先さき物ものの相談じゃないよ」


　藪田は高校生のくせに相場を張っているのである。ただし儲かったという話はない。


「昨日の夜のことを聞きたいんだ」


「夜か。俺はもっぱらラジオだったな。証しよう券けん取とり引ひき市し場じようや相場の値ね動きをチェックしてから、同室のやつらと勉強していた」


「勉強してたんだ」


　和樹は感心した。


「ああ。Ｂ組を抜け出して二年ＢＢ組を作れないか検けん討とうしてるんだ。少数精せい鋭えいによる学年統とう治ちを目指す。ここじゃ仲丸あたりの力が強いからな。一いつ発ぱつ逆ぎやく転てんを狙ねらわないと」


「……また馬ば鹿かなことを。なんだその名前」


「ムーディーズの格かく付づけみたいで格かつ好こういいだろ」


　ＢＢってかなり下だよと呟きながら、和樹は訊き直した。


「だから、夜中になにか不ふ審しんな人ひと影かげや、物音がなかった？」


「ないな。なんだかんだで寝ちまったからな」


「何時頃」


「一時にはぐっすり」


　藪田は言った。また一時である。これでは浮氣と同じで、なにも手がかりがありそうにない。


「そっか。寝てたんじゃなにも知らないよね」


「そりゃまあな。ところで、夕菜ちゃんを誘ゆう拐かいしたのは式森だと聞いたんだが」


「……誰から？」


「手島経けい由ゆの噂。式森は日頃の鬱うつ憤ぷんを夕菜ちゃんで晴はらそうとしたんだと言っていた。お前も思いきったことするな」


「……それきっと、手島経由じゃなくて、手島自身が流したんだよ」


　和樹は藪田との話を打ち切り、同室の生徒に尋たずねた。が、やはりなにも知らないとのことであった。


　その後も男子生徒に当たったが、はかばかしくなかった。遅おそくまで起きているものはいるのだが、大たい抵てい寝てしまうのである。それもぐっすりと。


（どんなに遅くても一時なんだよな……）


　和樹は呟いた。和樹も夜中にトイレに行こうと起きたのだが、その時は十一時だった。


（夜一時以い降こうになにかあったって解かい釈しやくするべきなのかな）


　全員が寝静まったころに、夕菜が部屋を出ていく。あるいは誰かが連れ出す。そのため目もく撃げき者しやもない。


（でも屋や敷しきの人なら……メイドさんで起きてた人、いないかな）


　起きていれば、たとえなにも見ていなくても、手がかりにはなる。


　そんなことを考えていたら、服ふくの裾すそを引っ張られた。


「にゃー、和樹君」


　舞穂であった。さっきはどうしてかむくれていたが、今はなんとか機き嫌げんを直したようだ。


「聞いてきたよ」


「どうだった？」


「あのね、女の子たちは、結けつ構こう夜起きていたんだけど、やっぱりみんな寝ちゃったの」


「何時くらいに？」


「夜の一時」


　また一時である。どうもこのあたりが時間の境さかいとなっているようだ。なにかあるのかもしれない。


「でもみんな寝てるんじゃ……」


「でもね、でもね、起きてる人いた」


　舞穂が後ろを向いた。和樹は初めて、誰か立っていることに気がついた。


　クラスメートの飯いい尾お未み空そらであった。


　彼女はしきりと眠ねむそうに、目をこすっていた。




[image: ]


「なに式森君。あたし一ひと晩ばん中起きてたんで、少しでもいいから寝たいんだけど」


「ごめん。でも飯尾さん、起きてたんだ。訊きたいことがあるんだけど」


「早く言って」


「夜起きてたって、部屋の中なの？」


「違うわよ。ここの庭。お腹なか減へったんで、なにか食べられる草でもないかと思って、捜さがしてた」


　彼女はＢ組きっての貧びん乏ぼう兼けんサバイバル少女である。三百六十五日全すべて文もん無しであるため、食事を木や草に求めることなどしょっちゅうであった。


「夕食出たじゃんか」


「あれは持ち帰るのよ。緊きん急きゆう用ようの非ひ常じよう食にして、寮りように保ほ管かんしておかないと……とにかく、めぼしい草をむしっていたのよ」


「なにか見た？」


「見た見た。それがおっかないの。庭をうろうろしていたら、屋敷の玄げん関かんがすうって開いた。そしたら中から、女の子みたいなのが出てきて、ゆっくり歩いてるのよ。機械みたいに正せい確かくで、そのわりにはぎくしゃくして……。で、月明かりだけでしょ、おかげで薄うす暗ぐらくて、よけい不気味で……」


「それ、夕菜だった!?」


　和樹はつばを飛ばしそうな勢いきおいで訊く。未空は腕うでを組み、首を振った。


「違うと思う。夕菜はもう少し背せが高いはずだから」


　和樹は肩かたを落とした。有力な情じよう報ほうだと思ったのだが。


　未空が続けた。


「そういえば、その女の子、重そうにしてた。なにか背負っていたのかもね。ずいぶん大きかったわよ。ちょうど人間くらい……」


　ぱっと顔を上げる和樹。未空に迫せまる。


「もしかしたら、そっちが夕菜……！」


「うー、分かんないけど」


　未空は言葉を濁にごすが、和樹の頭の中では確かく証しようとして刻きざまれつつあった。


　もしそれが夕菜だとしたら、やはり誘拐されたのである。自分の脚あしで歩いたのではないのだ。確実に、誰かに連れ去られた。


「飯尾さん、それ、何時頃!?」


「一時過ぎだと思う。そのころってもの凄すごく眠かったのよ」


　ますます確証が深まっていった。おそらく魔法かなにかで、各部屋の生徒たちを眠らせていたのである。そうやって気づかれないようにしてから、夕菜をさらったわけだ。たまたま未空だけ庭に出ていたから効きき目が弱かったのだ。


「庭だね!?」


「でもすぐに見えなくなっちゃったから、どこに行ったか分からないよ。でも夕菜を連れ出したのって、式森君じゃないの？」


「それはもういいよ！」


　和樹は最後まで聞いていなかった。舞穂を引っ張ってダッシュをする。


　今日の和樹は朝から走りっぱなしだ。スポーツ苦にが手てで運動不ぶ足そくの身体からだのどこに、こんなエネルギーが潜ひそんでいたのか、というくらいの運動量である。舞穂を抱かかえて二段とばしで階段を下り、玄関から庭に出ようとする。


　そこで誰かにぶつかった。


「いてっ！……おい、式森！」


　ホールの床ゆかに転てん倒とうしたのは、同室の手島秀ひで夫おであった。


「走るなよ、こんなところで」


「ごめん……って、手島！」


　和樹は手島の腕を引き、無む理り矢や理り立たせた。


「なに変な噂うわさ流してんだよ！」


「あー、あれ」


「僕は本気で夕菜を捜してるんだぞ！」


「怒おこるなよ。罪つみのない噂だ」


「罪だらけだよ！」


　なにしろ誰かに昨さく晩ばんの状じよう況きようを聞くたびに、「夕菜ちゃんがいなくなったのは式森のせい」と言われるのである。


「式森が犯人だとウケがいいんだ。みんな女にモテるやつが大だい嫌きらいだからな。協力してくれる」


「こっちは大変なのに！」


　胸むなぐらを摑つかまんばかりの勢いきおいで、手島に詰つめ寄よる和樹。


「分かったよ。代わりにいいこと教えてやるから」


　手島は和樹の怒いかりをかわすように続けた。


「この屋敷、初代の河合男だん爵しやくが建てたことは知ってるだろ。その男爵なんだけど、自分の奥おくさんの病気を治すために、尋じん常じようじゃないほど財ざい産さんをつぎ込んだ。自分の会社で薬を作らせたくらいなんだ」


「聞いたよ」


「ところが奥さんはどうしても治らない。そこで別の手段に頼たよることにしたんだ。なんだと思う？」


「知らないよ。あのねえ手島、僕は庭で夕菜の手がかりを──」


「聞けって。魔法だよ。魔法に頼ったんだ」


　和樹はなんだそんなこと、というような顔をした。治ち療りように魔法を使用するのは、頻ひん繁ぱんではないにせよおこなわれる。命を削けずる行こう為いなので、普ふ通つうは薬を使う。


「だけど魔法でもうまくいかない。そりゃそうだ。魔法でぱっと治る病気なら薬でもなんとかなる。だけど男爵は諦あきらめず、魔法医い師しを取っ替え引っ替かえして、最後は祈き[image: ]とう師しにすがった」


　手島は深しん刻こくさを表すためか、声を低くした。


「その祈[image: ]師ってのが、金目当てのインチキらしくてね。滅め茶ちや苦く茶ちややったんだ。気味の悪い水をかけるとか、得体の知れない仏ぶつ像ぞう拝おがむとか、祭さい壇だん作るとか。だけど全部うまくいかない。当たり前だよな」


「なんで知ってんだそんなこと」


「式森の噂を流している最中、ここのメイドに聞いた。それで、うまくいかないもんだから男爵も疑うたがい始めた。そしたら祈[image: ]師はもっと変なことを言い出した。それがなんと『夫人の魂たましいを別の人間に移うつせ』ってことなんだ」


　台詞せりふを切る手島。和樹と舞穂は、一いつ瞬しゆんだけだが夕菜のことを忘わすれた。


「それって……脳のう移い植しよくとか？」


「文字通り、魂を移すんだよ。夫人の身体からだは病気に冒おかされているから、別の健康な身体に魂を入れて生まれ変わらせようってことだ」


「そんなのできるの」


「できるわけないだろ。だけど男爵はやる気になった。魔法の素そ養ようがあった人物だからな。そこで使用人で実験を繰くり返したらしいんだな。うら若わかいメイドから犠ぎ牲せいになったそうだ」


　和樹の頭の中に、島に来る途と中ちゆう船長から聞いた話が、まざまざと甦よみがえった。これがかつて屋敷で起こった殺人事件の原げん因いんなのは明らかであった。


「しかもだ。そのために実じつ験けん施し設せつを作り上げたらしいんだ。地下に築きずいたらしいんだが、いまだに見つかってない。男爵は夫人を連れてそこに逃にげ込んだって説もある」


「ふーん……」


「まだある。男爵は事件が露ろ見けんしたときに、祈[image: ]師を殺そうとしたらしい。実じつ際さいに祈[image: ]師は重じゆう傷しようを負った。そして死の床とこで、『わたしが死んでも全すべては続く。だが九十年後に全ては終わる』と予言して死んだんだそうだ」


「……もしかして九十年後ってのは」


「そうだよ。今さ」


　手島はにやりとした。とっておきのネタを披ひ露ろうしたためか、満足そうにしていた。


　一方の和樹には、心に疑念と不安が沸わき上がった。


「おい、じゃあ、その九十年後に夕菜がいなくなったのは……!?」


「そこまで分からないよ」


「無む責せき任にんだぞ、余よ計けい心配になったじゃないか！」


「教えてくれたメイドだって、詳くわしく知らなかったんだから。ここらの話も本当は伏ふせられるはずだったんだが、事件にかかわった警けい察さつ医が記録を残していて、河合男爵の娘むすめに教えたんだ。なんでもかなり優ゆう秀しゆうな医者で、骨ほねを発見したのもその人の助じよ言げんがあったからだって……」


「それはいいよ。とにかく、昔の事件が、今ここに関係あるらしいってことか」


　和樹は考えた。そういうことなら、調べる相手を変えなければ。庭で夕菜の手がかりを捜すより、直接河合家の関係者に当たった方が早いかもしれない。


　関係者と言ったら、一人しかいない。


「舞穂ちゃん、河合さんに会おう。もう一度話を聞くんだ」


「うん」


「なあ式森、ここまでネタを提てい供きようしたんだ。夕菜ちゃんを誘ゆう拐かいしたのがお前って噂うわさ、もっと流していいかい」


「勝手にしてくれ」


　和樹は舞穂と共に引き返した。





　しかし、事は和樹の思うようにはいかなかった。


　さゆ香の姿すがたが見えないのである。唯ゆい一いつ、「特訓の前にお食事をどうぞ」なる伝でん言ごんが回っただけで、あとは声すら聞こえない。


　和樹はいらいらしながら朝食をとった。一階の食堂の、夕食と同じテーブル。ただしさゆ香はいない。


　目の前に並ならべられたのは、ご飯に味み噌そ汁しる、魚と納なつ豆とうの旅館のような食事だったが、どうでもよかった。味なんか気にしてられないのだ。こんなことなら庭で調ちよう査さをしてるんだったと後こう悔かいした。


　朝食は半分ほど残した。食事のあと、かおりがなにやら説明だか演えん説ぜつだかをしていたが、これも耳に入ってなかった。


　かおりの話が終わる。調査の続きをしようとしたが、仲丸に捕つかまった。


「式森、どこに行くんだ。部屋で作戦会議やるぞ」


「なんの作戦だよ。僕は夕菜を捜さがすんだから、そんな暇ひまないよ」


「お前聞いてなかったのか」


　仲丸が呆あきれた。


「魔法の特訓だ。班はんごとに分かれて課題をこなすんだぞ。伊庭先生が説明してただろ」


　そんな話だったのかと思った。確たしかに聞いていない。


「部屋割わりがそのまま班編へん制せいになってる。これから班を決めたら、また誰と組む組まないで揉もめるから、先生が不意をついてきたぞ」


「どうでもいいよ。僕は夕菜のことで忙いそがしいんだ。作戦会議は仲丸たちでやってくれ」


　庭での手がかり探しをしなければならない。それを仲丸は手で制せいし、


「玄げん関かんは鍵かけたらしいぜ。これから特訓の開始まで、誰も外には出られないんだと。裏うら口ぐちや窓まどまで閉しめたって言ってたな」


　和樹はうめいた。


「……それって伊庭先生が？」


「そうだ」


　さっきの説明でそのことも言っていたのだ。だがかおりが特訓内容を決めたわけではないから、さゆ香の方ほう針しんだろう。


（なんでそんなことまで……）


　そう考えたが、いまさらどうにもならない。和樹は仲丸と共に、部屋に戻るしかなかった。





　部屋に入ってからというもの、和樹はいらいらしっぱなしであった。調査を続けられないことが腹はら立だたしいし、さゆ香のこともひっかかる。事件が続いているのにクラスメートがそれほど慌あわてていないのもしゃくに障さわった。とにかく今の彼は、なにかの情じよう報ほうが欲しかった。


　仲丸たちは、そんな和樹をさておいて会議を始めた。


　相変わらず話題に事欠かいてない。特訓の内ない容ようはいまだ伏ふせられているのだが、どうやったらクラスメートを出し抜いて、自分たちが一番になれるか検けん討とうしているのだ。むろんまっとうな方法ではなく、妨ぼう害がい活かつ動どうばかりである。


「当面の敵てきは片かた野の坂さかの班だな。まともな手段で勝しよう負ぶする可か能のう性せいがある」


「なら柴しば崎ざきたちも怪あやしい。あいつら『まともな方が効こう率りつがいい』って言い出してるぞ」


「いつものように松田も危き険けんだな。また同じ班だろ。平気で裏うら切ぎる」


「まさに獅し子し身しん中ちゆうの虫だ」


　そんなことに熱ねつ弁べんを振るう連中を、和樹は恨うらめしそうに眺ながめる。彼はとてもそんな話をする気になれない。


（よくあれだけ熱心になれるよ……）


　ふと、和樹は、仲丸がなにか持っていることに気がついた。


「仲丸、なんだそれ。どっかで見たような……」


「ん？　これか」


　仲丸は和樹に見えるよう掲かかげた。


「酒井のデジカメだ。あいつ、まだ寝てんだろ。もったいないから勝手に借かりてる」


「なに撮とるんだよ」


「誰かの失しつ態たい写真。弱よわ味みを握にぎってあとで材料にする」


「……やってることが酒井さんと同じ」


「デジカメなんて他に使い道ねえよ」


　仲丸は和樹との話を切り上げた。


　それにしても、デジタルカメラ用のメモリーカードは全すべて破は壊かいしたはずである。本体に保ほ存ぞんするにしても、そう枚まい数すうは稼かせげないはずだ。どうやって撮るつもりなんだろうか。


　そんなことを考えていたら、集合しろとのかおりの声が響ひびいた。


　和樹はのろのろと部屋から出た。仲丸たちもあとから続く。


　かおりが階下のロビーで手を振り回していた。整せい列れつしろ、ということらしい。


　Ｂ組生徒たちは、無む駄だ話をしながらぞろぞろと並ならんだ。


　かおりが「金儲もうけや他人の足を引っ張る計画は中ちゆう断だんして、こっちの話を聞け」と叫さけぶ。やがて私し語ごは収おさまった。


　しばらくしてから、さゆ香が現あらわれた。


　どこに行っていたのかは分からないが、変わらず物静かな雰ふん囲い気きである。物もの腰ごしにも変化はない。ただ、顔に少しだけやつれのようなものがうかがえた。


　後ろにはメイドたちが勢せい揃ぞろいしていた。その中で、瑞葉の姿だけはない。


「葵学園二年Ｂ組のみなさん」


　さゆ香は言った。


「これより特訓を始めます。この特訓は葵学園において伝でん統とうあるものでありますが、同時に危険のともなうものでもあります。いままで多数挑ちよう戦せんされていきましたが、中には魔法回数を大おお幅はばに減へらし、生命の危機にさらされた生徒さんもいらっしゃいます。よくよく注意して、特訓にのぞんでください」


　彼女の声こわ音ねに脅おどしはないが、冗じよう談だんもない。事実を告つげていた。Ｂ組生徒たちも、黙って聞いていた。


「みなさんは特訓の内容が知らされていなかったこと、あるいは様さま々ざまな事件が起こっていることに不ふ審しんを抱いだいたかもしれません。ですがこれらの理由は、特訓に挑ちよう戦せんしているうちに明らかになっていきます。なにも分からないうちに終しゆう了りようしてしまうこともあるかもしれませんが、それもまた真実であると思ってください。では特訓の内容をお教えします──地ち下か迷めい宮きゆうの探たん索さくです」


　ざわ、と空気が振しん動どうした。


「この島には自然が作り上げた洞どう窟くつがあります。そこには数々の魔物、怪かい物ぶつが潜ひそんでいます。どうしてそんなものが存そん在ざいするのかは、ここでは申しませんが──そこを探索し、無事に地上に戻ってくることが、あなたたちのに課せられた試練です」


　一種の冒ぼう険けんであった。班を組むはずだ。集しゆう団だんでかからないと危険が増ますのだろう。


「探索は簡かん単たんです。大おお雑ざつ把ぱな地図だけを渡します。洞窟の中のある場所にたどり着き、そこに着いたという証しよう拠こを持って戻ってきてください。そうすれば特訓は終了です」


　生徒の中から手があがった。


「証拠ってなんですか？」


「着けば分かります。それまでに偽ぎ造ぞうされてはたまりませんから」


　Ｂ組の性せい格かくを見み透すかしたような回答であった。


　和樹も手をあげた。


「二人いないんですけど。酒井さんは寝ているだけですけど宮間さんが……」


「特訓はおこないます」


「だけど……！」


「真実は地下に」


　それだけ言って、さゆ香は質しつ問もんを終わらせた。


　玄関の扉が開けられた。メイドの一人が生徒たちを先せん導どうする。全員、後に従った。


　メイドは庭に出ると、敷しき地ちから外れることはせず、裏に回った。生徒たちは黙もく々もくと歩いているが、和樹は夕菜のことで気が気ではなく、仲丸たちはまだなにか話をしていた。


　屋敷の裏手には、うらびれたほこらがあった。洋風建けん築ちくにはあまり似に合あわない。


　メイドがなにやらほこらの屋根をいじった。


　やがて軋きしみをあげ、ほこらが横にスライドした。石いし造づくりの土台の中央が空間になっており、斜ななめ下に階段が伸のびている。


「こちらが入り口です。どうぞ」


　メイドが横にどく。先頭の生徒は多少のためらいを見せたものの、意を決して階段を下りる。


　一人ずつしか下りられないが、洞窟の入り口は、順調に生徒を飲み込んでいった。


　和樹まではまだ時間があった。恐きよう怖ふ心が湧わいてくるが、ここまで来たら入らなければしょうがない。真実は地下にと言われればなおさらだ。


　目の前には仲丸がいる。なにやら和美と言い合っていた。


「ちょっと、いつの間に麻理子のデジカメ手に入れてんの。貸かしなさいよ」


「お前に渡わたせるか。なにされるか分からん」


「メモリーカードがないんじゃ役に立たないでしょ」


「それがある」


　仲丸はポケットからプラスチック片へんのようなものを取り出すと、デジタルカメラのスリットに差し込んだ。


「あっ、全部破壊したのになんで持ってるの」


「酒井の服の袖そで口ぐちに落ちてた。とっさに抜ぬいたらしい」


「そういうのは早く見せるのよ。使えるネタがあるかもしれないんだから」


「うるさいやつだな。ほら」


　仲丸がデジタルカメラを操そう作さした。和樹も首を伸ばし、液えき晶しよう画が面めんを覗のぞき込む。




[image: ]


　島の風景が写っていた。上陸してから、屋敷に来るまでの間に撮られた写真だ。中央には生徒たちがいて、上には男性の顔。


「……誰よこれ」


　和美が呟いた。仲丸にも分からない様よう子すだ。


　だが和樹は、それが誰だか知っていた。やはりあのとき、誰かに見張られている感覚は気のせいではなかったのだ。昨晩月明かりの中で散々見た、あの顔があった。


　河合家の始し祖そ、河合秀一郎男だん爵しやくだった。





「お前知ってんの、これ？」


　デジカメの表ひよう示じ部分を示しめしながら、仲丸が訊きいた。


「知ってるもなにも……河合男爵じゃんか、これ！」


　和樹は思わず大声で答えた。


「泊とまってるとこに油絵があっただろ!?」


「ああ、そういやそうだな。なんでここに写ってんだ？」


　仲丸が首をひねる。


「これ、とっくに死んだ人だぞ!?」


　和樹は手短に河合男爵のことを説明した。


　しかしそれらを聞かされても、仲丸と和美は、「ふーん」としか言わなかった。


「それは金儲もうけに繫つながるのか？」


「お前はそれしかないのか！」


「怒ど鳴ならないでよ式森君。仲丸君も『商売に繫がるのか』って言い直すべきよ」


「同じだろ！」


　和樹の激げつ昂こうを、二人は軽く聞き流した。


「怪かい談だん話として売り出すか」


「この洞どう窟くつに、商品化できるものがあるかもよ。骨ほねとか」


　罰ばち当あたりなことを言う。


　商しよう談だんを始めた二人を無む視しして、和樹は歩いた。早くこのやっかいな特訓をクリアーして、夕菜を捜さがさなければならない。


　ぐにゃぐにゃした通路を歩く。ときおり矢印がある。これをたどれというのだろう。いくつかの分かれ道では矢印がわざと消されていて、迷めい宮きゆう感を煽あおっていた。


「……なにを持って帰ってくればいいんだろうね」


　仲丸が答える。


「金目のものがいいな」


　こればっかりである。


　さらに歩き続ける。遠くの方で、騒そう音おんがした。


　手島が口に指を当てた。


「……あれは戦せん闘とう騒音だな」


「戦闘騒音？　ここでモンスターでも出たの？」


「特訓なんだから、そうだろ。そう説明もされたじゃないか」


　和樹は浮き足だったが、すぐに気を落ち着かせようと、胸むねに手を当てた。


「……舞穂ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「へーきだよ」


　舞穂はいつもと変わらない。和樹はほっとした。


　手島も落ち着いていた。仲丸も和美も、金のことばかりではあったが慌あわててはいない。洞窟は入り組んでいて不ぶ気き味みなのに、全員じたばたしていなかった。


　変に根こん性じようの据すわったグループであった。


（こいつら、凄すごいんだか凄くないんだか、分からないよな……）


　心の中で愚ぐ痴ちをこぼす。


　いつの間にか、舞穂が先頭になっていた。和樹はその後方。


　三さん叉さ路ろに出る。眼がん前ぜんには階段があり、三方向に分かれて下方に伸びていた。


「どれがいいかな……仲丸、分からない？」


　返事がない。


「仲丸？」


　振り返った。だが、いつものスポーツマンのたくましい身体からだがない。


「松田さん……仲丸は？」


　これも返事がなかった。和美の姿もないのである。


「って……手島、飯尾さん？　みんな!?」


　誰もいなかった。知らない間に、和樹と舞穂だけになっていたのである。


　自分の後方はただの暗くら闇やみ。


「舞穂ちゃん！」


　真ん中の階段を下ろうとした少女を引き止める。


「仲丸たち見なかった!?　消えたんだ」


　舞穂も驚いたように目を見開いていたが、首を振った。


「見てなーい。舞穂、ずっと前歩いてたもん」


「そうだけど……あれ？」


　和樹は口を閉とじた。


　耳を澄すませる。さっきまで頻ひん繁ぱんに聞こえていた騒音がしない。


（戦いが終わった……？）


　クラスメートたちが勝利を収めたのだろうか。それにしては一いつ斉せいに音がしなくなった。まるで全員姿を消したかのように。


「にゃー、和樹君、早く行くよー」


「待った舞穂ちゃん、今行くと危あぶない……！」


　舞穂はさっさと階段を下りていく。


「……あ、誰かいる。こっちに来るよ。……あれー？　どうしてここに──」


　いきなり言葉が途と切ぎれた。


「ま、舞穂ちゃん!?」


　和樹は追おうとしたが、一歩遅おそかった。「にゃー」という台詞せりふを残し、少女の姿はなくなっていた。


「舞穂ちゃんまで……なんで！」


　その叫びが引き金になったのかどうか。


　和樹の足元が音もせずに崩ほう壊かいした。


「────!!」


　身体からだが浮うき、重力に引かれて落らつ下かしていく。


　地の底へと、和樹は運はこばれていった。





　落とし穴あなはすぐに斜ななめになった。そのため滑すべる格かつ好こうになり、おかげで全身打だ撲ぼくとならずにすんだ。


　しばらく滑り、和樹はパイプのようになった落とし穴から吐はき出された。


　大きな部屋に転がされる。


「痛いてて……」


　太ふと腿ももをさすりながら立ち上がった。


　洞窟内にしては大きな部屋だった。天てん井じようがすごく高い。よく見ると風ふう化かしそうだったが、何本かの岩の柱によって支ささえられていた。


（洞窟……じゃない？）


　そう思ったのも無理はなかった。室内には大小様々な機械が据すえつけられていた。それも博物館でしか見ないような骨こつ董とう品ひんから、大学の研究室にありそうな最新型まである。


　壁かべ際ぎわには大きな机つくえが据すえられていた。その上に、宝ほう石せき箱ばこと札さつ束たばが積つんである。


　だが和樹の目線は、室内の中央に集中していた。そこには白いベッドが置いてあった。


「夕……菜？」


　思わず目をこすった。


　簡かん素そなベッドの上に少女が寝かされている。まぎれもない宮間夕菜であった。


「夕菜、しっかりしろ！」


　駆け寄ろうとした。が、


「あがっ!!」


　突とつ然ぜん、全身に電でん気きが走った。頭のてっぺんからつま先まで痺しびれに包つつまれ、目の前が真っ白になる。


　動けなくなり、膝ひざをついた。


「ご苦く労ろう様さま」


　無む機き質しつな声がした。機械の奥から、誰だれかが姿を見せる。


「松田……さん？」


　和美は手のひらに雷らい球きゆうを作っていた。そしてなんの感情も込めていない瞳ひとみで、和樹を見下ろしている。


「ま……松田さん、どうして……いなくなったと思ったら……」


　和美は返事をしない。変わりに、小さくうなずいた。


　和樹の腋わきに手が入れられ、持ち上げられた。


「ちょ……おい、仲丸!?」


　和樹を持ち上げたのは仲丸であった。


　そのまま夕菜の隣まで運ばれて、寝かされた。拘こう束そくはされない。どのみちさきほどの電でん撃げきが効きいていて動けなかった。


「おい仲丸、どうしてこんなことをするんだ。僕の言ってることが聞こえてないのか!?　おい……あっ！」


　物もの陰かげから、ぞろぞろとＢ組生徒が現れた。


　皆みな、揃そろいも揃ってうつろな目をし、ふらふらと歩いている。催さい眠みんにかかっているか、意い識しきを失いかけているかのようであった。舞穂だけがいない。


「ちょっとみんな、なにしてんだよ、目を覚ませってば！　おい！」


「無む駄だです」


　別方向から、静かな声が響いた。


「生徒のみなさんは、もはや意い識しきを失っています。私の意のままに従したがうのみです」


　Ｂ組生徒たちが二つに分かれた。


　その間をゆっくりと、女性が歩いてくる。


　濃こい紺こん色いろの服をまとったその女性は、メイドの瑞葉だった。





「よくいらっしゃいました。あなただけに来て欲ほしかったのですが、まあ特訓名めい目もくですから仕方ありません」


　瑞葉はゆっくりと言った。


「以前の葵学園生は駄目でした……。その前も。いかに優ゆう秀しゆうな葵学園生とはいえ、やはり向き不向きはあるのですね。私がさらう価か値ちもない生徒ばかりでした」


　和樹は、痺れる身体をなんとかだましつつ、頭を動かして瑞葉を見た。


「じゃあ、夕菜を誘ゆう拐かいしたのは……！」


「私です」


　端たん整せいな顔立ちのメイドは、くっと唇くちびるを曲げた。


「なんで、夕菜を……」


「これから分かりますとも……すぐに」


　瑞葉が古ぼけた機械を操そう作さした。


　大おお仰ぎような音がして、歯は車ぐるまとチェーンベルトが動くのが分かる。機械群の一部が移い動どうし、奥からなにかせり出してきた。


　巨きよ大だいなガラスの容よう器きであった。ゆうに人間の背せ丈たけ以上はある。冷ひやされていたのか、表面は霜しもで覆おおわれていた。


　内部は、なにやら濃い青い液えき体たいで満たされていた。


「私は長年研究を続けてきました」


　分ぶ厚あついガラスの表面をなでながら、瑞葉が呟つぶやく。


「どのようにして生きながらえるか……どのようにして病を治なおすか……どのようにして魂たましいを移すか。会社を作ったのも、財ざい産さんをつぎ込んだのも、全すべてはその目的のため」


「……え、会社を……作った？」


　和樹はつい疑問を口にした。瑞葉の台詞せりふが、あまりにも昔のことを語かたっているような気がした。


「会社は目的ではなく手段です。私はどんなことでもしましたし、どんなことでもします……妻つまを甦らせるためなら」


「妻……って、瑞葉さん!?　あなた、まさか……」


「理り解かいできました？　そうです、私が……河合秀一郎だ」


　次の瞬間、年とし若わかいメイドが、確かにあの油絵の顔に変化した。





　　　　○





「病気の妻を治すには、普通の方法では不ふ可か能のうでした」


　瑞葉はガラス容器を眺めながら語った。その顔は、元の若々しいものに戻っていた。


「もちろんあらゆる方法を試ためしました。薬物療りよう法ほう、転地療法……。魔法も全すべて試した結果、妻の病気を遅おくらせ、一いつ定てい条じよう件けんの下なら眠ねむらせることに成功しました。だが……だが、それじゃ駄目なんだ」


　口調が変わる。メイドの手が握られた。拳こぶしが小こ刻きざみに震ふるえる。


「私は妻を治したいんだ。治してもう一度笑え顔がおがみたい。初めて会ったときの美しい顔が……。そのためならなんだってするつもりだった」


　彼女は大きく息を吐はいた。


「祈き[image: ]とう師しも呼びましたよ。金はいくらかかってもいいと思っていた……。でもどれも無駄に終わりました。祈[image: ]師も一人だけ、まともなことを言ったものがいましたが」


「まともって……それはまともな方法じゃない」


「祈[image: ]師自身は無む能のうでした。ですが、言ってることは正しかったのですよ。病気の肉体を捨すて、妻の魂を別の身体に移すのはね」


　薄く笑う瑞葉。


「たくさん実験をしました……使用人をたくさん雇やとって、妻のために働はたらいてもらいました。邪じや魔まが入らなければ、もっと続けるつもりだった」


「おかしい……そんなの……」


　不意に瑞葉が和樹を睨にらんだ。目が吊つり上がっていた。


「おかしくはない。妻を治すために、全てをかけたのだ。どんなことでもするつもりだった、間ま違ちがってはいない！」


　はりのある、男性の声を発していた。


「おかしいものか、私は妻に治って欲しいだけだ。元のようになって欲しいだけだ。おかしいはずがないだろう！」


　ほんの数秒だけだったが、また瑞葉が河合男だん爵しやくに変化した。そのときだけ目が血走っており、口の端はには泡あわが見え、顔全体がこわばっていた。


　怒ど気きにあてられ、和樹は口をつぐんだ。


　だが、喋しやべりはしなかったが、やはり間違っていると思った。自分の妻を治すためとはいえ、何人もの使用人を犠ぎ牲せいにしているのである。使用人にだって親や兄弟がいるはずだ。遺い族ぞくのことを考えると、とてもまともとは言えない。


　瑞葉の口調が元に戻った。


「実験を繰くり返しているうちに気がつきました。ただ身体からだを入れ物のように扱あつかうのは駄目だと。魂は肉体を選ぶのです。相あい性しようが必要でした」


「でも何人も使用人で試ためして失敗したんじゃ、いい相性なんてないんじゃ……」


「ありますよ。必ずいい相性の肉体は見つかる。先行実験で試しましたから」


「誰を使って……」


　そこまで口にして、和樹は黙だまった。分かっていることだった。


「そう、私です」


　瑞葉は胸むねに手を当てた。


「相性のいい肉体を持つ使用人を見つけ、自分で試しました。見事に成せい功こうです。しかも、どんな作用か年もとらない。正せい確かくにはとっているんですけど、非ひ常じようにゆっくりしたものになる。理想的です」


　瑞葉の目は輝かがやいているが、和樹の心は暗くなった。このメイドの身体にも、元の持ち主がいたはずだ。ふと、本当はどんな少女だったのだろうかと頭をかすめたが、考えるのを止めた。一生知ることはないだろう。


「それからが難なん儀ぎでした。妻の魂たましいに一いつ致ちする肉体が、どうしてもないのです。しかも警けい察さつがこの島に乗り込み、私は地下に潜もぐらざるを得なくなりました。さいわい資し金きんは持ち出しましたので、じっくりと腰こしを落ち着け、ここを研究室として実験を再さい開かいすることに決めたのです」


　彼女は室内の機材を指し示す。それから言葉を続けた。


「長い間、妻の身体を捜さがしていると、一目で見分けることができます。あなたたちがこの島に上陸したとき、出来心を起こして見に行ったのです。すぐに見つけることができました。理り想そうの肉体、妻にふさわしい身体を」


　彼女の細い指が、夕菜の頰ほおに触ふれた。


　夕菜はぴくりともしない。


「魂は移したのですが、感情が高ぶると、一瞬だけ昔の姿が出現します。この娘むすめを見つけた瞬間を撮とられたのには驚きました。今思うと、眠ねむらせるだけではなく、確実に写真を始し末まつすべきだったのですが……」


　麻理子のことだ。瑞葉は夕菜をなでる手つきを止めない。


「まあよしとしましょう。結局は思い通りになりました」


　振り向いた。和樹の元へ歩く。


　真上から覗のぞき込んできた。


「この洞どう窟くつがなんのためにあるのか、分かりますね」


　なんとなく理解していたが、和樹は答えなかった。


「実じつ験けんが露ろ呈ていして警察に追われ、私は病気の妻つまを連れてここに逃にげ込みました。入り口は元々隠されてますし、内部は迷めい路ろになっていますから発見はされません。妻を眠らせ落ち着いてから、私は河合秀一郎の娘を名乗り、表に出ました。それから実験機材を新あらたに調達しつつ、実験を続けたのです」


「なんで、葵学園がここで合宿を」


「忘わすれてもらっては困こまります。私は葵学園の理り事じです」


　瑞葉はにやりとした。


「創そう設せつ時じの理事ですけどね。娘を名乗ったときも理事を勤つとめました。そこで魔法合宿を強く進めたのです。あとはゆっくりと、この島に来るよう働きかけました。妻の身体にふさわしい肉体は、やはり葵学園のようなエリート校に通う生徒が必要なのです。今日、それが手に入りました」


　彼女は振り返り、夕菜の身体を満足げに見つめた。


「長い長い……本当に長い月日がかかりました。ただしそれだけでは駄目。病びよう魔まを振り切って妻の魂たましいを移すには、魔力が必要なのです」


「魔力……でもそれくらい」


　あなたが持っているのではと言おうとしたが、瑞葉にさえぎられた。


「私は自分自身の移い植しよくで、魔力をほぼ使い果たしてしまった。それに必要なのは魔力……それも膨ぼう大だいな魔力です。それこそ、世界を破は滅めつさせるような」


　ぼんやりと聞いていた和樹は、「破滅」という言葉に仰ぎよう天てんして起きあがりそうになった。むろん、麻ま痺ひのせいで寝たままだったが。


「……って、ええ!?　世界を破滅させる魔法って……」


「そうです。式森さんでしたか、あなたの潜せん在ざい能力が妻のために必要なのです」


「ぼ、僕が……なんで！」


「こんな島ですが、私は葵学園のことだけは注意するようにしています。あなたの噂うわさは聞きました。あとはここに連れてきて、洞窟内を歩かせるだけです」


　瑞葉は満足そうであった。


　彼女はベッドの下に手を伸ばして、なにやら操そう作さをした。やがて機械音がして、ベッドの上半分がゆっくり持ち上がる。


　和樹は上半身だけ起こした格かつ好こうになった。


　瑞葉が注ちゆう射しや器きを取りだした。手早く和樹の袖そでをまくり上げ、針はり先さきを近づける。


　右腕にちくりとした痛いたみが走った。


「ずっと研究ばかりをしていると、様々な副ふく産さん物ぶつができるものでして、これは体内の魔力を急速に不安定化させるものです」


　瑞葉は満まん足ぞくそうに言った。


「すぐに効ききますよ」


　言われたとおりだった。和樹は自分の肉体が、急に熱っぽくなってくるのを感じた。


「ちょっと……まずい、これ！」


　和樹の魔力は世界を混こん乱らんに陥おとしいれる。そうでなくてもろくでもない影えい響きようを与あたえる。しかも今回は、夕菜の身体からだに魂を移うつす触しよく媒ばいに使われてしまうのだ。


　ガラス容よう器きの内側がごぼっと音を立てた。


　寝かされている夕菜に電でん極きよくが取りつけられた。古ぼけたコードは得体の知れない機械を経けい由ゆして、ガラス容器に接せつ続ぞくされている。


　和樹の頭にも似にたようなものがつけられた。


　全身が熱を帯おびる。高こう揚よう感かんと膨ぼう張ちよう感かんが同時に来る。視し界かいまで歪ゆがみはじめた。


「妻がもうすぐ甦よみがえります」


　ガラス容器内に気き泡ほうが生まれた。沸ふつ騰とうしているかのように、激はげしく踊おどり狂くるっている。


　ベッドの少女の身体が、ぴくんと跳はねた。


「夕菜！」


　和樹の右腕が動いた。ようやく痺しびれが取れてきたところであった。


　自分の電極を外そうとする。と、その腕を押さえつけられた。


「仲……むがっ」


　口まで塞ふさがれる。仲丸であった。


　自じ称しよう親友が、耳元で囁ささやいた。


「もう少し我が慢まんしろ。あの宝ほう石せきを運び出すんだ」


　仲丸の目線は、机つくえに置かれている宝石箱に注がれていた。


「機械を購こう入にゆうする資し金きんに使っているらしい。あれをいただく。あと、ここらへんの機材もいくらになるか計算している。松田たちが逃とう走そう経けい路ろの確かく認にんもやってるから待て」


「むが……仲丸……操あやつられてないじゃないか」


「お前が捕つかまる前に解とけた」


「僕と……夕菜が……どうなっても」


「もう少しねばれ」


　ガラス容器の気泡の音が大きくなる。夕菜の身体に変化はないが、接せつ続ぞくされている機械の数すう値ちが変動した。


「もう少しです」


　瑞葉がキーボードをいくつか叩たたく。すっと夕菜の身体が青白くなった。


　和樹の全身も、つられるようにして熱くなっていく。


「まずいまずいまずい！」


　夕菜がまるでマネキンのように真っ白になり、静せい電でん気きの作さ用ようで髪かみの毛が宙ちゆうに浮き、そして──


　止まった。


　全ての機械が急激に電でん圧あつを下げたかのごとく力を失った。ガラス容器の気泡はぴたりとやみ、夕菜の肌はだも元の色に戻りつつある。


「な……」


　瑞葉が慌あわててキーボードを操作する。なにも起こらない。


「何な故ぜ……」


　その時、足音がした。


「にゃー、和樹君」


　舞穂が手を振っていた。さらにその隣には、日に本ほん刀とうを抜ぬいた凜。


　凜が切り口も鮮あざやかな、電でん源げんコードの束たばを放ほうり投げた。


　和樹は頭だけを起こした。


「舞穂ちゃん!?　てっきりいなくなったかと……。凜ちゃんまで」


「ずーっと凜さんといたよ。暗いから離れないでって言われてた」


　和樹の身体からも熱が引きつつあった。不安定になった魔ま力りよくが、舞穂に吸きゆう収しゆうされているのである。


「くっ、邪じや魔まを」


　瑞葉の顔が初老の男に変化する。和樹の元に駆かけ寄よる。


「もう一度だ！　お前の魔力さえあれば、妻つまが……！」


　血走った目で、注ちゆう射しや器きを握にぎりしめる。


「やめろ、河合君」


　別の声が響ひびいた。


「もうよしたまえ」


　暗がりからゆっくりと、背の高い男性が姿を現あらわした。


　河合男だん爵しやくは瑞葉の顔に戻った。ぎりっと歯を嚙かみ鳴らす。


「紅尉……」


「知らない仲ではないから、君の気持ちは十分理解できていた。だから私も見み逃のがしがちだったが……。そろそろ諦あきらめるときだ」


　葵学園の養よう護ご教きよう諭ゆは、憐れん憫びんの情をこめて喋しやべっていた。あくまで糾きゆう弾だんする口調ではなく、そこには憐あわれみがあった。


「なにを……なにを言う！」


　瑞葉が叫んだ。


「妻が病気にかかったときの悲しみ、苦しみがお前に分かるのか!?　あのときの絶ぜつ望ぼうは、誰にも理解できない！」


「私も相談は受けた」


「お前にも治せなかっただろう!?」


「私は神ではない。今でも治ち療りようできる自信はない。それが運命なら、最後は受け入れるべきだと忠ちゆう告こくしたはずだ」


「誰がそんな忠告を聞くものか！」


　瑞葉は巨きよ大だいなガラス容器を指さした。


「妻はあそこにいるんだ！　私に会うのを待っているんだ！」


　紅尉の表情が、少しだけ寂さびしげになった。凜に言う。


「神城君、あの入れ物を斬きってくれ」


「先生……よろしいのですか？」


「構かまわない」


　凜が床ゆかを蹴ける。大きくジャンプ。瑞葉が「やめろ！」と怒ど鳴なるのも気にせず、大きく刀を振り下ろす。


　容器が縦たてに、真っ二つになった。中から液えき体たいが溢あふれ出し、床が青色に染そまっていく。


　ガラスが落ち、砕くだけた。


　中にはなにもなかった。


「あ……」


　和樹がぽかんと口を開ける。Ｂ組の生徒たちも、茫ぼう然ぜんとしていた。


　瑞葉が膝ひざをついた。


「その容器にはなにもない。奥おくさんはいない。君も知っていたはずだ」


　紅尉が言った。


「奥さんは君と一緒に地下洞どうに逃にげなかった。君の実験を知り、使用人たちのことを知って自ら命を絶たった。そうだろう」


「…………」


　瑞葉はただ、床に流れる液体を見つめていた。


「君の研究は大したものだ。ここまで施し設せつを維い持じしたことにも敬けい意いを払はらう。だが、奥さんはいないのだぞ。認みとめたらどうだ」


「うるさい！」


　怒声が紅尉に向けられる。その顔つきは、メイドのままだった。


「お前になにが分かる……。名医という評ひよう判ばんをきき、一いち縷るの希望を繫つないで会いにいったのに、すげなくされた私の気持ちが……」


「私とて全力は尽つくしたが、不可能は可能に変えられない。だからあのとき言ったはずだ。充じゆう実じつした余よ生せいをすごすことだけを考えろと」


「うるさい……」


　彼女の声は小さなものになっていた。


「確たしかに私も知らなかった。ここを葵学園生の合宿所にするという申し出は、河合家からの本心からの申し出だと思っていた。むしろその方が、奥さんの遺い志しに従うことだから。だから君の企たくらみに気づくまで時間がかかった」


「なら何な故ぜ……見逃していた」


「君が友人だったからだ」


　はっきりと紅尉は答えた。


「よほどのことがない限かぎり見逃すつもりだった。確かに合宿には適てき当とうな地だ。この地下洞も訓練にはちょうどいい。なにしろ奥さんは本当はいないのだから、実じつ害がいは少ないと判はん断だんしていた」


　紅尉はゆっくりと歩き、瑞葉に近づいた。


「本当は諦めていたのだろう。最近は、葵学園生がここで合宿をすること自体少なくなっていたから。宮間君と式森君さえいなければ、君は本当に研究を放ほう棄きしていたはずだ。だが、もう九十年目。生徒を使うのはやめるんだ」


「……どうしてお前はいまさら……」


　瑞葉が顔を上げる。涙なみだで濡ぬれていた。


「友情は続いていると思ったのに……」


「もう終わりにしたい。私が見み逃のがしていたことも、やはり罪つみなのだ」


　養よう護ご教きよう諭ゆの手が、メイド服の肩かたに置かれる。


「そうか……いや！」


　瑞葉はその手を振り払った。


「まだ私は諦あきらめない！　妻つまの肉体がないのなら、肉体を作る。魂たましいがないのなら魂を作る。どんなことをしても！」


　和樹にしがみついた。荒あら々あらしく電極を引きちぎり、胸むねに抱かかえ込む。その手には、砕くだけたガラスの破は片へんが握にぎられていた。


「近寄るな……。世界を滅ほろぼす力すら持つというこの少年、有ゆう益えきに使わせてもらう……。魔力を最さい大だい限げん利用して、妻の魂を作り上げてみせる！」


　大事な宝たから物ものを見つけたかのように、瑞葉は和樹を抱だきしめた。


　紅尉はどういうわけか、呆あきれたような、困こまったような仕し草ぐさを見せた。


「いや、それは……やめたほうがいい」


「黙だまれ……！　それほどこの少年が大事か！」


「そうではあるんだが……私ではなく彼女が」


「なんだと？」


　紅尉が視線を隣に動かした。


　横たわっていたはずの少女が起きあがっていた。その目はかっと見開かれ、口からは狼おおかみのような犬けん歯しがのぞいていた。
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「和樹さん……」


　夕菜がドスの効きいた音声を発した。


「わたしが気を失っているからって……なんでメイドなんかと……そんなに抱だき合って……！」


　和樹は震えあがった。瑞葉はなにが起こっているのか分かっていない。


「まっ、待って夕菜、そんな怒ってる場合なんかじゃ……」


「問もん答どう無む用ようー！」


　振り上げた夕菜の手に火球が出現した。


　洞どう窟くつ内を火か炎えんが飛び交かった。闇やみ雲くもに放たれた攻こう撃げき魔ま法ほうが、岩いわ肌はだだろうと機械だろうと構かまわず命中し、破は壊かいしていく。


　火球があちこちで爆ばく発はつして、島全体が震しん動どうしたような衝しよう撃げきがきた。


　天てん井じようから、土つち塊くれが落ちてくる。スイカほどもありそうな岩まで崩くずれた。


「うひゃー！」


　和樹はメイドの腕を振りほどこうとした。が、離れない。


「逃にげるな！」


　瑞葉は青い顔をしていたものの、まだ和樹を捕つかまえていた。


「お前さえれいれば、お前さえ……！」


「そんなことより死んじゃう、埋うまる！」


　悲鳴を上げる和樹。


　Ｂ組の生徒たちは、我われ先さきに逃げ出そうとしていた。今までの夢む遊ゆう病びよう者しやのような動きではなく、機き敏びんに行動している。誰も催さい眠みんにかかっていなかったのだ。


　紅尉の姿が、不意に消えた。


　次の瞬間、その身体は和樹の眼がん前ぜんにあった。眼鏡めがねのレンズが鈍にぶく輝かがやく。


　雷らい撃げきが瑞葉の腕うでを叩たたいた。


　メイドが転がるように離れる。和樹は這はうようにして逃げ出した。同時に紅尉は夕菜の瞳ひとみも見つめる。


　糸が切れた人形のように、夕菜の身体が崩れた。


「先生！」


「気き絶ぜつしただけだ……むしろ危あぶないのはこの洞窟だぞ」


　その言葉通りに、絶たえ間ない震動が岩がん壁ぺきを襲おそっていた。足元にはひび割われすらできている。攻撃魔法がどこか重要な柱を粉ふん砕さいしたのである。


　天井が大きく崩ほう落らくする。逃げ出すしかなかった。


　凜が駆け寄ってきた。


「式森、大だい丈じよう夫ぶか!?」


「なんとか……舞穂ちゃんは？」


「いるよー」


　小さな身体が見えた。


「逃げるぞ式森」


「帰り道は分かる!?」


「大丈夫だ」


　落ちてくる岩の破は片へんを、刀の背せで防ふせぐ凜。和樹は舞穂の手を引きながら怒ど鳴なった。


「仲丸、松田さん、早く！」


「待て、くそっ、宝ほう石せきが岩に埋うもれやがった！」


「あんたが欲よく張ばるからよ！」


「うるせえ！　引ひき際ぎわをミスったのはお前じゃねえか！」


　仲丸と和美の二人は、罵ののしりながら走り出した。なにも持ち出せなかったようだ。


　和樹は舞穂を凜に任まかせ、自分は夕菜を担かついだ。体力不足の身には女の子一人はきつかったが、そんなこと言ってられない。


　凜が先頭となり、駆けだした。


　和樹も走ろうとしたが、はっとして、振り返った。


「紅尉先生!?」


　養よう護ご教きよう諭ゆの姿すがたがない。いや、まだ研究室内に留とどまっていた。


　彼は瑞葉と対たい峙じしていた。


「河合君、もうおしまいだ。止めろ」


「うるさい、諦あきらめるものか……！」


　瑞葉は、崩ほう壊かいしようとする洞窟に負けじと怒鳴る。


「私は必ず、妻つまをこの手で抱だきしめてみせる……！」


　紅尉は動かない。ただ、メイドの身に乗り移うつった河合男だん爵しやくを見つめていた。


「……式森君」


　和樹に背を向けたまま言う。


「早く脱だつ出しゆつしたまえ。神城君が船のところまで案内してくれるぞ」


「先生は……」


　無む言ごんだけが返ってきた。


　和樹は頭を振った。そして「分かりました」と答え、凜の後を追った。





　凜は夜よ目めが利きく。暗黒に近かったが、迷まようことなく走っていった。


　和樹は夕菜を背負い、ひいひい言いながら続いた。迷うのを嫌きらったためか、クラスメートも一いつ緒しよになって走っていた。


「凜ちゃん、こっちで大丈夫なの!?」


「間違いない。聞こえないか？」


　剣けん豪ごう少女が喋しやべるのをやめた。耳を澄すましている。


　和樹も同じようにした。


　低い、笛のような、オカリナのような音が聞こえた。


「あの音色の先だ。紅尉先生によると、洞窟が笛の役割をしているから、たどれば海辺へ出られる」


　行きの船長の話を思い出した。ここは元、音楽島と呼ばれていたのだ。


　凜の案内に間違いはなかった。さほど時間もかからず、目の前が明るくなった。


　外だ。岩壁が一部えぐれていて、入り江のようになっていた。港とまでは行かないが、小こ型がた艇ていなら楽につけられる。


　船せん外がい発はつ動どう機きつきのボートが待っていた。


「遅おそーい」


「玖里子さん!?」


　退たい屈くつそうにあくびをして、玖里子は時計を見た。


「紅尉先生によると、もうちょい早く片かたがつくはずだったんだけどね」


「玖里子さんまで、なんで……」


「あたしと凜は先生に連れてきてもらったの。あっちに」


　後ろ手で沖おき合あいを指さす。大きな客船が遊ゆう弋よくしていた。


「ウチの船が待ってるから、あれに乗ってずらかるわよ」


　彼女はボートに乗るよううながした。


「二年Ｂ組の良い子たち、これ、あんまりたくさん乗せられないから、テレポート使える人は使ってね。目もく標ひようが目もく視しできるから、海に落ちることもないでしょ」


「そうだ、伊庭先生は!?」


「とっくに乗ってるわよ。ゲームボーイ与あたえておいたわ。酒井って娘こもいる。あんたたちも早く」


　和樹は夕菜を背負ったまま乗り込んだ。凜と舞穂、仲丸たちも乗る。


　玖里子が船外発動機をスタートさせた。ゆっくりと入り江から離れる。何人かの生徒が瞬しゆん間かん移い動どうの魔法を使う。


　ボートは速度を上げ、沖へと進んでいった。





　　　　○





　長ちよう髪はつの養護教諭は岩がん壁ぺきの上からボートを見下ろしていた。


「……生徒さんは、無事ですか」


　背はい後ごから声がかかる。


「ああ」


　紅尉が振り返る。


　さゆ香が立っていた。
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「なによりでした。いつもなら、魔力を急きゆう激げきに減へらす方がいらっしゃいます。何人もの葵学園の生徒さんたちを、そのような目に遭わせてしまいました」


「……河合君のせいではなく？」


「はい」


　女主人は首しゆ肯こうした。


「魔力低下は地下洞窟の中で使われるよりもむしろ、宿しゆく泊はく中に起こります。この身体を現世にとどめるため、使わせてもらっていました」


　紅尉の目の奥が光る。


「お怒いかりになられても結構です。ですが、もう魔力は必要ありません。滅ほろぶに任まかせるつもりです」


　さゆ香の声こわ音ねは、運命を淡たん々たんと受けて入れているようであった。


　紅尉の瞳ひとみも、通常の輝かがやきに戻った。また前を向いて、海を見つめる。


　女主人の声が風に乗る。


「……瑞葉はどうしました？」


「頑がんとして出ていこうとしなかった。崩ほう壊かいは途中で止まったから、生きてはいるはずだが……」


「わたくしが捜さがします。そして、あとは二人で静かにすごすつもりです。他のメイドには、もう暇ひまを出しました」


「河合君は、君のことを知らないのだろう？」


「ええ。河合の魂たましいは瑞葉と同化しかかっていて、もう執しゆう念ねんだけです。何度か教えましたが分からないのです。実験のみに固こ執しつして、気づこうとしませんでした」


「もう救えないのか？」


　さゆ香は無言になった。じっと波と海鳥を眺めていた。


　天気は限りなく晴れていた。


「……悔くやんでいます」


　ぼつりとさゆ香が漏もらす。


「私も悔やんでいるよ。警けい察さつの捜そう査さに協力したとき、河合君のことをもっと追うべきだったと」


「わたくしもそうです。自ら命を絶つべきではなかった」


　彼女の顔がその瞬間、九十年前の女性のそれに変化した。


「……河合君の実験は、志こころざし半なかばまではいったのだな」


「そうです。ですが霊れいとなって戻ってくるべきではありませんでした。まして河合の家を維い持じしようと考え、現世に固執すべきではなかったと」


「君もそれだけ、河合君を愛していたということだ」


　紅尉の台詞せりふに、さゆ香は少しだけ表情を柔やわらかくした。


「……実験のせいで、命を奪うばわれた使用人たちがいます。わたくしはあの狂きよう気きを止められませんでした。この島に留とどまり、菩ぼ提だいを弔とむらいます」


「いつかは君も河合君も、人知れず消えていくぞ」


「そうすべきだったのです。河合家は九十年前にそうなるべきでした。今からでも時計の針はりを戻します」


「……河合君の妻つまとして？」


「妻として」


　その言葉を残し、さゆ香の気配は消えた。


　紅尉が振り返った。そこには誰もおらず、ただ冷たい風が吹ふいていた。






　あとがき







　築つき地じです。寒かったり熱かったりの微び妙みような時期ですが、いかがお過ごしでしょうか。我が家のベランダでは冬とう期き休きゆう暇か中ちゆうだったブルーベリーが、また動き出してきました。この本が出るころには、花が咲さいているかもしれません。





『ふっかつの巻』もついに八冊目です。最後に千ち早はやが出てきますが、この話が『ふっかつの巻・せいほく』の『シアー・ハート』の続きとなります。で、ここで『ふっかつの巻』はおしまいです。


　次回からは、今までの女の子四人に千早を加くわえ、よりいっそうの和かず樹き君大パニックでお送りします。というか、ドラゴンマガジン誌し上じようではもうなっています。さらには人間関係も進んでいます。和樹と女の子の距きよ離りに変化がありますので、文ぶん庫こ派はの方はどうぞお楽しみに。





『ふっかつの巻』も終わったので、ちょっとまぶらほキャラクターについて書いてみます。といっても、主しゆ軸じくのキャラではなく、脇わき役やくの人たちについて。


　まぶらほが誇ほこる脇役といえば我われらが二年Ｂ組ですが、はっきり言ってモデルはいます。私の高校時代の友人から色々性格をいただきました。仲なか丸まるにせよ松まつ田だにせよ、誇こ張ちようはありますが、みんなあんな感じです。


　皆、とにかく他人を陥おとしいれることが大好きで、機会を見つけては噓うそばっかりついていました。仲丸のモデルになった男は、すらっとした体型でスポーツ万ばん能のうの優やさ男おとこですが、大変悪わる知ぢ恵えの働くやつで、友人全員から信用されていないというとても珍しい人間でした。文化祭の時、彼はクラスで重要な地位についたのですが、いきなり予算がごにょごにょでごにょごにょなことになり、居い残のこり作業と称しては宴えん会かいが乱らん発ぱつされました。ちなみにそのとき会かい計けいをやったのは私です。なにをしたかは知っているというか、一緒になってごにょごにょごにょ。


　松田のモデルとなったＫさんは、ショートヘアーの可愛かわいい系だったのですが、どこかでサイレンが鳴るたびに「お母ちゃん、空くう襲しゆうだよ」と怯おびえるという、訳のわからんギャグを得意としていました。しかもこのギャグは小学生の頃からの持ちネタです。彼女曰いわく、「これ言うと、みんなわたしを変な目で見るの」。当たり前です。


　やっかいなことに彼ら＆彼女らは、全員学がく業ぎよう優ゆう秀しゆうで、試し験けんになるとクラスの上位を独占してました。中位あたりをうろちょろしていた私としては納得がいかず、今でいう負け組の悲ひ哀あいを味わっていました。


　私の高校生活は、彼らのおかげで大変充じゆう実じつしていました。今でも思い出すと笑いがこみ上げてきます。なお、私が小説家となり、しかもモデルにしていることは友人達に教えていません。口が裂さけても喋しやべらないつもりです。言ったが最後、絶対に強ゆ請すられます。





　さて今後のまぶらほですが、次がおそらく長編で、ここで長編に一区切りがつきます。夕菜のアメリカ時代とからみつつ、さらにさらにスリリングな展開となっていきます。


　その次がメイドです。これもおそらく書き下ろし。ただ、この二つは順じゆん番ばんが入れ替わるかもしれません。現在ファンタジア・バトルロイヤルの連れん載さいが休止中ですが、こちらも早く再開させるつもりです。


　あと、富士見ミステリー文庫から連作短編（えんたまで決めたアレ）が出まして、そこにも書いています。どんな内容かは秘ひ密みつ。まぶらほキャラも出てきます。


　ではこれで。







二〇〇六年二月二三日　築地　俊彦





　初　出







第二十九話『疑惑の和樹さん』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年４月号




第三十話　『燃える初デート』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年５月号




第三十一話『帰ってきた転校生』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年６月号




番外編一　『オールウェイズ』




　　……書き下ろし




番外編二　『怨獄島事件』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００４年１月号～４月号





まぶらほ


～ふっかつの巻・ほくとう～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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